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＜桂川＞
１．近年における「社会情勢の変化・地域の状況」
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○時間雨量が50mmを上回る豪雨が全国的に増加しているなど、近年、雨の降り方が局地化、集中化、激甚化してお
り、京都府南部地域でも平成24年、平成25年、平成26年に豪雨による浸水被害が頻発している。

○水防法が改正され、想定し得る災害規模の降雨に対する洪水浸水想定区域を公表して避難体制等を充実・強化
○逃げ遅れを無くし、社会経済被害を最小化するため、水防災意識社会を再構築する取り組みを実施

社会情勢の変化・地域の状況（①．治水・防災（雨の激甚化、水防法改正、水防災意識社会の再構築））

被害状況（平成24年）弥陀次郎川決壊箇所

平成25年9月16日

渡月橋

1.3倍

174 184
224 233

アメダス1時間降水量50mm以上の年間発生回数（国土交通省）

被害状況（平成25年台風１８号）嵐山溢水状況 被害状況（平成25年台風１８号）久我越水状況

平成25年9月16日

雨の降り方が激甚化している

平成26年8月10日

平成24年8月14日

被害状況（平成26年）嵐山溢水状況
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社会情勢の変化・地域の状況（②．河川環境（水質改善、アユ遡上、イタセンパラ野生復帰、淀川ブランド））

○京都府の汚水処理人口普及率は高いレベルで推移し、桂川の水質は改善されている。
○淀川大堰を遡上するアユの数が１００万匹を越え、イタセンパラが増加している。
○淀川に生息する水産資源を、「淀川ブランド」として売り出す動きも出てきている。

環境基準の類型指定と水質の現状

環境基準 B類型

環境基準 A類型

渡月橋（Ａ類型）

宮前橋（Ｂ類型）

30,648 

155,576 

313,356 336,454 

1,093,071 

0

200,000

400,000

600,000

800,000

1,000,000

1,200,000

平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度

日本経済新聞（2017年6月27日）

城北地区における
イタセンパラ稚魚の確認個体数の変遷淀川大堰のアユ遡上尾数

平成29年度は、
遡上アユ100万匹

汚水処理人口普及率の推移

凡例

京都府（京都市除く）

京都府

全国平均

（ ）内の数字は全国順位

全国6位

淀川に生息する水産資源を、「淀川ブランド」
として売り出す動きも出てきている。
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社会情勢の変化・地域の状況（③．利用（アクセス向上、インバンウンド増加、京都府南部での取り組み））

○京都縦貫や新名神等の道路網整備により、京都府南部地域へのアクセス性が向上している。
○近年インバウンドが急激に増加しており、京都嵐山では外国人観光客が１００万人を突破している。
○「お茶の京都」の取り組みで、南山城村に道の駅がオープン。数多くの観光客が利用し、京都府南部

地域が活性化されている。また、亀岡市では京都スタジアムが建設される予定となっている。

679 737 765 786 813 736 798 

1,977 

2,426 

2,774 

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27

嵐山地区の観光客数（推計値）

(万人)

出典）京都観光総合調査 京都市より

外国人観光客100万人突破

観光客2,000万人突破

世界的な景気低迷
新型インフルエンザ発生

※平成23～24年は調査手法の変更により観光客数を推計していない

嵐山地区の観光客数の経年変化（H16～H27）

▲にぎわう売り場
道の駅「お茶の京都 みなみやましろ村」京都スタジアム（平成３２年完成予定） 出典：京都府ＨＰ

京都周辺の道路網整備

京
都
縦
貫
自
動
車
道

平
成
27
年
開
通

嵐山地区の外国人観光客
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社会情勢の変化・地域の状況（④．維持管理（老朽化、河川法改正、河川協力団体制度））

○高度成長期に建設された河川管理施設の老朽化が進み、建設後50年以上経過する施設の戦略的な維持管
理が急務となっている。

○河川法の改正により、河川管理施設等の法点検の義務化、基準化が位置づけられ、民間事業者と協力、連
携して河川管理を実施する河川協力団体制度が創設された。

○河川管理施設の法点検

樋門・樋管の点検
（新川樋門）

護岸の点検
（桂川右岸12.2km）

外来種駆除 竹蛇籠制作
やましろ里山の会

数量
（km） 30年 40年 50年

（施設数） 以上 以上 以上
堤防 199 - - -
護岸 - - -
堰 2 1
閘門 2 1
水門 3 1 2
揚排水機場 9 2 3 1
樋門・樋管 34 6 4 1
陸閘 6

経過年数
直轄管理施設

○淀川河川事務所管理施設

法人等の名称 河川名

芥川・ひとと魚にやさしい川づくりネットワーク 淀川
芥川

ねや川水辺クラブ 淀川

特定非営利活動法人 やましろ里山の会 木津川

琵琶湖・淀川流域圏 連携交流会

淀川
瀬田川
宇治川
桂川

木津川
猪名川

○淀川河川事務所の指定する河川協力団体（4団体）
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＜桂川＞
２．今後の河川整備の新たな視点
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○平成２９年６月想定最大規模降雨による淀川洪水浸水想定区域を公表。
○水害に強い地域づくり協議会では、水防災意識社会の再構築として５年間の減災目標を作成した。
○平成２５年台風１８号の再度災害防止対策として、Ｈ３１年を目標に桂川緊急治水対策を実施中

今後の河川整備の新たな視点（①．治水（浸水想定区域、水害に強い地域づくり協議会、桂川緊特治水対策））

淀川洪水浸水想定区域図
○想定最大規模の降雨による浸水想定
・想定最大規模として360mm/24時間(年超過確率
1/1000程度 枚方上流)の降雨を設定。

14市町のうち10市町から
首長ご本人が出席。

取組実績や、今後の取組
予定を説明頂きました。

桂
川
緊
急
対
策
特
定
区
間

河
道
掘
削
等

嵐山地区

築
堤

河
道
掘
削
等

桂川

桂上野地区(実施中)

久我地区(済)

横大路地区
(実施中)

淀木津地区(済)

4号井堰(実施中)

1号井堰
(来年度実施予定)

桂川緊急治水対策事業進捗

堆積土砂撤去(済)
景観等への影響の小さい対策(検討中)

淀川管内水害に強い地域づくり協議会（京都府域）
【首長会議】平成29年8月10日

大阪市内の浸水のイメージ

最大浸水深約2.5m、浸水継続時間約3日間

水害に強い地域づくり協議会
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今後の河川整備の新たな視点（②．利用（舟運まちづくり、さくらであい館））

○淀川舟運を活用したまちづくりが活性化しており、枚方までの定期運航や、枚方五六市が開催されている。
○京都府南部地域では、さくらであい館を活用した地域活性化の取り組みを実施している。
○淀川下流ではアーバンキャンプを実施し、都市型の河川利用を促進させている。

淀川三川合流域さくらであい館

お茶の京都博と連携した野点企画枚方宿みなと五六市

毛馬閘門を通過する
ナイトクルーズ船（平成29年10月）

点野緊急用船着場

新北野緊急用船着場

柴島緊急用船着場

鳥飼緊急用船着場

淀川

大川淀川大堰

摂津市

寝屋川市

高槻市

枚方市

八幡市

島本町

守口市

大阪市

大阪市

堂島川

佐太緊急用船着場

大阪湾

毛馬緊急用船着場

八軒家浜船着場

枚方船着場

大塚緊急用船着場

土佐堀川

海老江緊急用船着場

大阪
市内

三川合流部船着場

伏見

三栖閘門

枚方

桂川 宇治川

木津川

三川

合流部

淀川

大堰

京都府

さくらであいクルーズ

定期運航で枚方船着場に到着した
第一便（平成29年9月）

アーバンキャンプ（大阪市淀川区西中島）

であい館を利用する
サイクリスト
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今後の河川整備の新たな視点（③．維持管理（河川維持管理計画、コスト縮減、河川レンジャー））

○河川維持管理計画を策定し維持管理を実施。H２９年には施設の評価結果を公表。
○河川レンジャーと連携して貴重種のモニタリング調査や、堤防道路の植生の植え替えなどを行っている。
○堤防除草にかかる維持管理費のコスト縮減策として、ヤギによる除草を試行している。

点検結果の公表(29年8月）
淀川水系

ヤギ除草
・堤防天端、高水敷約2,000m2
のエリアで行動

堤防点検
（桂川左岸3.2km、H28年11月）

樋門点検
（大山崎樋門、H28年11月）

河川レンジャーと連携した植生調査

堤防道路（大塚地区）

雑草は草丈が高く見通不良 • 地表を低く這うイワダレソウへの植え替えを
河川レンジャーがコーディネート

貴重種モニタリング調査

河川管理施設点検状況

イワダレソウ

表示区分 延長

異常なし 71.0km

要監視段階 302.3km

予防保全段階 19.4km

措置段階 0km

高

（
健
全
度
）
低

堤防維持管理の効率化に向けた取り組み（高槻市大塚地区）
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＜桂川＞
３．進捗点検結果

（１）人と川とのつながり
（２）河川環境
（３）治水・防災
（４）利用
（５）維持管理
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No. 点検項目 観点 指標
平成26～28年度

進捗
説明資料項

1

日常からの川と人のつながり
の構築

「住民参加推進プログラム」の作成・実践 住民参加推進プログラムの活動内容 進捗あり １２

2 住民・住民団体(NPO等)との連携 住民・住民団体（ＮＰＯ等）との連携内容 進捗あり １３

3 河川レンジャーの充実 河川レンジャー在籍人数（治水・環境・防災などの拡大）と活動内容 進捗あり １４、１５

4 子供達の関わりの促進 環境教育等の実施内容 進捗あり １６

5 情報発信の充実 HP、携帯サイトの情報発信内容、新しいコンテンツの取組 進捗あり １７

6 住民に関心をもってもらうための取り組み 住民、住民団体との交流内容 進捗あり １８

7
小径（散策路）、「歴史文化の薫る散歩道（仮称）」の整

備
小径（散策路）の整備内容・延長 進捗なし

8 憩い、安らげる河川の整備 河川を安心して利用できる整備内容・箇所数 進捗なし

9 三川合流部の整備 三川合流部交流拠点の整備内容 進捗あり １９

10
洪水・災害時の人と川とのつ

ながりの構築

破堤氾濫に備えた分かりやすい情報発信 まるごとまちごとハザードマップ設置箇所・設置数 進捗あり ２０

11 関係機関との連携 協議会等との連携内容 進捗あり ２１、２２

12 上下流の連携の構築 上下流交流の促進 水源地域ビジョンに基づく活動内容 進捗あり ２３

（１）人と川とのつながり（桂川）
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【観点】「住民参加推進プログラム」の作成・実践

【指標】住民参加推進プログラムの活動内容

水没ドア体験
水中歩行体験

結 果

河川レンジャーによる桂川治水事業説明 竹林の伐採体験

実施内容

全体像

できるだけ多くの人々に川に関心を持っていただき、川に直接ふれてい
ただき、川のことを自ら考え、行動していただけるよう、住民参加型の取
り組みを推進する。そのために、これまでの情報発信、住民参加の取り
組みに加え、「川に関心を持ってもらう」、「川にふれてもらう」、「川をとも
に考える」をキーワードに、「住民参加推進プログラム」を作成し、実践し
ていく。（整備計画記載箇所：p35）

実施内容

実施方針

住民参加による清掃活動・啓発活動を、河川レンジャーとも連携しなが
ら定期的に開催するとともに、出前講座など多くの人々の川への関心を
高める取り組みを実施する。

日常からの川と人のつながりの構築

【河道内樹木伐採学習会】
河川レンジャーと企業、学校が連携し、桂川における治水・環境の現状

や現在実施されている事業、河道内樹木について学び、住民が主体的
に樹木伐採を行うための学習会を実施した。

【体験施設を活用した防災学習】
防災体験施設（水中歩行体験、水没ドア開閉体験装置）を活用した防

災学習を平成２８年度は年間７回実施した。
防災体験学習活動では河川レンジャーと連携し、小学生５・６年生と保

護者２４２名を対象として防災教育を行った。

結 果

毎年実施している出前講座（平成28年6月、京都市内中学校）
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【観点】住民・住民団体(NPO等)との連携

【指標】住民・住民団体（ＮＰＯ等）との連携内容

平成28年度の河川愛護活動等の実施回数は、桂川で21回、日吉ダ
ムでは3回の活動を行っている。

住民・住民団体（ＮＰＯ等）との連携として、河川愛護活動等を通じて情
報共有を積極的に行う。 今後、さらに連携を強化する取り組みを行って
いくとともに、河川に関わる人材育成の支援や環境教育を推進する。

【淀川水系一斉美化アクションの取組】

桂川流域の一斉清掃は、平成28年で第10回目を迎えている。
第10回は淀川本川・宇治川・木津川とも連携して拠点19箇所で実施し、
1,866人/176団体が集まり、水系全体で約２０ｔのゴミを回収した。

羽束師橋左岸地点桂大橋右岸地点

河川整備にあたっては、検討段階から、住民・住民団体(NPO等)、関連
する様々な分野の学識経験者との情報共有を積極的に行う。また、地域
固有の情報や河川に関する知識を有している住民・住民団体（NPO等）
や学識経験者と連携し、河川に係わる人材育成の支援や環境教育を推
進する。（整備計画記載箇所：p36）

日常からの川と人のつながりの構築

結 果実施内容

全体像

実施方針

淀川流域7エリア河川美化活動団体・
淀川河川事務所・淀川管内河川レン
ジャー（淀川水系一斉美化アクション連
絡会）が主催となり連携して清掃活動を
実施した。

実施時期 平成２９年２月～３月
（河川清掃の目的）

①河川利用マナーの向上
②水辺の環境保全
③河川美化

180 173
199

100

150

200

250

H26 H27 H28

実
施

回
数

（
回

）

河川愛護活動等は、管内全体で年間190回を越える活動が実施され
ている。桂川では平成28年に21回、日吉ダムでは3回の活動を行って
いる。

回数だけではなく、愛護精神の高揚を図っている。

河川愛護活動等の実施回数（管内全体）
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【観点】河川レンジャーの充実

【指標】河川レンジャー在籍人数（治水・環境・防災などの拡大）と活動回数

地域住民と河川管理者とが連携しながら河川整備を進めていく上で、
河川レンジャーが住民と河川管理者の橋渡し役となるよう、流域センター
などを活用し活動の支援を実施する。

河川レンジャーは行政と住民との間に介在して、住民が河川に関心を
持つような活動に取り組むとともに、個別事業の検討段階における住民
意見の聴取や、住民の河川にかかわるニーズの収集を行う。将来的に
は、地域住民と河川管理者とが連携しながら河川整備を進めていく上
で、住民と河川管理者との橋渡し役となることも期待される。
（整備計画記載箇所：p36）

淀川河川事務所管内では各出張所管内毎に河川レンジャーを配置し、
沿川全域で活動を行っており、平成28年度は291回住民等と交流を行った。

平成28年度の交流者数
は管内全体で約2万5,000
人であった。

平成15年度から平成28
年度にかけて、のべ約23
万人の人々参加いただい
た。

淀川河川事務所管内では、28名の
河川レンジャーが在籍している。

河川レンジャーの申請者を増員する
試行的取り組みとして、審査項目の緩
和を行い、平成28年度は8名の新規
河川レンジャーが誕生した。

日常からの川と人のつながりの構築

京都環境フェスティバルにブース出
展し、「淀川移動水族館」として桂川
等に生息する魚を展示。生き物を
媒介に来場者と河川環境の魅力や
河川レンジャーの取り組みをＰＲし
た。

■参加人数：464名（２日間開催）

久我の杜小学校で生徒、保護者を対
象に、防災意識の向上を目的に、水
害体験施設を利用した水中歩行と水
没したドアの開閉体験を実施した。

■参加人数：242名（１日間開催）

小学校の出前授業として、自治体、
地域団体と連携し、自然観察及び水
生生物やパックテストによる水質調査
を実施した。

■参加人数：88名（1日間開催）

地域行事へのブース出展 久我の杜小学校防災体験学習 自然観察及び水質調査

実施内容

全体像

実施方針

実施内容

23 22
20

3
2

8

18

20

22

24

26

28

30

H26 H27 H28

（人）

審査項目の緩和としては、活動の
地域必要性や、持続性、定着の可能
性の視点について変更を行った。

Ｈ２６年 Ｈ２７年 Ｈ２８年

淀川本川 １８人 １５人 １９人

宇治川 ３人 ３人 ３人

桂川 ２人 ２人 ４人

木津川 ３人 ４人 ２人

河川毎の河川レンジャーの在籍人数

活動回数と参加人数（管内全体）

桂川で平成２８年度は４人の河川
レンジャーが在籍しており、計２８回
の活動を行っている。

結 果

結 果

河川レンジャーの在籍数（管内全体）

新規レンジャー

前年度から継続
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人と川の
つながり

環境 治水 利用 維持管理 合計

桂川 ３ １８ ４ ０ ３ ２８

治水・防災 環境保全 河川利用 維持管理 歴史・文化 川づくり
人づくり

合計

桂川 ４ １８ ０ ３ ０ ３ ２８
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【観点】子供達の関わりの促進

【指標】環境教育等の実施内容

102 111
129

112
98

121
103 103

157

186

0
20
40
60
80

100
120
140
160
180
200

H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28

環境教育等の実施回数（管内全体）

流域の小学校に対して水生生物調査、水質調査等や、河川環境を勉
強・体験する機会を設けた。また、河川レンジャーと連携して、桂川の自
然環境への関心を高めるとともに、歴史、ゴミ問題などを学び、地域ぐる
みの環境教育の活発化させた。

河川レンジャーと連携して子供達への環境教育等を実施して
おり、平成28年度は管内全体で186回の学習会を実施した。

子ども達と川との関わりを促していくことは、持続的な川と人との関わり
を構築していく上で重要である。また、子どもの参加により親や地域の関
わりが促される。そこで学校等と調整し、学校教育において川に対する関
心を高める工夫を行う。(整備計画記載箇所：p37)

継続して子ども達との関わりを持つ取り組みを実施し、次世代を
担う子ども達へ、川に対する関心を高めることができる工夫を行う
ことにより、持続的な川と人とのつながりや地域とのつながりの構
築を行う。

日常からの川と人のつながりの構築

結 果実施内容

全体像

実施方針

実施内容

桂川に生息する生物についてクイズ
形式で解説し、自然環境への関心を
高める学習会を実施した。

また、スズメバチなど危険種に対する
説明も行い、野外での注意事項につ
いて啓発を行った。

小学５年生９０名を対象に、野外
では桂川に生息する植物・鳥類等
の観察会を実施し、河川の自然を
学習するとともに、自然環境の保全
について学習する場とした。

【野鳥観察】

【屋内学習】

結 果
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【観点】情報発信の充実

【指標】HP、携帯サイトの情報発信内容、新しいコンテンツの取組

多くの人々が河川に関心を持ち、川に訪れるよう、河川に関する情報
を様々な手段で発信する取り組みを進めていく。
（整備計画記載箇所：p37）

河川に係わる身近な情報（工事情報や河川のライブ映像等）をホーム
ページや携帯サイトで情報発信する。

淀川河川事務所のFacebookを開設し、広報活動を通じて一人でも
多くの住民が川と生活の関わり・洪水の危険性・生物の生育生息空
間としての重要性を理解できるよう定期的かつ迅速な情報発信に取
り組んでいる。

日常からの川と人のつながりの構築

実施内容

全体像

実施方針

実施内容

淀川河川事務所Facebookページ

アカウント：国土交通省 近畿地方整備局 淀川河川事務所
ユーザーネーム：@yodogawa.mlit

全国で唯一の回転式陸閘の操作訓練を動画で情報発信

TEC-FORCEの活動報告

結 果

【情報発信の事例】

桂川・新川クリーン作戦

01：3001：15

00：50
00：30
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【観点】住民に関心をもってもらうための取り組み

【指標】住民、住民団体との交流内容

地域住民に対して河川への関心を高めるため啓発活動等を行い、その
際は既存の資料館等の活用や住民・住民団体(NPO等)との連携を行う。
（整備計画記載箇所：p37）

【工事説明における工夫】

工事実施に向けた工事説明会等の開催や、水辺に関心を持った市民・
企業・行政の交流の場として、淀川資料館の活用に取り組む。

日常からの川と人のつながりの構築

実施内容

全体像

実施方針

実施内容

【淀川資料館で企画展示を実施】

淀川資料館においては、淀川にくらす生きものをテーマにした企画展示
や、昭和２８年洪水についてのパネル展示を実施し、淀川にすむ生きも
のたちの姿や、洪水の歴史を知ってもらうなど、淀川に関心をもってもらう
取り組みを実施した。

昭和２８年洪水を紹介生き物に関するパネル展示

工事説明チラシ

工事実施前には地元関係者や鉄道会社に工事説明チラシを配付し
て、地域に対して丁寧に事前説明を行った。

チラシには外国語の説明書きを付け、外国人観光客に向けても情
報発信を行った。（外国語：英語、中国語、ハングル）

説明会の様子（平成２８年８月）

外国語表記

結 果

結 果

英語 中国語 ハングル
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【観点】三川合流部の整備、憩い安らげる河川の整備

【指標】三川合流部交流拠点の整備内容

さくらであい館

三川であいマルシェ 舟運プログラム

開館記念式典テープカット

平成２９年３月２５日（土）、桂川・宇治川・木津川の三川が合流する淀
川河川公園背割堤地区（京都府八幡市）で地域間交流の拠点となる「淀
川三川合流域さくらであい館」の開館記念式典を実施した。

淀川三川合流域地域の地域間交流の拠点となる施設として、「さくらで
あい館」の活用を行う。

淀川三川合流域は、壮大な景観や豊かな自然環境に恵まれるととも
に、歴史の舞台ともなった交通の要衝である。そこで、桂川、宇治川、木
津川の三川合流域の豊かな自然や歴史・風土に根ざした景観、歴史的
文化資源を保全しつつ、京阪神都市圏の住民が、人と自然の関わりを総
合的に学ぶ環境学習機能等を備える新しいタイプの地域間の交流拠点
を整備する。（整備計画記載箇所：p39）

日常からの川と人のつながりの構築

さくらであい館のオープンにあわせ、８０店舗の周辺市町の美味しいも
の、嬉しいものに出会える三川であいマルシェ、沿川で活躍するJAZZ演
奏者をゲストにジャズライブ、淀川を舟で楽しめる舟運プログラム等多数
のプログラムを実施し、２日間で13,000人が入園した。

実施内容

全体像 実施内容

実施方針

多目的スペース展望塔から見た三川合流点

さくらであい館の利用

さくらであい館の展望塔からは、地上約２５ｍの高さから桜並木を

一望することが出来ます。また多目的スペースでは、マルシェやイベン
トなども定期的に開催され、どなたでも利用できます。

当日は、国会議員、京都府議会議員、８市町（八幡市、長岡京市、向日
市、大山崎町、久御山町、伏見区、枚方市、島本町）の議会議長・首長、
京都府副知事等が出席した。

オープニングプログラム

結 果

結 果
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結 果実施内容

【観点】破堤氾濫に備えた分かりやすい情報発信

【指標】まるごとまちごとハザードマップ設置箇所・設置数

平成29年6月に改定された「まるごとまちごとハザードマップ実施の手引
き」において、好事例として当該箇所が紹介されている。

実施方針

個々の住民が日頃より洪水に対する危険性を具体的に意識で
きるように洪水浸水想定区域図の想定浸水位や避難場所等を
市街地に掲示する「まるごとまちごとハザードマップ」を推進す
る。（整備計画記載箇所：p39）

全体像

洪水・災害時の人と川とのつながりの構築

「水防災意識社会再構築ビジョン」に基づき、避難誘導と危機
意識の醸成に資するため、今後も関係自治体と連携し、まるごと
まちごとハザードマップの設置を進める。

平成29年に洪水浸水想定区域を公表し、まるごとまちごとハ
ザードマップ設置の手引きが更新されたことを受け、既設看板を
順次更新する。

実施の手引き（抜粋）

阪急大山崎駅前の設置事例

阪急大山崎駅

大山崎町で設置した２箇所については、阪急の駅前、農協の店舗に設置
しており、日常の視界に入りやすく、認知度向上を図っている。

実施内容

桂川沿川において、平成26年度以降４箇所（大山崎町内）に設
置。

平成28年度末時点では、浸水想定区域表示看板25箇所（大阪
市、京都市等）、まるごとまちごとハザードマップ142箇所（宇治市70
箇所､木津川市27箇所、向日市9箇所、大山崎町4箇所、摂津市2箇
所等）となった。

結 果
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定期的に協議会を開催することにより、関係自治体との連携を強化して
いく。なお、必要に応じて、担当者会議を開催するなど、関係機関の担当
者レベルでコミュニケーションの場を設けることで、さらなる連携を図る。

【観点】関係機関との連携

【指標】協議会等との連携内容

京都府・大阪府それぞれ地域ごとに、毎年定期的に協議会を開催。

上下流の利害等の調整を円滑に進めるために、河川管理者（国・自治
体）同士が議論を深めていくとともに、淀川流域全体の市町村が一堂に会
し、水源地の保全や水害に強いまちづくりなど流域の市町村が一体となっ
て取り組むべき様々な課題について意見交換できる場を設置する。
（整備計画記載箇所：p40）

洪水・災害時の人と川とのつながりの構築

結 果

実施内容

全体像 実施内容

実施方針

○協議会を水防法改正に伴う法定協議会に移行

○淀川管内水害に強い地域づくり協議会の活動内容について
・平成28年度における協議会の活動内容を報告
・平成29年度における協議会の活動予定を確認
・各市町の取組事例を個別に発表

○水防災に関する情報共有
・取組みの強化･促進と予算制度等、緊急災害対策派遣隊(TEC-

FORCE)の活動、勉強会･研修会の実施手順などを情報共有

会議内容

京都府域 開催日時：平成２９年８月１０日（木）
開催場所：メルパルク京都
参加者数：２６機関から５０名が出席

大阪府域 開催日時：平成２９年８月２１日（月）
開催場所：國民會館
参加者数：２１機関から４０名が出席

大阪府域

京都府域

結 果
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２．「社会経済被害の最小化」
のための既存資源の最大活用

○ 平成27年9月関東・東北豪雨や、平成28年8月台風10号等では、逃げ遅れによる多数の死者や甚大な経済損失が発生。

○ 全国各地で豪雨が頻発・激甚化していることに対応するため、「施設整備により洪水の発生を防止するもの」から「施設では防ぎ
きれない大洪水は必ず発生するもの」へと意識を根本的に転換し、ハード・ソフト対策を一体として、社会全体でこれに備える水防
災意識社会の再構築への取組が必要。

⇒「逃げ遅れゼロ」、「社会経済被害の最小化」を実現し、同様の被害を二度と繰り返さない抜本的な対策が急務。

１．「逃げ遅れゼロ」実現のための多様な関係者の連携体制の構築

○ 洪水予報河川や水位周知河川に指定されてい
ない中小河川についても、過去の浸水実績等を市
町村長が把握したときは、これを水害リスク情報（※）
として住民へ周知する制度を創設。

※ 河川が氾濫した場合に浸水が予想されるエリア・水深等の危険情報

大規模氾濫減災協議会の創設

○ 国土交通大臣又は都道府県知事が指定する河川
において、流域自治体、河川管理者等からなる協議会
を組織。

○ 水害対応タイムラインに基づく取組等の協議結果を
構成員は各々の防災計画等へ位置づけ、確実に実
施。
市町村長による水害リスク情報の周知制度の創設

○ 水防管理者が指定する輪中堤等
の掘削、切土等の行為を制限。

浸水拡大を抑制する施設等の保全

○ 既存ストックを活用したダム再開発
事業や、災害復旧事業等のうち、都
道府県等の管理河川で施行が困難
な高度な技術力等を要するものにつ
いて、国・水資源機構による工事の代
行制度を創設。

国等の技術力を活用した中小河川の
治水安全度の向上 予算制度関係▼協議会のイメージ

「水害対応タイムライン」（※）等を協議会で作成・点検。

※水害からの的確な避難や被害拡大
防止のため関係者の役割・連絡体制
を時系列で整理した行動計画。

背景・必要性

法案の概要

【目標・効果】
洪水時の逃げ遅れによる人的被害ゼロを実現
（ＫＰＩ） 要配慮者利用施設における避難確保計画の作成・避難訓練の実施率

大規模氾濫減災協議会の設置率

716/31,208 施設（約2％）（2016年3月）うち近畿では55/6,501施設
⇒関係機関と連携し、2021年までに100％を実現

356/365 協議会※（約98％）（2017年7月現在） 近畿では47/50協議会（2017年9月現在）
⇒都道府県に働きかけ、2021年までに100％を実現

※ 現行協議会は法施行後に
法定協議会へ改組予定

※ 法定協議会の母数は見込み

○ 洪水や土砂災害のリスクが高い区域に存する要配慮者利用施
設について、避難確保計画作成及び避難訓練の実施を義務化
（現行は努力義務）し、地域社会と連携しつつ確実な避難を実現。

災害弱者の避難について地域全体での支援

平成28年台風10号により、岩手県の要配慮者
利用施設では利用者9名の全員が死亡。

○ 水防活動を行う民間事業者へ緊
急通行等の権限を付与。

民間を活用した水防活動の円滑化

洪水・災害時の人と川とのつながりの構築

22



【観点】上下流交流の促進

【指標】水源地域ビジョンに基づく活動内容

上下流の交流・連携を一層進め、相互の理解を深めることで、下流域
は上流域に感謝し、上流域は下流域のことを気遣うような関係を構築し
ていく。また、「ダム水源地ネットワーク」として、ダム水源地の役割や重
要性の理解を得るための情報発信を今後とも継続する。
（整備計画記載箇所：p40）

上下流交流については、関係機関と連携しダム施設見学会、ダム湖周
辺における水源地域の植林活動、水質保全対策の実施や不法投棄対策
の実施など水源地域ビジョンの取り組みを継続的に推進する。

上下流の連携の構築

乙訓浄水場見学状況

結 果実施内容

全体像 実施内容

実施方針

平成２８年度は地域のイベントに４回参加し、日吉ダムの役割について
情報発信を行った。

日吉ダムのインフォギャラリーには、平成２８年度に１７,８０１名が訪れ
て、ダムの歴史や機能について説明を行った。

○見学者のコメント
「何気なく飲んでいる水が、どんな経路で自分たちの所に届くのか良

く分かりました」
「放水時に放水温度も考えて放水されていると聞き気配りにびっくりし

ました
「もっとたくさんの方に見せたく思いました」

ダム下流地域で開催される「向日市まつり」には、パネル展示と流木・
刈草を用いて製造した堆肥の配布を行い、日吉ダムの役割や洪水時の
活躍等についてＰＲした。

（パネル展示） （堆肥配布）

日吉ダム見学状況(H28.5.21)

平成28年5月21日(土)には、向日市・長岡京市・大山崎町の方々を対象
として、水源施設である日吉ダムと乙訓浄水場の施設見学会「水の恵み
見学ツアー」を開催しており、35名が参加された。

結 果

23
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No. 点検項目 観点 指標
平成26～28年度

進捗
説明資料項

1

多様な生態系を有する淀川
水系の再生と次世代への継
承

琵琶湖・淀川水系の生態系の固有性および多様性の
価値に関する保全

イタセンパラを目標種とした淀川中下流域での環境再生の実施内容・個体数〔下流域（湛水区
間）、下流域（流水区間）〕

該当なし

2
ナカセコカワニナの生息・繁殖環境として望ましい河川環境の再生方策の検討内容〔中流域宇
治川〕

該当なし

3
オオサンショウウオの生息・繁殖に適した河川環境の再生・創出方策の検討内容〔上流域（盆
地～源流部）木津川〕

該当なし

4
アユモドキの生息環境として望ましい河川環境の再生方策の検討内容・確認箇所数〔中流域
宇治川〕

該当なし

5 生態系・生物群集多様性の維持・回復に向けた取組 関係機関が連携した取り組み内容 該当なし

6 外来種対策の実施 外来種の現状把握と対策内容 進捗なし

7

良好な景観の保全・創出の取り組み

瀬田川の水辺のあり方に関する取り組み内容〔上流域（山間部）宇治川～瀬田川、上流域（湛
水区間）瀬田川（野洲川含む）

該当なし

8
河川景観を損ねている不法工作物等の計画的な是正やゴミの不法投棄の防止内容・対策箇
所数

進捗あり ２６

9
ダム貯水池の斜面裸地対策、ダム周辺における構造物等の景観対策の実施内容・対策箇所
数〔上流域（山間部）宇治川～瀬田川〕

該当なし

10

河川の連続性の確保

河岸-陸域の連続性の確保

ワンドやたまりの保全・再生内容・整備箇所数〔下流域（湛水区間）〕 該当なし

11 ヨシ原の保全・再生内容・面積〔下流域（感潮区間）、下流域（流水区間）、中流域宇治川〕 該当なし

12
内湾-汽水域-河川、琵琶湖-内湖・流入河川の連続性
の確保

既設の堰・落差工の改良内容 進捗あり ２７

13

川本来のダイナミズムの再生

水位変動リズム回復のための流況・位況（流量・水位の
変動様式）の改善

淀川大堰による水位操作の改善内容〔下流域（湛水区間）〕 該当なし

14 瀬田川洗堰による水位操作の改善内容〔上流域（湛水区間）瀬田川（野洲川含む）〕 該当なし

15 琵琶湖における水位低下緩和方策の検討内容〔上流域（湛水区間）瀬田川（野洲川含む）〕 該当なし

16 流況の平滑化に対する河川環境の改善
既設ダムにおける弾力的運用等の検討内容・魚類確認数〔上流域（山間部）木津川、上流域
（山間部）名張川・宇陀川・青蓮寺川・猪名川〕

該当なし

17
河川環境上必要な流量を確保するための流況・位況
（流量・水位の変動様式）の改善

流水の正常な機能を維持するため必要な流量の確保内容・正常流量確保日数 該当なし

（２）河川環境（桂川）
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No. 点検項目 観点 指標
平成26～28年度

進捗
説明資料項

18

流域の視点に立った水循環・
物質循環系の構築

流域視点による水質対策の実現や流域的な現状把握
状況

水質総量規制の実施体制の検討、新たな水質浄化の取り組み内容 進捗なし

19 南湖の再生プロジェクト取り組み内容〔上流域（湛水区間）瀬田川（野洲川含む）〕 該当なし

20 水質総量規制の実施体制の検討、新たな水質浄化の取り組み内容 進捗なし

21

水質負荷と環境影響についての流域的な現状把握

琵琶湖の水質保全対策の取り組み内容・効果〔上流域（湛水区間）瀬田川（野洲川含む）〕 該当なし

22 河川の水質保全対策の取り組み内容 進捗あり ２８

23 ダム貯水池の水質保全対策の取り組み内容・対策実施数 進捗あり ２９

24

流域の土砂生産・移動・堆積の実態把握

河床変動等の土砂動態のモニタリング、総合土砂管理方策の検討内容（既存ダム、ダム下流） 進捗なし

25 土砂を下流へ流すことができる砂防えん堤の設置内容・設置数（砂防施設） 該当なし

26

流域管理に向けた継続的な
施策展開

モニタリングの実施 河川環境のモニタリングの実施内容 進捗あり ３０

27 生物の生息・生育・繁殖環境に配慮した工事の施工 生物の生息・生育・繁殖環境に配慮した工事の施工の実施内容・箇所 進捗あり ３１

28 関係機関との連携による河川環境や景観の保全・再生 関係機関との連携による河川環境や景観の保全・再生の実施内容 進捗あり ３２

29 河川管理者以外の者が管理する施設に対する働きかけ 河川管理者以外の者が管理する施設に対する働きかけの実施内容 進捗あり ３３

30 河川環境の保全と再生のための人材育成 河川環境の保全と再生のための人材育成の実施内容 進捗あり ３４

31 流域管理に向けた環境情報に関する調査研究の実施 流域管理に向けた環境情報に関する調査研究の推進の実施内容 該当なし

（２）河川環境（桂川）
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【観点】良好な景観の保全・創出の取り組み

【指標】河川景観を損ねている不法工作物等の計画的な是正やゴミの不法投棄の防止内容・対策箇所数

河川景観を損ねている不法工作の計画的な是正やゴミの不法投棄の
防止に努める。（整備計画記載箇所：p44）

不法耕作に対し是正看板設置や現地指導を行い、警告看板を設置した
後に現地の整地を実施している。
河川区域内へのゴミ投棄対策として、ＢＢＱ有料化の社会実験に取り組
む。

桂川においては、2地区の約6,000㎡の不法耕作を是正した。平成26～
27年度の不法耕作面積は約4.0万㎡であったが、平成28年度において
約3.4万㎡となり、減少傾向となっている。

多様な生態系を有する淀川水系の再生と次世代への継承

不法耕作の是正状況

実施内容

全体像 実施内容

実施方針

平成２５年１月

桂川松尾橋周辺においてはバーベキュー利用者が多く、大量のゴミ放
置される事態となっており、この問題に取り組んでいくための一方策とし
て、バーベキュー有料化により利用者から頂く料金をもって周辺環境の
改善を試みるための社会実験を実施した。

松尾橋

桂川

阪急嵐山線
松尾大社駅

受付所
受付・ＷＣ１０基・
ゴミ集積場

ＢＢＱ利用区域

受付

ＢＢＱ利用
区域

平成２９年３月

平成２５年１月 平成２９年３月
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【観点】内湾-汽水域-河川、琵琶湖-内湖・流入河川の連続性の確保

【指標】既設の堰・落差工の改良内容

魚類等の遡上・降下が容易にできるよう、既設の河川横断工作
物（堰・落差工）について、効用や効果、その影響を点検し、撤去や
魚道の設置・改善など改良方策を検討する。大阪湾から桂川嵐山
地区まで、支川芥川の淀川本川合流点から塚脇橋地点までの区
間においては、関係機関と連携・調整して概ね10年間で必要な対
策を実施する。（整備計画記載箇所：p46）

河川の連続性の確保

結 果

実施内容全体像

実施方針

桂川3号井堰では、魚道が設置されているが、水叩き部にアユが
迷入する状態となっていた。

魚道入口以外に
強い流れの場所がある

流れの方向

遡上ルート
右岸魚道（改良）

水叩きに
アユが蝟集

多くのアユが魚道側面から魚道内に
進入できるようになり、魚道を遡上する
ようになった。
3号井堰右岸魚道において、もんどり
による捕獲調査を実施した結果、改良
前に比べてアユ遡上数が大幅に増加
している。

魚道簡易改良前

水叩き 水叩き

アユ アユ

平成２６年２月
実施内容

河川管理施設である井堰のうち、魚道の改良が必要な3号井
堰、5号井堰については、計画的に魚道の改良を行う。

水叩き部に迷入するアユを遡上させるために、魚道側面からの遡上ルー
トを確保するため、平成28年度に、右岸階段式魚道を改良した。

堰板設置

魚道簡易改良後平成２８年３月

アユ

アユ

アユ

（撤去済み）

（撤去予定）

（撤去予定）

（魚道有り）

（魚道有り）

（魚道有り）

（魚道有り）

（魚道有り）
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【観点】水質負荷と環境影響についての流域的な現状把握

【指標】河川の水質保全対策の取り組み内容

河川の水質調査及び自治体と連携した地下水水質調査を継続実施す
る他、河川水質のみならず、沿岸海岸の水質をも視野に入れた総負荷量
削減のため関係機関や住民との連携を図る。（整備計画掲載箇所：p53）

【河川水質の監視・測定】
桂川では３地点で水質調査を実施した。
また、水質汚濁防止法の規定に基づいた各府県の水質測定計画及

び水文観測業務計画により、府県内の公共用水域の水質を環境基準に
照らし合わせて監視した。

桂川のBOD年平均値は、近年、2.0mg/l未満である。また、重金属、ダ
イオキシン類等の有害物質調査でも、基準値未満を維持しており、環境
ホルモン等についても異常値は観測されていない。

流域の視点に立った水循環・物質循環系の構築

結 果

実施内容全体像

実施方針

実施内容

（渡月橋） （西大橋）

淀川河川事務所 集中管理センター

即時的な水質監視体制として、
淀川河川事務所内の集中管理セ
ンターにて、24時間監視を実施し
ている。

【水質監視体制】

平常時における河川の水質調査を実施する。
汚濁負荷の削減を目指し、油やその他の化学物質の流出事故などを早
期に発見するため、即時的な水質監視体制を確立する。

底質モニタリング調査状況（H28年8月）



流域の視点に立った水循環・物質循環系の構築
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【観点】水質負荷と環境影響についての流域的な現状把握

【指標】ダム貯水池の水質保全対策の取り組み内容・対策実施数

全体像

ダム貯水池の水質保全対策については、汚濁メカニズムの調査検討を
ふまえ、各種の対策を継続的に実施する。
ダム貯水池でのアオコ・淡水赤潮による水質障害や、放流水温・水質に
起因すると考えられる生物の生息・生育・繁殖環境への影響を軽減するた
め、曝気設備の新増設や選択取水設備等による水質保全対策を実施す
る。なお、曝気設備などの水質保全設備が導入されているダムにおいて
は、その効果を調査しながら、より効果的な運用改善を図る。
（整備計画掲載箇所：p53）

実施方針

日吉ダムでは、日吉ダム冷濁水対策マニュアルに基づき、既存水質
保全設備を活用し、水質保全対策を実施する。

実施内容

日吉ダムでは、水質保全設備（選択取水設備、浅層曝気設備１基、水
没式複合型深層曝気設備２基）を活用し、水質保全対策を実施している。
濁水が発生した場合には、随時、管理所ホームページに情報を掲載し
ている。

○選択取水設備を活用した水質保全対策

○深層曝気設備活用した水質保全対策

結 果

ダム流入河川とダム
下流河川の水質に大
きな差は生じていな
い。
また、濁水放流につ
いては、日吉ダム冷濁
水対策マニュアルに基
づく対応により、長期
濁水は軽減されてい
る。

実施内容

深層曝気設備を、既存の浅層曝気設備と併せて運用することで、貯水
位低下時の冷水放流の影響を緩和を図っている。

深層曝気

0
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30

H10H11H12H13H14H15H16H17H18H19H20H21H22H23H24H25H26H27H28

（℃） 水温 流入河川
下流河川

長期濁水放流時における放流水濁度の低下傾向の比較

※代表例（同じ時期に発生した出水を比較）
※経過日数のダム流入量が最大に達した日からの日数
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河川整備にあたって、事業実施前後にモニタリングを実施し、生物の
生息・生育・繁殖環境に関する評価を行い、数多くの知見を集積してより
良い河川環境の創出につなげる。

河川環境の保全と再生を図る取り組みや治水、利水のために行う河
川整備について、河川環境の変化をできるだけ客観的に評価できるよう
に努め、事業実施前後にモニタリングを実施するとともに、必要に応じ専
門家の指導助言を得て、生物の生息・生育・繁殖環境に関する予測・評
価を行い、工事の実施内容等を検討する。
また、モニタリングにあたっては、河川整備の内容の見直し、改善、及

び新たな箇所の整備実施のための基礎資料とするため、5年、10年と
いった年限を区切って適宜・適切に河川と流域の状況を把握し、データの
集積、整理・統合化を行い、実施箇所とその周辺環境の変化についての
原因や現象を分析する。
なお、調査にあたっては、住民・住民団体(NPO等)と協働した調査を実

施するとともに、調査の実施方法、分析・評価結果を公表する。
（整備計画掲載箇所：p56）

桂川の緊急治水対策事業の実施にあたり、淀川環境委員会におい
て指導助言を受けながら事業を実施している。
平成28年度は6号井堰の撤去を行った。淀川環境委員会の委員によ

る現地指導に基づく事前調査を行った。

事業実施前

事業実施

事業実施後

モニタリング

モニタリング

河川管理者

環境情報図等による
情報収集

淀川環境
委員会

モニタリング
方法の
確認依頼

指導助言提案

データの集積、効果の分析、整理・統合化他事業への反映

流域管理に向けた継続的な施策展開

【観点】モニタリングの実施

【指標】河川環境のモニタリングの実施内容

結 果実施内容全体像

実施方針

そのため、6号井堰撤去後も同
様の水生生物にとって好適な環
境が維持できるようにとの指導を
受け、井堰撤去後の平水位と同
じ高さに根固めブロックを再設置
し、撤去前と同様の環境を創出す
るよう努めた。

確認された魚種 ○：重要種

６号井堰撤去前に実施したホットスポット調査により17種の魚類が確
認され、そのうち重要種は4種であり魚類の生息場として重要な環境で
あることが確認された。

環境委員による現地指導状況（H28.4）

6号井堰

←桂川

オイカワ、ギンブナ、○ミナミメダ
カ、カワムツ、タカハヤ、○カジカ
属、カマツカ、イトモロコ、ドンコ、
ウグイ、○ﾁｭｳｶﾞﾀｽｼﾞｼﾏﾄﾞｼﾞｮｳ、
カワヨシノボリ、ムツギク、ギギ、
ヌマチチブ、ニゴイ属、○アカザ
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【観点】生物の生息・生育・繁殖環境に配慮した工事の施工

【指標】生物の生息・生育・繁殖環境に配慮した工事の施工の実施内容・箇所数

河川環境の保全と再生、治水や利水のために行う河川工事の施工を
行うにあたっては、個々の地区ごとに生物の生息・生育・繁殖環境を十分
考慮して工事の実施時期や範囲を検討するとともに、従来の工法につい
て検証を行う。
特に、長期間にわたる水際部の大規模な工事を実施する場合は、形状

変更による環境への影響が大きいことが考えられるため、事業の実施前
に専門家の指導や助言を得て、急速に実施するのではなく工事による河
道への影響を把握しながら順応的に進める。
（整備計画掲載箇所：P56）

生物の生息・生育・繁殖環境に関する影響予測・評価を行い、工事の
実施内容等を検討する。
全ての工事において、以下を考慮して実施する。

・工事概要

・スケジュール

・環境情報図

工事の
実施内容等
を検討

現地
立会

【河川管理者】 【淀川環境委員会】

指導
助言

確認
依頼

流域管理に向けた継続的な施策展開

結 果実施内容全体像

実施方針

淀川環境委員会の指導・助言を得ながら生物の生息・生育・繁殖環境
に配慮し適切に工事を施工した。

魚類等保護の実施状況（１２月２日） 保護した水生生物（カジカ、アカ
ザ、ヨシノボリ、トンボの幼虫）

○仮締切り時の魚類・底生動物保護の実施
嵐山地区では６号井堰撤去の仮締切り後、生物調査を行い、逃げ
遅れた水生生物を捕獲 して生息環境に即した場所に放流し生態系
の保全に努めた。

6号井堰

仮締め切り

○掘削工事における環境配慮
掘削工事において、平坦に
せず起伏のある地形に施工し、
平水位以下に掘削した箇所に
ワンド・たまり環境が再生さ
れ、緩流域の魚類や孔稚 魚
の生息場となりうる水域が形
成されるように配慮して掘削
部の処理を行った。
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【観点】関係機関との連携による河川環境や景観の保全・再生

【指標】関係機関との連携による河川環境や景観の保全・再生の実施内容

取り組みにあたっては、住民・住民団体(NPO等)との連携や、関連する
行政機関などの関係機関と情報や問題意識を共有しながら日常的な信頼
関係を築き、計画の検討段階から積極的に連携協働した取り組みを実施
する。

河川環境や景観の保全・再生にあたっては、地域が持つ多様な地理
的・自然的特性や風土、長い間培われてきた歴史的な経緯や文化的な
特性などに応じた方法で、それぞれの場所に相応しい取り組みを行う。ま
た、外来種対策や水質保全対策などは、流域全体の視点に立ち、あらゆ
る関係者が、連携協働して取り組んでいく。（整備計画掲載箇所：p57）

流域管理に向けた継続的な施策展開

実施内容全体像

実施方針

実施内容

嵐山地元検討会（平成２８年６月２４日）
嵐山地元検討会 現地確認(平成29年7月26日）

【嵐山地区河川整備にかかる検討体制】

桂川嵐山地区河川整備地元検討会
（地元主体で議論する場）

桂川嵐山地区河川整備地元連絡会
（地元代表者で構成）

桂川嵐山地区河川整備検討委員会
（行政・学識者で構成）

地元意見とりまとめ

地元主体で議論

方針の決定、詳細な検討着手

行政三者会

・国

・京都府

・京都市

検討内容の
説明、報告

意見、提言

嵐山地区の河川整備について検討会を開催し、地元住民の方々に
浸水リスクに対する治水対策と景観保全について説明した。

地元住民からは、景観への影響がどの程度か確認したいとの要望が
あり、現地に模型を設置し、確認した。
地元の合意形成に向けて、引き続き委員会で議論を行う。



【観点】河川管理者以外の者が管理する施設に対する働きかけ

【指標】河川管理者以外の者が管理する施設に対する働きかけの実施内容
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平成28年度は、桂川で「嵐山児童公園（嵯峨伊勢ノ上町自治会）、久世
川原公園（京都市）、嵐山公園臨川寺地区（京都府）、桂川運動公園（京
都府）、久世橋西詰公園（京都市）、久世橋東詰公園（京都市）」を審議対
象とし、河川保全利用委員会を開催した。

嵐山公園臨川寺地区（京都府） 久世橋西詰公園(京都市)

河川管理者以外の者が管理している施設についても、河川管理施設と
同様、河川環境の改善の観点から、施設管理者に対して施設の改善等
について指導・助言等を行う。また、住民・住民団体（NPO等）と連携し、
情報共有の場を設け、施設管理者に協力を依頼する。
（整備計画掲載箇所：p57）

本来河川敷以外で利用する施設については、地域と川との関わりをふ
まえながら縮小していくことを基本とし、個々の案件毎に、学識経験者、
自治体等関係機関、利用者、地域住民の意見を聴きながら判断するもの
とし、今後も引き続き、河川利用保全委員会の指導・助言を頂きながら、
適正な河川敷利用の推進を図る。

河川保全利用委員会 開催状況

流域管理に向けた継続的な施策展開

3

5
6

0

2

4

6

8

Ｈ２６ Ｈ２７ Ｈ２８

審議案件数

結 果

実施内容全体像

実施方針

実施内容

平成28年は久世橋東詰公園で不使用状態の池を撤去した。

Ｈ２８河川保全利用委員会審議箇所

結 果

池の撤去状況
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【観点】河川環境の保全と再生のための人材育成

【指標】河川環境の保全と再生のための人材育成の実施内容

河川環境の保全と再生を適切に進めていくため、生物や生物の生息・
繁殖環境等に関する専門知識の習得に向け、職員研修の充実等を図る。
（整備計画掲載箇所：p56）

河川環境の保全と再生のため、技術力の保持・伝承・向上を図る取り
組みとして、河川レンジャーと連携した現場実習や、多自然川づくり近畿
ブロック担当者会議などに参加し、人材育成に努めていく。

流域管理に向けた継続的な施策展開

「多自然川づくり近畿ブロック担当者会議」は、整備局・地方公共団体等
の職員および民間技術者の技術力向上を目的として毎年開催しており、
若手職員が事例発表を行い技術研鑽を図った。

淀川管内では、井堰などの横断施設について、稚アユの遡上期に配慮し
た施設操作の工夫や井堰の“小技”による改修内容について発表した。

【会議概要】
日 時：平成２８年１１月２日（水）
場 所：大阪合同庁舎第１号館
主 催：近畿地方整備局
参加者：６３名

（審査員３名、国２４名、
府県・市２２名、民間１４名）

実施内容全体像

実施方針

実施内容

右岸魚道（改良）

左岸魚道

①誘導壁の設置

②隔壁の増設

③天端部の嵩上げ

桂川

河川レンジャーと連携して河川護岸等に用いられてきた伝統的河川工
法である竹蛇籠の制作・設置演習を実施した。

設置状況

制作状況

延べ１６６人が参加して、河川敷の
マダケを使い、直径４５ｃｍ、長さ約１
０ｍの竹蛇籠を１３本制作し、木津川
の河床に配置した。

開催状況

結 果

結 果



No. 点検項目 観点 指標
平成26～28年度

進捗
説明資料項

1

危機管理体制の構築

破堤氾濫に備えた被害の軽減対策，避難体制の確立

防災意識の啓発内容 進捗あり ３７

2 自治体、水防団、マスメディア等との情報共有化のための情報伝達体制 進捗あり ３８

3 ハザードマップの作成内容・フォローアップ 完了

4 マイ防災マップの作成状況 進捗あり ３９

5 地下空間の浸水被害への対応状況 進捗なし

6 水防活動、水防訓練への支援内容及び水防技術の継承 進捗なし

7 水防拠点整備の内容・箇所数 進捗なし

8 公共施設の耐水化等の支援内容 進捗なし

9 水害に強い地域づくりに向けた取組内容 進捗あり ３７

10
河川に集中させてきた洪水エネルギーの抑制/分散対
策の実施

流域全体の総合的な治水の取組内容 該当なし

11

堤防強化の実施 堤防の強化対策の実施

HWL以下、浸透、侵食対策実施内容・延長 進捗あり ４０～４３

12 堤防天端以下、侵食対策実施内容・延長 進捗あり ４０～４３

13 堤防天端舗装実施内容・延長 進捗あり ４０～４３

14
川の中で洪水を安全に流下
させるための対策

上下流バランスの確保 上下流バランスにおける調整内容 進捗あり ４４

15
河道流下能力の増大、洪水調節の効果的な実施による
洪水位の低減

整備による効果 進捗あり ４５

16
高規格堤防（スーパー堤防）
の整備

ハードによる超過洪水対策の実施 高規格堤防の整備内容・延長 該当なし

17 土砂対策 土砂移動の制御の実施 土砂移動抑制策（砂防堰堤、山腹工）の実施内容・箇所数 該当なし

18 既設ダム等の運用検討 洪水調節の効果的な実施による洪水位の低減状況 既存ダムの効果内容・洪水位低下量 進捗あり ４６

（３）治水・防災（桂川）
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No. 点検項目 観点 指標
平成26～28年度

進捗
説明資料項

19

高潮対策 高潮被害軽減策の実施

橋梁の嵩上げ内容・箇所数 該当なし

20 陸閘の確実な操作のための取組 該当なし

21

地震・津波対策

地震対策事業の実施

河川管理施設の耐震対策実施内容・箇所数 進捗あり ４７

22 緊急用河川敷道路の整備内容・延長 完了

23

津波対策事業の実施

津波ハザードマップ作成支援内容・作成市町村数 該当なし

24 津波情報提供設備の設置内容・設置数 完了

25 陸閘の確実な操作のための取組 該当なし

（３）治水・防災（桂川）
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【観点】破堤氾濫に備えた被害の軽減対策，避難体制の整備状況

【指標】防災意識の啓発内容、水害に強い地域づくりに向けた取組内容

住民一人一人が災害への備えを行うことが被害の回避・軽減のために
は必要である。そのためには、日頃より住民の防災意識を高め、いざと
いう時に的確な行動がとれるよう防災意識を高める啓発活動や防災教
育を積極的に実施する。特に他地域からの転入者や水害の経験が無い
住民、子どもたち等に当該地域における水害の特性や避難方法、避難
場所等の知識を提供することによって、防災意識を高め、自己防衛のた
めの知恵と工夫を養うことが大切である。
（整備計画記載箇所：p60）

淀川水防連絡会や水害に強い地域づくり協議会において、水防災意
識社会再構築ビジョンに基づく減災目標を共有し、ソフト対策を推進する。

危機管理体制の構築

実施内容

全体像 実施内容

実施方針

【淀川水防連絡会】
出水期を前に、円滑な水防活動のため「淀川水防連絡会」を開催し、河
川管理者や関係機関と水防上の調整や、現場での共同点検を実施した。

日時 平成２９年６月８日
場所 八幡文化センター
参加 １７機関約１５０名

現場合同点検 「水防専門家松永正光～水防
にかける思い～」ビデオ映像

改正水防法に基づき、想定最大規模の洪水浸水想定区域を公表した。

結 果

結 果

淀川洪水浸水想定区域
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危機管理体制の構築

【観点】破堤氾濫に備えた被害の軽減対策，避難体制の整備状況

【指標】自治体、水防団、マスメディア等との情報共有化のための情報伝達体制

実施内容

全体像 実施内容

実施方針

【プッシュ型による情報発信】

避難行動のための情報発信等の充実を目的として、洪水時に住民の
主体的な避難を促進するため、淀川河川事務所管内では自治体や携
帯事業者との調整等が整った２９市町村において、平成29年6月から
配信を開始。配信対象は、今後も順次拡大していきます。

人命被害を防ぐための必要な情報提供や体制の整備、施設の整備につ
いても自治体と協力しながら実施する。（整備計画記載箇所：p60）

【タイムラインの策定】

”タイムライン”は、「いつ」、「誰が」、「何をするのか」を、あらかじめ時

系列で整理した防災行動計画であり、国、地方公共団体、企業、住民等
が連携してタイムラインを策定することにより、災害時に連携した対応を
行うことができる。淀川河川事務所においては、平成２８年度に桂川沿川
の４市町で簡易版タイムラインを策定した。

【情報伝達演習を実施】

国、自治体、企業、住民等が、災害時に連携した対応を行うことができ
るようタイムラインを策定し、避難が必要となった場合には、プッシュ型に
よる避難情報を発信する。また、情報伝達の迅速化のために年に１度演
習を実施する。

水災害時における淀川河川事務所と関係自治体との連携体制と災害
対応の強化を図り、危機管理の行動計画の改善を行うもの。

結 果

結 果
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住民自ら地形特性や治水特性を調べ、地域の現状を知り、被
害の軽減対策、避難体制や具体的な防災行動を確認していただ
くため、淀川水害に強い地域づくり協議会でマイ防災マップの作
成を支援し、多くの自治会等で作成して頂くことを目指す。

危機管理体制の構築

実施内容

実施方針

【観点】破堤氾濫に備えた被害の軽減対策，避難体制の整備状況

【指標】マイ防災マップの作成状況

全体像

大洪水により甚大な被害が発生した場合においても。人的被害
の回避・軽減を図るとともに、社会・経済活動への影響を小さくする
ため、防災関係機関・企業・住民等の各種体が共通の被害想定シ
ナリオに沿って具体的な行動計画を定める。
（整備計画記載箇所：p60）

平成24年度以降、淀川管内では20地区（桂川では3地区）にお
ける作成を支援。
平成27年には、平成25年台風18号により浸水した京都市伏見
区羽束師地区（桂川右岸）において、河川レンジャーのコーディ
ネートにより防災を考える学習会を開催。

防災を考える勉強会 羽束師地区におけるマイ防災マップ（京都市作成）

実施内容

まち歩きを実施し、地域住民の浸水
体験を活かした実践的なマイ防災マッ
プを作製。
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【観点】堤防の強化対策の実施

【指標】HWL以下、浸透、侵食対策実施内容・延長、堤防天端以下、侵食対策実施内容・延長、堤防天端舗装実施内容・延長

堤防は計画高水位以下の水位の流水の通常の作用に対して安全な構
造としなければならない。しかし、これまでに整備されてきた堤防は、材料
として品質管理が十分になされているとは限らない土砂を用いて、逐次築
造されてきた歴史上の産物であること等から、計画高水位に達しない洪水
であっても、浸透や侵食により決壊するおそれがある箇所が多く存在す
る。このため、これまでに実施した堤防の詳細点検の結果や背後地の状
況等をふまえ、堤防強化を本計画期間中に完成させ、計画高水位以下の
流水の通常の作用に対して安全な構造とする。
(整備計画記載箇所：p64)

堤防強化の実施

結 果実施内容全体像

実施方針

桂川 堤防詳細点検及び対策位置図

水防災意識社会・再構築ビジョンの危機
管理型ハード対策として、桂川では延長
3.6kmの裏法尻の補強を平成28年から5年
間で対策を実施していく

堤防強化対策について、桂川では浸透対象延長1.6kmの整備がH23年
に完了。
これまでのところ浸透や漏水等のよる堤防の欠損等は発生していない。

凡例
侵食に対して安全度が低い箇所
浸透に対して安全度が低い箇所
対策済み箇所

1.6km 

0%
20%
40%
60%
80%

100%

桂川

延
長
比
率

HWL以下、浸透対策実施状況
（1.6km）

 

ドレーン工
天端までの護岸

断面拡大（難透水性材料）

天端舗装

植生工

植生工

侵食防止工

計画高水位

既設護岸※

※密着性に問題がある場合は撤去

ドレーン工
天端までの護岸

断面拡大（難透水性材料）

天端舗装

植生工

植生工

侵食防止工

計画高水位

既設護岸※

※密着性に問題がある場合は撤去

0.1km 

4.8km 

0%
20%
40%
60%
80%

100%

桂川

延
長
比
率

HWL以下、侵食対策実施状況
（4.9km）

堤防強化対策工法の例

凡例 整備済 未整備

ＨＷＬ以下の浸透対策は完了しており、平成24年9月に公表した堤防の
緊急点検結果を踏まえ、整備計画の区間外も計画的に堤防強化を実施
する。また、今後は侵食対策についても実施していく。

【水防災意識社会・再構築ビジョンの対応状況】

5.5km
0km

26.1km

0

10

20

30

延
長
（

km
）

堤防天端以下、侵食対策実施状況

桂川

31.6km

0km 0km
0

10

20

30

40

延
長
（

km
）

堤防天端舗装実施状況

桂川

凡例 ～H27 H29以降H28

3.6

0

1

2

3

4

桂川

延
長
（

km
）

危機管理型ハード対策実施状況

凡例 整備済 未整備
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堤防強化の実施

実施方針

京都府

京都市

桂川

宇治川

L=1.8km

L=1.8km

凡例 天端の保護
裏法尻の補強

※具体の実施箇所等については、今後の調査検討や、洪水被害の発生状況等によって変わる場合があります。
※危機管理型ハード対策と併せて、住民が自らリスクを察知し、自主的に避難できるようなソフト対策を実施予定です。
※表示されている各対策の延長計については、四捨五入の関係で概要図と合致しない場合があります。
※今後概ね５年間で対策を実施する区間を記載しています。

氾濫リスクが高いにも関わらず、当面の間、上下流バランス等の観点から堤防整備に至らない区間などについて、決壊までの時間を
少しでも引き延ばすよう、堤防構造を工夫する対策を平成３２年度を目処に実施する。

平成２７年９月の関東・東北豪雨では、鬼怒川において、越水や堤防決壊等により浸水戸数約1万棟、孤立救助者数は約4千人等、甚大
な被害が発生しました。今後、気候変動の影響により、このような施設の能力を上回る洪水の発生頻度が高まることが懸念されます。

こうした背景から従来の「洪水氾濫を未然に防ぐ対策」に加えて、氾濫が発生した場合にも被害を軽減する「危機管理型のハード対策」を
推進しています。

裏法尻補強のイメージ図

天端の保護 裏法尻の補強

実施区間延長 3.6km 完了 3.6km
進捗状況 0.0km 完了 0.0km

桂川
内訳

川側
まち側
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•堤防強化の実施

0

5

10

15

京都市

京都府
向日市

桂川 堤防詳細点検及び対策位置図（浸透対策）
＜H28年度末時点＞

堤防強化の実施
【観点】堤防の強化対策の実施状況
「指標」HWL以下、浸透対策実施内容・延長

京都府

桂川

凡例
平成２５年度まで
平成２６～２８年度
平成２９年度以降

桂川

左岸 右岸 左岸 右岸 左岸 右岸

0.8 0.8 0.8 0.8 0 0

対策済延長（ｋｍ）
堤防強化が

必要な区間（ｋｍ）
未対策区間（ｋｍ）
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•堤防強化の実施

0

5

10

15

京都市

久御山町

長岡京市

京都府
向日市

大山崎町

桂川 堤防詳細点検及び対策位置図（侵食対策）
＜H28年度末時点＞

堤防強化の実施
【観点】堤防の強化対策の実施状況
「指標」HWL以下、侵食対策実施内容・延長

京都府

桂川

凡例
平成２５年度まで
平成２６～２８年度
平成２９年度以降

桂川

左岸 右岸 左岸 右岸 左岸 右岸

1.7 3.2 0.05 0.05 1.65 3.15

対策済延長（ｋｍ）
堤防強化が

必要な区間（ｋｍ）
未対策区間（ｋｍ）
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狭窄部及びその上流で必要な河道整備等を行う場合、整備目標とする
洪水が生起した際の狭窄部への流入量が、河川改修や洪水調節施設の
整備をおこなっていない自然状態注）のときの流入量を上回らないよう、上
流で可能なかぎり洪水調整施設を整備し、下流への流量増を抑制する。
注）自然状態とは、現在の河道整備状況でダム・遊水池等の洪水調節施設が整備されていない
状態。

これが困難な場合は、上流で可能な限り洪水調節施設を整備すること
により流量増を抑制することと併せて下流の流下能力の向上等を図り、
計画規模以下の洪水が狭窄部開削前よりも安全に流下出来る範囲で狭
窄部の開削を実施する。（整備計画記載箇所：p72）

川の中で洪水を安全に流下させるための対策

実施内容全体像

実施方針

【観点】上下流バランスの確保、河道流下能力の増大、洪水調節の効果的な実施による洪水位の低減

【指標】上下流バランスにおける調整内容

桂川の改修ステップ

京都府による亀岡市域の改修と、直轄による桂川、淀川本川のいず
れについても、下流区間における現況の治水安全度を確保しつつ整備
を行い、治水安全度を段階的に向上させる。

実施内容

桂川では、京都府管理区間と直轄管理区間のバランスをとりながら改
修を実施。
まず、直轄区間で平成２５年台風１８号洪水を堤防天端から越水させ
ないよう整備（STEP1）。
次に、直轄区間で平成１６年洪水を計画高水位以下で安全に流下さ
せるよう整備し、亀岡地区で上下流バランスを確保しながら霞堤をかさ
上げ（STEP2） 。
その後、戦後最大規模洪水（昭和２８年台風１３号）を計画高水位以
下で安全に流下させるよう整備（STEP3）。

亀岡

上下流バランスを確保しながら霞堤
を嵩上げ

霞堤をHWLまで
嵩上げ戦後最大洪水
（S28）をHWL以下で流下

桂川

STEP① STEP② STEP③

H16洪水を
HWL以下で流下

戦後最大規模
洪水(S28）をHWL以下
で流下

高水敷掘削
(H29.6月完了)

H25洪水を
堤防満杯で流下

護岸整備
堤防強化

宇治川

木津川

淀川

保津峡

STEP①
STEP②
STEP③

河道掘削

大下津引堤

４号井堰撤去

河道掘削

１号井堰撤去

６号井堰撤去

凡例

高水敷掘削

霞堤嵩上げ＋河道掘削

亀岡 河道整備

河道掘削

一の井堰改築

霞堤嵩上げ

桂川

河道掘削

44



当面、桂川緊急治水対策として平成２５年台風１８号を堤防天端以下
で流下させる。嵐山についてはＨ１６年台風２３号を堤防天端以下で流
下させる。

現況の桂川は、三川のうち最も治水安全度が低く、地元から河川改修
を強く要望されている大下津地区において継続して引堤を実施するほか、
大下津地区並びにその上流区間において、戦後最大の洪水である昭和
28年台風13号洪水を安全に流下させることを目指して河道掘削を実施す
る。嵐山地区についても、整備に当たっては、嵐山地区の優れた景観及
び伝統的な行事等に配慮するため、学識経験者の助言を得て、景観、自
然環境の保全や親水性の確保などの観点を重視した河川整備の計画に
ついて調査・検討する。
（整備計画記載箇所：p75）

危機管理体制の構築

嵐山地区

桂川

久我地区

桂
川

河道掘削による断面の拡幅と、洪水流の阻害となっている堰を撤去す
ることで洪水時の水位を低下させる。
・河道掘削 約１００万㎥、・堰撤去 １号・４号井堰、・嵐山地区の整備

全体像

実施方針

【観点】河道流下能力の増大、洪水調節の効果的な実施による洪水位の低減

【指標】整備による効果

実施内容

結 果

平成２８年度末時点の進捗により、久我地区において、約25cm水位を
低下させることができる。

桂
川
緊
急
対
策
特
定
区
間

河
道
掘
削
等

嵐山地区

築
堤

河
道
掘
削
等

桂川

桂上野地区(実施中)

久我地区(済)

横大路地区
(実施中)

淀木津地区(済)

4号井堰(実施中)

1号井堰
(来年度実施予定)

＜桂川緊急治水対策事業＞

堆積土砂撤去(済)
景観等への影響の小さい対策(検討中)

実施内容

□桂川緊急治水対策進捗率 (平成29年3月末時点)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

堰撤去

河道掘削

用地取得

30

50

70

70

50

30
実施済み

未実施

凡例
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【観点】洪水調節の効果的な実施による洪水位の低減状況

【指標】既存ダムの効果内容・洪水位低下量

平成27年7月17日台風11号において、日吉ダムで洪水調節を行い、洪
水位の低減を図った。
日吉ダムでは防災操作を実施し、最大流入時には下流の河川へ流す
水量を毎秒148立方メートルとし、毎秒625立方メートルの流量を低減（約
8割低減）した。

年 月 日 洪水原因 ダム名
最大流入量
（m3/s）

最大流入時
放流量（m3/s）

H27年7月18日 台風11号 日吉ダム 773 148

【ダムの操作状況】

日吉ダム

瀬田川洗堰

天ヶ瀬ダム

高山ダム
布目ダム

比奈知ダム

青蓮寺ダム
室生ダム

日吉ダム

天ヶ瀬ダム

高山ダム

淀川水系にある国土交通省及び（独）水資源機構が管理する７ダムに
よる洪水調整により、ダム下流の河川（淀川・宇治川・木津川・桂川）の水
位低下、洪水被害軽減を図る。

既設ダムの容量を最大限に活用するため、既設ダム等の再編、運用
の変更、放流設備の増強等による治水・利水機能向上について検討す
る。（整備計画記載箇所：p81）

H25T18洪水における
ダム貯水池

危機管理体制の構築

（日吉ダム）降雨量／流入量・放流量

日吉ダムでは、約3,300万立方メートル（京セラドーム大阪約28杯分）を
貯留し、ダム下流の保津橋地点の河川水位を最大約0.8メートル低減し
たと推定される。

結 果

実施内容全体像

実施方針
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【観点】地震対策事業の実施

【指標】河川管理施設の耐震対策実施内容・箇所数

淀川大堰堰柱耐震対策実施状況

【桂川の耐震調査結果】
・堤防：耐震対策の必要無し
・堰：対象なし
・樋門 ：４箇所のうち、要対策箇所１箇所、対策完了0箇所
・排水機場：対象なし

淀川大堰は、レベル1地震動（供用期間中に1～2度発生する地震動）
及びレベル2地震動（現在から将来にわたって考えられる最大級の地震
動）に対する耐震対策を継続して実施する。淀川大堰以外の河川管理施
設は、耐震点検を実施の上、対策を検討して実施する。
また、許可工作物についても耐震点検及び対策を実施するよう施設管
理者に対して助言を行う。（整備計画記載箇所：p82）

耐震対策については、レベル１対応は実施済みであり、レベル２対応に
ついて堰等の重要構造物を優先しながら必要な対策を進めていく。

地震・津波対策

実施内容全体像

実施方針

実施内容

耐震対策の事例

桂川における河川構造物の耐震点検については全て実施済み。
樋門１箇所で、今後レベル２対応の耐震対策を実施する予定である。

新川樋門

早川排水樋門

西羽束師樋門

五番樋門

桂川
【凡例】
対策未実施
対策不要

西羽束師樋門

要対策箇所については、その他河川にお
ける堰等の重要構造物を優先しながら必要
な耐震対策を進めていく。

対策については、鉄筋による補強や、コン
クリートの増し厚により、耐震補強を実施す
る。

レベル１（河川構造物の供用期間中に発生する確率が高い地震動）
対応については実施済み。
レベル２（対象地点において現在から将来にわたって考えられる最大
級の強さをもつ地震動）対応の点検マニュアルが平成２４年に見直され
たことを受け、順次点検を実施中。
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No. 点検項目 観点 指標
平成26～28年度

進捗
説明資料項

1

川らしい利用の促進

水域の秩序ある淀川利用に向けての誘導または規
制の取組（水面利用）

舟運の取り組み内容 該当なし

2 秩序ある河川利用に向けての取組内容・誘導、規制数 該当なし

3 川の安全利用施策の実施 安全利用点検の実施内容 進捗あり ４９

4 「川に活かされた利用」の実施 河川でしか出来ない利用の実施内容 進捗あり ５０

5
陸域・水陸移行帯の秩序ある淀川利用に向けての
誘導または規制の取組（川らしい河川敷利用）

河川保全利用に関する取り組み内容 進捗あり ５１

6 違法行為の是正内容 進捗あり ５２

7

憩い、安らげる河川の整備 憩い、安らげる河川の整備

水辺の整備内容 進捗なし

8 小径（散策路）の利便性向上の取組内容 進捗なし

9 迷惑行為の是正内容・対策箇所数 進捗なし

10 ホームレス対応内容・確認数 進捗あり ５３

11

まちづくり・地域づくりとの連携 まちづくりや地域連携の取り組み

歴史文化と調和した河川整備内容 進捗あり ５４

12 水辺を活かしたまちづくりの利便性向上の取組内容 該当なし

（４）利用（桂川）



今後の進捗点検資料イメージ

49

【観点】川の安全利用施策の実施

【指標】安全利用点検の実施内容

河川利用者が安全に楽しめるように、出水期前までに職員が危険箇
所や注意喚起箇所を確認する安全利用点検を実施し、補修等の必要箇
所は応急的に処置し順次対策を実施する。
また、引き続き河川利用者に対して巡視員による口頭注意や看板設置
等により水難事故防止等の注意喚起を実施するとともに、インターネット
等による情報提供や、沿川の幼稚園・小学校にチラシ配布する等の安全
利用の向上に資する施策を実施する。

川の利用に伴う危険を知った上で川に親しむ河川利用を目指し、河川
の利用にあたって、危険箇所に関する情報提供や、安全な利用の仕方
の啓発を、関係機関、住民・住民団体（NPO等）の協力を得ながら看板や
インターネットなどの広報ツールを用いて実施する。また、水難事故防止
のため、川の危険を知るための教育を徹底するとともに、「水難事故防止
協議会（仮称）」を設置し、河川利用者の代表者とともに、対策方法につ
いて検討する。（整備計画掲載箇所：p90）

※平成25年度台風18号後に実施した臨時点検及び補修により平成26年度の補修箇所が少ない。

安全利用点検

危険箇所における注意喚起看板の設置や水難事故防止の教育等を
行った結果、利用者が増加するゴールデンウィークや夏休み期間におい
ても無事故であった。

注意喚起看板 補修前 注意喚起看板 補修後

川らしい利用の促進

水難事故防止の取り組み
ライフジャケット着用指導

結 果

実施内容

全体像 実施内容

実施方針

安全利用点検結果を基
に、注意喚起看板補修等を
実施するとともに、河川利
用者に対して巡視員による
口頭注意や看板設置等に
より水難事故防止等の注意
喚起を実施。

2
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16
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1 2 3

安全利用点検結果（桂川）

H26 H27 H28※

凡例

補修必要箇所数
補修実績箇所数
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【観点】「川に活かされた利用」の実施

【指標】河川でしか出来ない利用の実施内容

植物観察（京都市立小学校） 野鳥観察（京都市立小学校）

自然環境保全のために河川を人が利用できない空間とするのではな
く、環境学習を推進する場等の観点を含めて、「川らしい利用」が進めら
れるようにしていく。 （整備計画掲載箇所： P88）

【自然観察会】
桂川流域の小学校を対象として、桂川周辺の現地に赴き生息している
野草や野鳥等の動植物を観察した。その後、学校へ戻り、生徒一同を集
め質問形式で観察内容を解説した。

【水生生物調査】
地域における川に親しむ取り組みとして家族で小泉川に入り、水生生
物・魚などの種類や生態を調べ、解説することで、参加者に自然の豊か
さを伝え、川を楽しむ理解を深めてもらった。また、河川利用の注意点に
ついても説明を行った。

仕掛け網による魚の採取

河川に係わる人材育成の支援や、住民・住民団体（NPO等）と連携した
環境学習を推進する。
河川レンジャーと連携し、地域からの要請等に応じて河川環境を勉強・
体験する場を設ける。

川らしい利用の促進

河川利用の注意点を聞く参加者

H28.7

H29.1

H28.7

H28.5

結 果実施内容

全体像 実施内容

実施方針

年間を通じて複数回活動を実施した学校もあり、季節ごとの川の自
然を体感し、環境保全について学ぶ機会を提供した。

河川レンジャーと連携して、平成２８年度は計１８回、環境学習に関す
る勉強体験を実施した。

結 果
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平成28年度は、桂川で「嵐山児童公園（嵯峨伊勢ノ上町自治会）、久世
川原公園（京都市）、嵐山公園臨川寺地区（京都府）、桂川運動公園（京
都府）、久世橋西詰公園（京都市）、久世橋東詰公園（京都市）」を審議対
象とし、河川保全利用委員会を開催した。

嵐山公園臨川寺地区（京都府） 久世橋西詰公園(京都市)

河川敷利用にあたっては、「川でなければできない利用、川に活かされ
た利用」を推進するという観点から、現状の利用形態や公園整備のあり
方を見直し、グラウンド、ゴルフ場等のスポーツ施設のように、本来河川
敷以外で利用する施設については、地域と川との関わりをふまえながら
縮小していくことを基本とする。（整備計画掲載箇所：p90）

本来河川敷以外で利用する施設については、地域と川との関わりをふ
まえながら縮小していくことを基本とし、個々の案件毎に、学識経験者、
自治体等関係機関、利用者、地域住民の意見を聴きながら判断するもの
とし、今後も引き続き、河川利用保全委員会の指導・助言を頂きながら、
適正な河川敷利用の推進を図る。

川らしい利用の促進

結 果

実施内容全体像

実施方針

実施内容

【観点】陸域・水陸移行帯の秩序ある淀川利用に向けての誘導または規制の取組（川らしい河川敷利用）

【指標】河川保全利用に関する取組内容

河川保全利用委員会 開催状況

3

5
6

0

2

4

6

8

Ｈ２６ Ｈ２７ Ｈ２８

審議案件数

Ｈ２８河川保全利用委員会審議箇所

結 果

平成28年は久世橋東詰公園で不使用状態の池を撤去した。

池の撤去状況
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【観点】陸域・水陸移行帯の秩序ある淀川利用に向けての誘導または規制の取組（川らしい河川敷利用）

【指標】違法行為の是正内容

他の利用者や周辺の民家等に迷惑となる行為については、啓発活動
実施計画に基づき迷惑行為防止に努める。
（整備計画掲載箇所：p92）

不法耕作の是正箇所の位置図

不法耕作に対し是正看板設置や現地指導を行い、警告看板をした後に
現地の整地を実施している。

平成28年度において、桂川（京都市域）において、2地区内約6,000㎡の
不法耕作を是正した。

川らしい利用の促進

結 果実施内容

全体像 実施内容

実施方針

桂川

●：不法耕作是正箇所

是正看板（Ｈ２１．４）

警告看板（Ｈ２８．８）

現地指導（Ｈ２５．１）

撤去後（Ｈ２９．４）

平成26～27年度の不法耕作面積は約4.0万㎡であったが、平成28年度
において約3.4万㎡となり、減少傾向となっている。

結 果
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【観点】憩い、安らげる河川の整備

【指標】ホームレス対応内容・確認数

ホームレスの状況把握 退出撤去事例（桂川）

桂川管内では、平成２６年度には６人、平成２７～２８年度には、

５人のホームレスの存在を把握している。

河川巡視による対応履歴

ホームレス対応として、次のような取組を実施した。

①チラシ配布による河川内居住の危険性の周知
毎年出水期前には全ホームレスに対して「河川敷に住むことは大変危
険です。」旨のチラシを配布し、河川外への退去を指導。

②河川巡視による情報収集
ホームレスの生活状況の確認を行うことを目的にホームレス巡視班を
通常の河川巡視とは別に設置し、対応強化を図る。

③河川内樹木伐採による対応
河川内の樹木を伐採することで人目につきやすくなり、宿営の設置をし
づらくする。

④自治体との情報交換会議
福祉部局との情報交換を行うことを目的に、自治体と定期的に情
報交換会議（年2回程度） を開催している。
また必要に応じて現地での情報交換を随時行っている。

ホームレスに対して洪水等による危険性を周知するとともに、「ホームレ
スの自立の支援等に関する特別措置」（平成14年法律第105号）に基づ
き、引き続き自治体福祉部局等と連携し、自立支援に向けた情報交換等
の対応を図る。 （整備計画掲載箇所：P93）

治水・環境・利用等の面で河川管理を適切に行う観点から、河川敷等
に起居しているホームレスの実態を把握するとともに不法に設置されて
いる小屋や放置された荷物などを撤去するよう指導を行う。
併せて、洪水等の危険性について周知するとともに、自立支援に向け
た情報交換を関係自治体と行う。

憩い、安らげる河川の整備

結 果実施内容

全体像

実施方針

実施内容

ホームレスの様子
（西大橋 平成29年3月）

結 果
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【観点】まちづくりや地域連携の取り組み

【指標】歴史文化と調和した河川整備内容

宇治川、桂川など、歴史文化的な地域を流れる河川においては、地域
の歴史文化に調和し、観光等の地域活性化に資するよう自治体等と連
携して河川整備を行う。(整備計画掲載箇所：P93)

まちづくり・地域づくりとの連携

実施内容

全体像

実施方針

実施内容

桂川の嵐山地区については桂川嵐山地区河川整備地元検討会におい
て、より良い嵐山地区の整備に向けた地元からの意見を聴取して、景観
や観光に配慮した河川整備を実施する。

【地元からの意見徴収】

嵐山地区河川整備地元検討会で、施工時期や建設機械の輸送路に
ついて地元から意見を聴取し、施工計画を秋の紅葉や、春の桜の観光
シーズンに配慮した内容にした。

嵐山地元検討会（平成２８年８月）

平成28年度出水期明けより工事着手し、12月までは6号井堰の左岸
側を先行して撤去し、1月から3月までに河川内工事を完了、平成29年
出水期までに堰撤去を完成させた。

工事用道路

【施工ステップ４ 】

コンクリート殻の小割り

【施工ステップ１ 】

左岸側堰撤去，ｺﾝｸﾘｰﾄ殻
の搬出。

【施工ステップ３ 】

右岸側堰撤去，ｺﾝｸﾘｰﾄ殻
の搬出、処分。

仮置きヤード

【施工ステップ２】
既設根固めブロック撤去。

根固めブロックの搬入・
設置。

10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月

6号撤去

根固工

Con搬出

年間
イベント

準備

後片付け

花灯路
花見

（ライトアップ）もみじ祭斎宮行列

左岸 右岸

観光客が集まる中之島公園、渡月橋
及び臨川寺公園付近における施工は
イベント時期を避けて実施

河川内工事は花見時期ま
でに（３月中）に完了

結 果

結 果



55

No. 点検項目 観点 指標
平成26～28年度

進捗
説明資料項

1

維持管理

堤防等の河川管理施設の機能を維持するための適切
な維持管理の実施

ダムの健康診断内容・補修箇所数
堤防等河川管理施設の巡視・点検及び補修の実施内容

進捗あり ５６

2 ダム機能の維持内容・堆砂量 進捗あり ５７

3
許可工作物の点検整備及び対策についての施設管理
者への指導

点検、修繕内容・実施数 進捗あり ５８

4

河川区域等の管理

河道内樹木の伐採の実施状況 進捗あり ５９

5 堆積土砂の除去の実施内容 進捗あり ６０

6 ゴミの不法投棄の状況及び処分の実施内容 進捗あり ６１

（５）維持管理（桂川）
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【観点】堤防等の河川管理施設の機能を維持するための適切な維持管理の実施

【指標】堤防等河川管理施設の巡視・点検及び補修の実施内容

「河川巡視、点検による状態把握、維持管理対策」を長期間にわたり繰
り返し、それらの一連の作業の中で得られた知見を分析・評価して、河川
維持管理計画あるいは実施内容に反映していくというサイクル型維持管
理を実施する。

出水期前に堤防等河川管理施設及び河道の点検要領に基づいた点検
を行い、堤防等河川管理施設の点検結果評価要領（※）等に基づいた評
価を実施し、補修等を行った。

堤防等の河川管理施設の機能を維持するための適切な維持管理を行
うことにより、洪水・高潮等による災害の発生の防止や復旧を図る。
堤防・護岸等の河川管理施設については、施設が常に十分な機能を発
揮できるよう、日常の調査、巡視・点検を行い損傷の程度や河川の状態、
周辺の状況等に応じて順次、補修する。（整備計画記載箇所：p95）

堤防点検状況
（桂川左岸3.2km、H28年11月）

堰、水門、樋門等河川管理施設の点検を実施し状態を把握し、経過観
察段階１施設、予防保全段階3施設となった。河川管理施設の老朽化に
ついては中長期の展望を持って健全度評価を整理し、長寿命化を目指し
た計画的な維持管理を図っている。

維持管理

結 果実施内容

全体像

実施方針

樋門点検状況
（大山崎樋門、H28年11月）
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4
樋門等の点検結果

2
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0 0
0
1
2
3
4
5
6

堤防及び護岸、鋼矢板護岸の点検結果

予
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全

段
階
区
間
数

補
修
実
施

区
間
数

経過観察区間数

予防保全段階区間数

補修実施区間数

区間

凡例
補
修
実
施

施
設
数

施設

（点検対象4施設）（点検対象7区間）

結 果実施内容

変状なし

経過観察施設数

予防保全段階施設数

補修実施施設数

凡例

変状なし変
状
な
し
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【観点】堤防等の河川管理施設の機能を維持するための適切な維持管理の実施

【指標】ダム機能の維持内容・堆砂量

日吉ダムは完成後20年が経過しており、計画堆砂量8,000千m3のうち、
平成28年度末で堆砂量は約2,107千m3、堆砂率は約26％である。
平成25年度、26年度の大規模出水により堆砂量が増加したことにより、
平成28年度時点では目安の堆砂量を上回る状況となっているが、平成
27年度、28年度の堆砂量は横ばいであり、堆砂の進行は見られない。

堆砂量については、今後も継続的に監視を行う。

ダムの機能を維持するため、日常点検を行い必要な維持修繕を継続し
て実施する。また、計画的に維持補修・更新を実施することにより、維持
管理費の縮減も目指す。

堆砂量につぃては、継続的に監視を行い、ダム機能の維持のための排
砂の検討を行っていく。また、アセットマネジメントの検討により、より効率
的な堆砂処理を行い、ダムの延命に努める。

維持管理

結 果

全体像 実施内容

実施方針

実施内容

平成25年9月台風18号による貯水池状況
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（千㎥）

横ばい

横ばい大規模出水
により増加

結 果

計画堆砂量8,000千㎥

堆砂率
約26％
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【観点】許可工作物の点検整備及び対策についての施設管理者への指導

【指標】点検、修繕内容・実施数

162 162 162

7 0 57 0 5
0

50

100

150

200

H25 H26 H27

箇所 許可工作物点検結果

結 果

実施内容

凡例
点検数
要補修箇所数
補修済み箇所数

点検状況

実施方針

全体像

実施内容

許可工作物については、設置者が出水期前等の適切な時期に、許可工作物

に係る施設維持管理技術ガイドラインに基づき必要な点検や措置を実施するよ
うに設置者に指導等を行う。

許可工作物については、河川管理施設に準じた点検整備及び対策を行うよう
施設管理者を指導する。堤防を横断する水門等は、堤防と同等の機能を有して
いる必要があり、河川を横断する橋梁･取水堰等は、洪水時の流水に対して支障
とならないよう適正な維持管理が常に必要である。
１）利用されていない施設は、河川管理上の支障や今後の施設利用計画等を調
査し、不要なものについては施設管理者に対し撤去を求める。

２）施設管理者に定期的な点検整備と計画的な維持修繕を指導する。
３）洪水時の流水に対して支障とならないよう、特に応急的措置の必要な箇所を
改善指導する。（整備計画掲載箇所：p98）

設置者自らが、毎年出水期前に点検を行い、その結果は河川管理者に報告された。
点検数、要補修箇所数、補修済み箇所数は以下のとおり。

「許可工作物に係る施設維持管理技術ガイドライン」に基づく点検様式での点
検結果の報告を設置者に依頼した。

橋梁、樋門等許可工作物１６２施設の点検結果の報告を受け、要補修箇所につい
ては、合同点検を実施するなど補修等の指導を実施した。

対策前（転落防止柵なし） 対策後（転落防止柵設置）

新幹線橋梁における合同点検
（桂川 ＪＲ東海）

納所排水樋門(洛南排水機場)翼壁部の転落対策 （桂川 京都市）

桂離宮池泉背水施設（宮内庁） 桂樋門（京都市上下水道局）

維持管理



今後の進捗点検資料イメージ

【観点】河川区域等の管理

【指標】河道内樹木の伐採の実施状況

洪水の流下を阻害するなど河川管理上支障となる河道内樹木について
は、地域の景観や生物の生息・生育・繁殖環境に配慮した上で、河川維
持管理計画（案）に基づき伐採を実施する。
なお、実施にあたっては、住民・住民団体（NPO等）、学識経験者の意見
も聴き、生物の生息・生育・繁殖環境に配慮して、伐採の方法や時期を
決定する。（整備計画記載箇所：p98）

河道内樹木の伐採については、樹木の繁茂状況や地元要望等も踏ま
えて、引き続き計画的に実施するとともに、民間活力を活かした樹木伐採
を推進する等、コスト縮減に取り組む。

なお、枚方、高槻、木津川出張
所では、資源リサイクルの観点
から、伐採した樹木の無償配布
を行っている。

桂川に繁茂する樹木群の内、流下阻害となる対象樹木群、巡視上阻支
障となる樹木群について優先的に伐採を実施した。

伐採前 伐採後（平成２８年度）

維持管理

伐採樹木提供状況（木津川出張所）
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全体像 実施内容

実施方針

実施内容
Ｈ27年度実施
A=2千m2

桂川

Ｈ26年度実施箇所
A=45千m2

Ｈ28年度実施箇所
A=6千m2

凡例
H26年度施工
H27年度施工
H28年度施工

桂川全体で422千㎡樹木があり、平成26～28年にかけて、53千㎡伐
採した。

結 果

結 果



今後の進捗点検資料イメージ

【観点】河川区域等の管理

【指標】堆積土砂の除去の実施内容

河川内堆積土砂の除去については、定期的及び大きな洪水後に河床
変動状況や河川管理施設、船舶の航行等への影響及び河川環境への
影響等から判断する。実施にあたっては、住民・住民団体（ＮＰＯ等）、学
識経験者の意見も聴き、生物の生息・生育・繁殖環境に配慮して実施す
る。 （河川整備計画記載箇所：P99）

土砂の堆積により、流下能力が不足する箇所について河川内堆積土砂
の除去を行う。

桂川15.5k付近に堆積した土砂を、H27年度に約1.2万㎥、H28年度に
約1.3万㎥除去した。

維持管理

堆積土砂の除去（平成２８年度）

H28年度
約1.3万m3

桂川

H27年度
約1.2万m3
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全体像 実施内容

実施方針

実施内容

堆積土砂撤去位置図

桂川

松尾橋 H27年度
約1.2万m3

H28年度
約1.3万m3

整備計画策定時の河道断面と比較
して、土砂堆積が進行している箇所に
ついて、堆積土砂の除去を行った。

位置図

結 果

結 果



今後の進捗点検資料イメージ

【観点】河川区域等の管理

【指標】ゴミの不法投棄の状況及び処分の実施内容

河川区域内へのゴミ投棄対策として、啓発活動、警告看板設置を
実施するとともに、ＢＢＱ有料化の社会実験に取り組み、意識高揚
を図る。

「川は地域共有の公共財産である」という共通認識のもと、啓発
活動を実施していくとともに、河川美化と環境保全のための維持
管理に努める。 （河川整備計画箇所：P99）

維持管理

全体像 実施内容

実施方針

実施内容

・実験期間 平成29年9月9日～9月24日
・利用時間 9:00～16:30
・環境整備の協力金 ひとりき500円
（小学生以下、65歳以上、障がい者手帖持参は無料）

松尾橋

桂川

阪急嵐山線
松尾大社駅

受付所
受付・ＷＣ１０基・
ゴミ集積場

ＢＢＱ利用区域

受付

ＢＢＱ利用
区域

バーベキュー利用者が多く、大量のゴミが放置されていた松尾橋
周辺において、有料化により周辺環境の改善を試みる社会実験を
実施した。

【利用の流れ】
○ＢＢＱ受付所にて利用料金500円を徴収
○ゴミ袋を配付
○利用区域内でＢＢＱを実施
○ゴミは集積場で収集

【利用状況】
利用者数：1,116名
収集ゴミ：不燃ゴミ210kg 、金属くず 10kg

一般廃棄物処理120袋/45L、資源物回収45袋/45L

松尾橋

松尾橋

当該地区での不法投棄を抑制するとともに、沿川の住環境改善を図ること
ができたと思われる。

（アンケート結果抜粋）
・有料化によりゴミや騒音といった環境が改善されてよい。
・ゴミを預かってくれることはありがたい。
・時間が短い。
・料金が高い。
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＜猪名川＞
１．近年における「社会情勢の変化・地域の状況」
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社会情勢の変化・地域の状況（①人口動向）

市街地

猪名川・
藻川

猪名川流域での市街化の進行

・都市河川である猪名川流域は、昭和20年代から日本の高度経済成長期にかけて、顕著に市街化が進行した。
・特に下流部流域では人口・資産が集中しており、流域における近年の人口動向はほぼ横ばいで推移している。

位置・及び流域図
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流域の人口推移（万人） 顕著な人口増加
※流域とは、大阪府

豊中市、池田市、箕
面市、豊能町、能勢
町、兵庫県尼崎市、
伊丹市、川西市、宝
塚市、猪名川町。

※データ出典は国勢
調査。
※S25人口のうち、宝

塚市はS29住基台
帳人口で代用。

昭和３６年 昭和４５年 昭和５９年昭和２２年

猪
名
川

猪
名
川

藻
川

近年は横ばい
顕著な人口増加

流域

猪名川

藻川

猪名川 直轄区間：

その他の河川：

小戸水位・
流量観測所
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猪名川下流部 航空写真

水害による被災
が懸念される交
通施設

社会情勢の変化・地域の状況（②流域における水害リスクのクローズアップ）

・流域下流部は、平地（低地）に人口・資産が集中し、関西の主要な交通施設も立地している。
・合わせて、人口の高齢化も進んでいることから、水害が発生した場合、逃げ遅れに対するリスクが非常に高い状況。

猪名川
直轄区間

その他河川

流域

メッシュ地盤高分布図

島の内地区

航空写真
撮影方向
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社会情勢の変化・地域の状況（③薄れる水防災意識）

・猪名川の水位の基準観測点（小戸）では、近年、氾濫危険水位を超えたことがなく、過去の出水被害の記憶も薄れつつある状況。
・webアンケートによる流域住民の防災意識調査では、「リスクの存在を考えたことがない」に該当する「Phase1」の回答者が６割超。

出典）住民の防災意識水準に応じた教育プログラム策定手法に関する研究

64.0%

15.8%
4.4% 3.2% 3.4%

9.2%

人

100人

200人

300人

400人

Phase1 Phase2 Phase3 Phase4 Phase5 率先活動者

フェイズ分類による住民の防災意識調査結果（H28年度実施）

調査対象：流域の豊中市、池田市、尼崎市、伊丹市、川西市の計500人を対象

●「リスクの存在を考えたことが
ない」に該当する「Phase1」の回
答者が６割超。
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社会情勢の変化・地域の状況（④活発な河川利用・地域との交流）

・流域で早くから市街化が進行したため、公園が多数立地し、河川空間の公園利用が活発。
・ＮＰＯ等流域における各種活動団体との交流も盛んであり、これら団体の協力を得て、水質調査や各種イベントを実施している。

尼崎市農業公園

天王宮児童遊園地（川西市）
中央南児童遊園地（川西市）

ドラゴンランド
（川西市）

猪名川緑地（池田市）

第１号猪名川河川敷緑地（伊丹市）

あおぞら広場（尼崎市）
新家子ども広場（尼崎市）

藻川河川敷公園
（尼崎市）

猪名川河川敷公園（尼崎市）緑地広場
（尼崎市）

猪名川河川敷緑地（伊丹市）

天津緑地（伊丹市）

神津運動広場（伊丹市）

猪名川第３・第４運動広場（伊丹市）

猪名川テニスコート（伊丹市）

猪名川第１・第２運動公園（伊丹市）

東久代公園（川西市）

下加茂公園（川西市）

「猪名川の愛護セミナー」
（H28） 「神崎川水質汚濁対策連絡協議会 猪名川分科会」主催による猪名川水環境交流会（H28）

占用公園位置図

○猪名川分科会
・大阪府
・兵庫県
・豊中市
・池田市
・箕面市
・能勢町
・豊能町
・尼崎市
・伊丹市
・川西市
・宝塚市
・猪名川町

・水資源機構一庫ダム管理所
・猪名川河川レンジャー
・猪名川漁業協同組合
・アスビ友の会
・池田・人と自然の会
・生物多種性ふるさと川西推進部（河川部）
・自然と文化の森協会
・底のみえる水辺研究会
・流域ネット猪名川
・近畿地方整備局 河川部河川環境課
・近畿地方整備局 猪名川河川事務所

○参加・協力団体
・猪名川町立六瀬中学校
・琵琶湖・淀川流域圏再生推進協議会

0

50,000

100,000

150,000

200,000

平成26年度 平成27年度 平成28年度

占用公園の施設利用者数

池田市 尼崎市 伊丹市 川西市

第14回クリーン作戦（H28）
（東久代運動公園）
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＜猪名川＞
２．今後の河川整備の新たな視点
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●猪名川・藻川大規模氾濫に関する減災対策協議会
（平成28年8月19日、第１回協議会開催）

今後の河川整備の新たな視点（①「水防災意識社会 再構築ビジョン」に基づく猪名川における取組）

●ハード対策の主な取組

（１）洪水を河川内で安全に流す対策
（２）危機管理型ハード対策
（３）『島の内水害に強いまちづくりプロ

ジェクト』の整備
（４）避難行動、水防活動に資する基盤

等の整備

●ソフト対策の主な取組

5年間で達成すべき目標

猪名川・藻川の大規模水害に対
し、「逃げ遅れゼロ」「社会経済
被害の最小化」を目指す

目標達成に向けた3本柱

１．逃げ遅れゼロに向けた迅速かつ的確な避難行動のための取り組み
２．洪水氾濫による被害の軽減、避難時間の確保のための水防活動の取り組み
３．一刻も早い生活再建及び社会経済活動の回復を可能とするための排水活動の取り組み

猪名川水防連絡会

まるごとまちごとハザードマップ パネル展示

１．逃げ遅れゼロに向けた迅速かつ 的確な避難行動のための取り組み
２．洪水氾濫による被害の軽減、避難時間確保のための水防活動の取り組み
３．一刻も早い生活再建及び社会経済活動の回復を可能とするための排水活

動の取り組み
○協議会参加機関

・豊中市 ・大阪府

・池田市 ・兵庫県

・尼崎市 ・大阪管区気象台

・伊丹市 ・神戸地方気象台

・川西市 ・一庫ダム管理所

・ ・猪名川河川事務所

猪名川・藻川の氾濫特性及び治水
事業、避難体制等の構築の現状を
踏まえ、 平成32年度までに、円滑か
つ迅速な避難、効果的な水防活動、
長期化する浸水を一日も早く解消す
るための排水対策、避難のための時
間を稼ぐための危機管理型のハード
対策等、大規模氾濫時の減災対策
として、各構成機関が一体的・計画
的に取組を実践していく。
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園田競馬場騎手住宅
(屋上）

ラ・フォーレ北園田

特別養護老人ホーム らくらく苑

市営 園和北住宅
レジオン東園田

県営 尼崎園田北住宅
（1～2号棟）

ブライトライフ市営 東園和住宅

市営 東園田町8丁目改良住宅

サンロイヤル東園田

県営 尼崎園田南住宅
（1～2号棟）

山甲ハイツ

コートハウスおおぞら広場

今後の河川整備の新たな視点（①「水防災意識社会 再構築ビジョン」に基づく猪名川における取組）

●『島の内水害に強いまちづくりプロジェクト』の整備
・島の内地区は、猪名川・藻川に挟まれた地区であり、水害リスク（浸水深、浸水継続時間等）が非常に高い地域。
・内水及び破堤後の氾濫流を直接河川に戻す支川等がなく、下水排水管（24m3/s）のみで河川に排出（破堤後４日以上浸水）。

⇒以上を踏まえ、水害リスクに対応するための、水害に強いまちづくりを推進する。

整備メニュー 法尻補強対策イメージ

堤防拡幅イメージ

横断図（A-A断面）イメージ

堤防拡幅イメージ 法尻補強対策イメージ

A
A

藻川
猪名川

H.W.L H.W.L

島の内地区

防災拠点の整備イメージ
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今後の河川整備の新たな視点（②外来植物対策の取り組み）

・ＮＰＯ団体と連携して外来植物の駆除活動を実施しており、駆除活動への参加者は増加している。
・その結果、外来種占有率が減少している区域があるものの、猪名川全域でみると、外来種占有率はほぼ横ばいで推移している。

・今後も引き続き、河川レンジャーの活動の場、「水環境交流会」「水辺で乾杯」等のイベントの場で、外来種対策についてのＰＲを
行い、外来種対策を実施していく。

ＮＰＯ団体等との連携による外来植物対策

外来植物繁茂の現状説明
「水辺で乾杯」時に、外来種駆除活動をＰＲし実施（H28）

「水環境交流会」で外来種駆除啓発のパネルを展示し、ＰＲを実施（H28）
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今後の河川整備の新たな視点（③地域への積極的な情報発信の取組）

水辺で乾杯 in 猪名川（H28）

水環境交流会（アステ川西）（H28）
アニバーサリープロジェクト

（川西・池田地区築堤事業完成5周年）パネル展示（H28）
河川元気！猪名川堤防パワー

アップ説明会（Ｈ28）

・猪名川に関する、環境、治水・防災、利水、利用、維持管理等の様々なイベント等の取り組みについて、地域への積極的な情報
発信を行い、広報活動に努めている。
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＜猪名川＞
３．進捗点検結果

（１）人と川とのつながり
（２）河川環境
（３）治水・防災
（４）利用
（５）維持管理
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No. 点検項目 観点 指標
平成26～28年度

進捗
説明資料項

1

日常からの川と人のつながり
の構築

「住民参加推進プログラム」の作成・実践 住民参加推進プログラムの活動内容 進捗有り ７４

2 住民・住民団体(NPO等)との連携 住民・住民団体（ＮＰＯ等）との連携内容 進捗有り ７５

3 河川レンジャーの充実
河川レンジャー在籍人数（治水・環境・防災などの拡大）と、住民・住民団体（NPO等）との交流
内容

進捗有り ７６

4 子ども達の関わりの促進 環境教育等の実施内容 進捗有り ７７

5 情報発信の充実 HP、携帯サイトの情報発信内容、新しいコンテンツの取組 進捗有り ７８

6 住民に関心をもってもらうための取り組み 住民、住民団体との交流内容 進捗有り ７９

7
小径（散策路）、「歴史文化の薫る散歩道（仮称）」の整
備

小径（散策路）の整備内容・延長 進捗有り ８０

8 憩い、安らげる河川の整備 河川を安心して利用できる整備内容・箇所数 進捗有り ８１

9 三川合流部の整備 三川合流部交流拠点の整備内容 該当無し

10
洪水・災害時の人と川とのつ
ながりの構築

破堤氾濫に備えた分かりやすい情報発信 まるごとまちごとハザードマップ設置箇所・設置数 進捗有り ８２

11 関係機関との連携 協議会等との連携内容 進捗有り ８３

12 上下流の連携の構築 上下流交流の促進 水源地域ビジョンに基づく活動内容 進捗有り ８４

（１）人と川とのつながり（猪名川）
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【観点】「住民参加推進プログラム」の作成・実践

【指標】住民参加推進プログラムの活動内容

植物観察会の出前講座（H26）
参加者数65名

【外来植物に関する出前講座の開催】
川西市の中学生を対象として、猪名川
に生息する植物の採集及び観察などを
通じて、猪名川の自然環境と外来種の
生息状況及び外来種対策の必要性の啓
発等を内容とした出前講座を実施。

実施内容

全体像

できるだけ多くの人々に川に関心を持っていただき、川に直接ふれて
いただき、かわのことを自ら考え、行動していただけるよう、住民参加型
の取り組みを推進する。そのために、これまでの情報発信、住民参加の
取り組みに加え、「川に関心を持ってもらう」、「川にふれてもらう」、「川を
ともに考える」をキーワードに、「住民参加推進プログラム」を作成し、実
践していく。（整備計画記載箇所：p35）

実施内容

実施方針

人との繋がりを構築するため、住民参加プログラムを作成し、住民と行
政の相互理解を深める取り組みを行う。

日常からの川と人のつながりの構築

【猪名川流域意見交換会の開催】
猪名川流域の活動団体相互の交流と連携を図るため、各々の活動の
報告、情報共有及び意見交換を行う「猪名川流域意見交換会」を実施し
ている。

「まるごとまちごとハザードマップ」に
関わる出前講座（H28） 参加者数51名

外来植物に関する出前講座（H27）
参加者数34名

第10回 猪名川流域意見交換会（H28）
参加団体数7団体

結 果

【植物観察会・野鳥観察会・防災学習の出前講座の開催】
小学生を対象とした出前講座として植物観察会・野鳥観察会を、同様
に小学生を対象として、子どもの頃から日常的な場面で防災意識を醸成
し、防災学習の機会となるよう「まるごとまちごとハザードマップ」に関わ
る出前講座を実施。

外来植物の出前講座に参加した生徒からは、「中学生の僕たちも知識
を持っておくことで、何か対策ができるのではと感じた。」などの意見があ
り、川やその環境へのより深い関心を育むことに寄与しており、今後もこ
ういったイベントを開催していく。
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【観点】住民・住民団体（NPO等）との連携

【指標】住民・住民団体（NPO等）との連携内容

実施方針

実施内容全体像

住民・住民団体（NPO等）との連携として、河川協力団体の取り組みが
始まったこともあり、河川愛護活動等を通じて情報共有を積極的に行う。
今後、さらに連携を強化する取り組みを行っていくとともに、河川に関わ
る人材育成の支援や環境教育を推進する。

【猪名川クリーン作戦】
流域の住民、各種団
体等に、より深く猪名川
への関心を持って頂く
ため、また住民、企業、
行政のネットワーク強
化のため、地域住民、
NPO法人、河川協力団
体、漁業協同組合等の
住民団体と連携して、
猪名川クリーン作戦を
開催した。 第14回クリーン作戦（H28）

（東久代運動公園）

河川整備にあたっては、検討段階から、住民・住民団体（NPO等）、関
連する様々な分野の学識経験者との情報共有を積極的に行う。また、地
域固有の情報や河川に関する知識を有している住民・住民団体（NPO
等）や学識経験者と連携し、河川に係わる人材育成の支援や環境教育
を推進する。（整備計画記載箇所：p36）

実施内容

日常からの川と人のつながりの構築

クリーン作戦の参加者からは、「流域ネットワークの力は少しず
つ増し、ネットワーク効果の良さを感じている。1年に1回のゴミ拾
いが今後も流域連携のきっかけとなって継続していくことを願っ
ている。」などの意見があり、河川美化の意識向上と流域の連携
にも役立っていることから、こういった取り組みを継続していく。

水環境交流会（アステ川西）（H28）

水環境パネル展（イオンモール伊丹）（H28）

【水環境交流会】
例年、 「神崎川水質汚濁
協議会 猪名川分科会」の
主催により、猪名川流域の
行政、NPO等活動団体、学
生等が交流を図り、それを
通じて猪名川の水環境に関
する知識と関心を高めるた
めに「水環境交流会」を開催
している。

【水環境パネル展】
猪名川の水環境改善の取
組の一環として、例年、地域
イベント等で水環境に係る広
報パネルを展示する「水環
境パネル展」を実施しており、
その際には、地域活動団体
（NPO等）からも広報パネル
の出展を得て合同展示の形
態をとっている。

結 果
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【観点】河川レンジャーの充実

【指標】河川レンジャー在籍人数（治水・環境・防災などの拡大）と、住民・住民団体（NPO等）との交流内容

全体像

実施方針

今後、さらに交流の機会を増やす取り組みを行っていくため、河川レン
ジャーの在籍人数を検討していくとともに、地域住民と河川管理者とが
連携しながら河川整備を進めていく上で、河川レンジャーが住民と河川
管理者の橋渡し役となるよう活動を支援する。

河川レンジャーは行政と住民との間に介在して、住民が河川に関心
を持つような活動に取り組むとともに、個別事業の検討段階における住
民意見の聴取や、住民の河川にかかわるニーズの収集を行う。将来的
には、地域住民と河川管理者とが連携しながら河川整備を進めていく
上で、住民と河川管理者との橋渡し役となることも期待される。
（整備計画記載箇所：p36）

日常からの川と人のつながりの構築

NPO法人 野生生物を調査研究する会インタビュー（H26）

【いながわの「い～な」】
猪名川のすばらしさや大切さを知っ
てもらい、もっと猪名川に親しむため
に、“猪名川と人とのかかわりを感じ
る”「写真」と「絵画」を住民から応募
を募り、展示、表彰する活動を毎年
実施。

いながわの「い～な」表彰式（H28）

（写真はﾚﾝｼﾞｬｰ・ﾆｭｰｽﾚﾀｰより）

【数珠つなぎインタビュー】
流域で活動している団体の活動内容等を数
珠つなぎ形式でインタビューし、広報誌の中で
紹介するもので、平成26年度より実施している。

河川レンジャー活動分布図（平成28年度）

人と川とのつながり

河川環境

治水・防災

利用

維持管理

活動分野

10人未満

10人以上100人未満

100人以上1000人未満

1000人以上

参加人数

受賞作品

結 果

河川レンジャー等の活動域は流域のほぼ全域にわたっている。
これまで、イベント等の機会に河川レンジャー及び協力員の募集につい
てアピールしており、引き続き数的充実に努めるとともに、人材充実にと
もなって活動分野の多様化を推進していく。
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実施内容

猪名川では、河川レン
ジャーの活動に関して、より
広い人材を募る「協力員」
の制度を設けており、平成
28 年度現在 、河川レン
ジャーは1人、協力員が4人
の体制となっている。
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【観点】子ども達の関わりの促進

【指標】環境教育等の実施内容

猪名川の愛護セミナー（H28）

川西市立 加茂小学校
出前講座【水生生物調査】（H28）

【出前講座】
地域の子どもたちに対して、
川への関心を高めることを目的
として、猪名川流域の小・中学
校からの要請に応じて、子ども
たち自ら生き物を採取する水生
生物調査、パックテスト（簡易水
質検査）等を主な内容として出
前講座を実施しており、猪名川
の自然環境への関心を高め、
猪名川流域の河川の概況、特
徴や歴史、ゴミ問題など含め、
地域ぐるみの水辺活動の継続・
広がりを共につくり、環境保全
の重要性の理解促進する機会
としている。

実施内容

【環境教育等の回数】
出前講座やイベント開催
等により、平成26年度～平
成28年度には、子ども達へ
の環境教育等を、計48回実
施した。

実施方針

子ども達と川との関わりを促していくことは、持続的な川と人との関わり
を構築していく上で重要である。また、子どもの参加により親や地域の関
わりが促される。そこで学校等と調整し、学校教育において川に対する
関心を高める工夫を行う。（整備計画記載箇所：p37）

実施内容

継続して子ども達との関わりを持つ取り組みを実施し、次世代を担う子
ども達へ、川に対する関心を高めることができる工夫を行うことにより、
持続的な川と人とのつながりや地域とのつながりの構築を行う。

日常からの川と人のつながりの構築

全体像
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【猪名川の愛護セミナー】
流域の小学生を一般公募し、
協力団体等からの指導員の指
導のもとで、猪名川の水生生物
調査、パックテスト（簡易水質検
査）の実施を通じて、水質管理
や河川環境の保全・再生への取
り組みについての意識を高める
「猪名川の愛護セミナー」を毎年
3箇所で実施している。

結 果

参加者（保護者）からは「川の生物につ
いての知識、水質への意識が高まった。」
等の感想を得ており、子どもたちへの教
育の一環として好評を得ている。また、例
年応募者多数による抽選を実施するな
ど、地域のイベントとしても定着している。
よって、今後も参加者からのフィードバッ
クを得ながら、これらイベントによる子ども
たちへの環境教育を実施していく。
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【観点】情報発信の充実

【指標】HP、携帯サイトの情報発信内容、新しいコンテンツの取組

全体像

多くの人々が河川に関心を持ち、川に訪れるよう、河川に関する情報を
様々な手段で発信する取り組みを進めていく。
（整備計画記載箇所：p37）

河川に係わる身近な情報（工事情報や河川のライブ映像等）をホーム
ページや携帯サイトで情報発信するほか、ホームページでのご意見BOX
などでの質問や問い合わせ対応などを行う。

実施方針

実施内容

日常からの川と人のつながりの構築

【ホームページのリニューアル】
平成28年度に事務所ホームページのリニューアルを実施した。
「問い合わせフォーム」については、タブレット端末やスマートフォンの
小画面での閲覧・入力に対応し、フォーマットを変更するとともに、受領
メール発信（リマインダー）機能を追加した。

【新】トップページ

実施内容

【メールマガジンの配信】
平成28年度より、「いーな猪名川メールマガジン」を開始し、地元NPO向
けに猪名川流域のイベント・工事などの情報提供をしている。
平成28年度は13団体に17回のメールマガジンの配信を行った。

【プッシュ型情報提供】
洪水時に住民の主体的な避難を促進するため、洪水情報のプッシュ型配
信を開始した。

プッシュ型情報発信

結 果

プッシュ型情報提供については、平成29年5月1日時点での配信対象
市町村は、豊中市、池田市、川西市の3市。
尼崎市、伊丹市においては平成30年5月に配信開始予定であり、こ
れをもって流域全市への配信が完了する。
今後も、ユーザー目線での検討を踏まえ、発信する情報の整理やシ
ステム構築・改良を実施していく。
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【観点】住民に関心をもってもらうための取り組み

【指標】住民、住民団体との交流内容

【アニバーサリープロジェクト】（平成28年度）
川西・池田地区築堤事業5周年を記念し、地域の方々と治水施設の生
い立ちを振り返り、地域の災害リスクについて再認識していただくため、
パネルを用いた展示会を実施した。

結 果

【河川元気！猪名川堤防パワーアップ説明会】（平成28年度）
関東・東北豪雨を踏まえた「水防災意識社会 再構築ビジョン」の取組
みのひとつ「危機管理型ハード対策」の天端舗装等の工事実施予定箇
所である尼崎市の東園田地区において、「河川元気！猪名川堤防パ
ワーアップ説明会」を実施した。
説明会では、猪名川の既往水害、これまでの治水対策、水防災意識社
会再構築ビジョン、その他猪名川河川事務所の取り組み等を説明し、シ
ルバー人材の方々約200名の方が参加された。

河川元気！猪名川堤防パワーアップ説明会（H28）

パネル展を通じて、「洪水についてこれまで知らなかったことや対策につい
て、今回知ることができた。」「治水事業の前と後がよくわかり、河川事務所
がこのようなことを行っているのだと理解できた。」などの意見を得ている。
広報の手法を工夫することにより、流域住民に川や水防災へのより深い関
心を持ってもらうことができると考えており、引き続き多様な交流手法の開
発・改良等に取り組んでいく。

実施内容

地域住民に対して河川への関心を高めるため啓発活動等を行い、その
際は既存の資料館等の活用や住民・住民団体(NPO等)との連携を行う。
（整備計画記載箇所：p37）

全体像

実施内容

日常からの川と人のつながりの構築

実施方針

住民、住民団体との交流の場として、工事実施に向けた工事説明会等
を開催するなど、交流手法の開発に取り組む。

川西市役所 池田市役所

アニバーサリープロジェクト パネル展示（H28）

○開催場所・日時
①アステ川西6階 アステギャラリー 8月12日～8月26日
②川西市役所 ロビー 8月12日～8月26日
③池田市役所 ロビー 8月26日～9月8日
④川西市公民館 8月12日～8月26日
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日常からの川と人のつながりの構築

全体像

実施方針

歩行者が河川に沿って容易に
移動でき、安全に水辺に近づけ
るよう、小径（散策路）の整備を
継続して実施する。
（整備計画記載箇所：p38）

小径の整備イメージ

小径（散策路）の計画にあたっては、できるだけ川の両岸に沿うものと
する。なお、自転車と歩行者との安全な利用について検討するほか、河
川の距離標の表示を見やすくするなど利用者の利便性の向上を図る。

実施内容

【観点】小径（散策路）、「歴史文化の薫る散歩道（仮称）」の整備

【指標】小径（散策路）の整備内容・延長

小径（散策路）の整備状況

未整備
整備済み

H27舗装改修
を実施

実施内容

小径については、歩行者等が河川に沿って容易に移動でき、安全
に水辺に近づける施設として、「河川区域内で歩車分離され、舗装
済みで円滑に通行できるもの」と定義し、高水敷道路や河川管理用
通路を小径として位置づけており、平成28年度までの猪名川におけ
る整備率は約86％、残区間は5.4kmとなっている。

舗装改修実施箇所（H27）

32.7km

5.4km

小径の整備率

整備済み

未整備

整備率85.8％

スポーツ
27%

釣り
2%

水遊び
3%

散策等
68%

利用形態別の割合平成26年度調査（河川水辺の国勢調
査）によると、年間河川空間利用者総数
（推計）は約103.8万人であり、その68％
が散策路としての利用である。
今後も、小径整備進捗の手法につい
て、検討していく。

小径利用状況

結 果
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【観点】憩い、安らげる河川の整備

【指標】河川を安心して利用できる整備内容・箇所数

全体像

トイレは、平成28年度現在、占用公園内に13箇所設置されている。
平成28年度には、川西市の占用する東久代公園において、公園内に
アプローチする階段への手摺りを新設し、公園利用時の安全性向上が
図られている。

実施内容

憩い、安らげる河川の整備のため、川を子どもや高齢者でも安心して
利用でき、多くの人が気軽に集うことができる場として、地元自治体とも
連携して、ベンチ、木陰、スロープ及び清潔な水洗トイレ等の整備を実施
する。（整備計画記載箇所：p39）

実施方針

実施内容

日常からの川と人のつながりの構築

河川内で子どもや高齢者でも安心して利用でき、多くの人が気軽に集
うことができる場となるよう、トイレ等を設置していた。また、今後も安心し
て、気軽に利用できる場として整備を進めるとともに、施設整備にあたっ
てはバリアフリー化などを進める。

公園施設 施設名

便益施設 移動式トイレ、水飲み場、駐車場等

管理施設 車止め、ベンチ等

給水施設 給水系統、排水系統

河川を安心して利用できるように、占用者にて公園施設の計画的な補
修等を行っている。

対象施設

トイレや階段手摺りの設置により、子どもや高齢者でも安心して河川
利用ができ、憩い、安らげる河川の実現に寄与している。

公園に設置されているトイレ 新設された手摺り（H28）

都市公園ドラゴンランド

猪名川緑地

東久代公園

猪名川河川敷公園

藻川河川敷公園

トイレ設置

手摺り新設

結 果
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万一の堤防決壊に備え、避難誘導と危機意識の醸成に資するため、ま
るごとまちごとハザードマップ及び浸水実績表示看板等の設置を推進す
る。
設置に当たっては、「水防災意識社会再構築ビジョン」に基づき、流域
の各市町において、関係自治体との連携・調整の上で実施していく。

【観点】破堤氾濫に備えた分かりやすい情報発信

【指標】まるごとまちごとハザードマップ設置箇所・設置数

猪名川沿川住民の防災意識調査によると、まるごとまちごとハザー
ドマップの設置数の多い川西市では他の自治体と比べ、まるごとまち
ごとハザードマップの認知度が高く、取組が浸水リスクを伝えることに
繋がることが確認できている。
今後も、各自治体との協議によって、合意が得られる箇所での設置
を進め、浸水リスク等について、地域住民への周知に努める。

実施方針

個々の住民が日頃より洪水に対する危険性を具体的に意識できるよう
に、近年発生した洪水等について浸水実績水位及び発生原因、浸水想
定区域や避難経路・避難場所等を市街地に表示する「まるごとまちごとハ
ザードマップ」を推進する。（整備計画記載箇所：p39）

洪水・災害時の人と川とのつながりの構築

全体像

尼崎市椎堂1丁目での設置例
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）

まるごとまちごとハザードマップ設置箇所数

平成27年度には11箇所
設置し、設置箇所は平成28
年度末累計で47箇所となっ
ている。

【平成27年度設置箇所】
川西市：4箇所
池田市：1箇所
尼崎市：6箇所

【市町別累計設置箇所数】
川西市：23箇所、池田

市：5箇所、伊丹市：5箇所、
尼崎市：14箇所、豊中市：0
箇所

14

5

23

0

5

0
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15

20

25

尼崎市 伊丹市 川西市 豊中市 池田市

市町別累計設置箇所数

結 果

実施内容

実施内容

まるごとまちごとハザードマップを、自治体との調整によって協議が整っ
た箇所で設置を進めている。
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定期的に協議会を開催することにより、関係自治体との連携を強化し
ていく。なお、必要に応じて、担当者会議を開催するなど、関係機関の担
当者レベルでコミュニケーションの場を設けることで、より連携を図ってい
くこととする。

平成27年9月の関東・東北豪雨
による鬼怒川の堤防決壊を踏ま
え、「水防災意識社会 再構築ビ
ジョン」の実現に向けて「猪名川・
藻川大規模氾濫に関する減災対
策協議会」を新たに立ち上げ、平
成27年度から平成28年度にかけ
て、トップセミナー、市長説明、協
議会、幹事会等を計8回開催して
いる。

実施内容

【観点】関係機関との連携

【指標】協議会等との連携内容

「猪名川・藻川大規模氾濫に関する
減災対策協議会」の開催状況

実施方針

上下流の利害等の調整を円滑に進めるために、河川管理者（国・自治
体）同士が議論を深めていくとともに、淀川流域全体の市町村が一堂に
会し、水源地の保全や水害に強いまちづくりなど流域の市町村が一体と
なって取り組むべき様々な課題について意見交換できる場を設置する。
（整備計画記載箇所：p40）

洪水・災害時の人と川とのつながりの構築

全体像

実施内容

H28.8.19（第1回協議会）

猪名川・藻川大規模氾濫に関する
減災対策協議会の立ち上げ状況（H27～H28）

第１回協議会（H28.8.19）
●協議会立ち上げ手続き
●「取り組み方針（案）」協議 ●今後のスケジュール

第2回幹事会（H28.10.3）
●取組方針（案）の修正について

トップセミナー（H27.10月）
●タイムライン、浸水想定区域図、重要水防箇所、ﾊｻﾞｰ
ﾄﾞﾏｯﾌﾟﾎﾟｰﾀﾙｻｲﾄについて

市長説明（H28.2月～3月）
●「水防災意識社会 再構築ビジョン」の取組ついて

第3回幹事会（H29.3.24）
●取組方針に対するフォローアップについて

第2回協議会（H28.10.12）
●「取り組み方針（案）」承認
●今後のフォローアップについて

第1回幹事会（H28.7.21）
●各市の取組方針について

準備会（H28.3.24）

平成29年度以降：フォローアップ

「猪名川・藻川大規模氾濫に関する
減災対策協議会」フォローアップに向けて

H29.3.24（第3回幹事会）

平成28年度に開催した第2回協議会において、「猪名川・藻川の大規模氾
濫を前提とした減災に係る取組方針」を策定している。
今後、取組方針に位置づけられた施策として、水害リスクの高い下流域、
島の内地区での「島の内災害に強いまちづくりプロジェクト」（主にハード対
策）をはじめ、氾濫発生時における「逃げ遅れゼロ」「社会経済被害の最小
化」を目指すソフト施策を実施していく。

結 果

○協議会参加機関

・豊中市 ・大阪府

・池田市 ・兵庫県

・尼崎市 ・大阪管区気象台

・伊丹市 ・神戸地方気象台

・川西市 ・一庫ダム管理所

・ ・猪名川河川事務所
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【観点】上下流交流の促進

【指標】水源地域ビジョンに基づく活動内容

上下流の連携の構築

実施内容

５
上下流の交流・連携を一層進め、相互の理解を深めることで、下流域
は上流域に感謝し、上流域は下流域のことを気遣うような関係を構築し
ていく。また、「ダム水源地ネットワーク」として、ダム水源地の役割や重
要性の理解を得るための情報発信を今後とも継続する。
（整備計画記載箇所：p40,41）

実施方針

あ
上下流交流については、関係機関と連携しダム施設見学会、ダム湖周
辺におけるマラソン大会、水源地域の植林活動、水質保全対策の実施
や不法投棄対策の実施など水源地域ビジョンの取り組みを継続的に推
進する。

全体像

流木のペインティング

平成28年度参加者（39名）

一庫ダム水源地域ビジョ
ン推進協議会主催の流木
ペインティング大会は、ダ
ム湖に流入した流木を有
効活用して芸術作品を創
作するとともに、会場周辺
のゴミを拾って美しい猪名
川・知明湖の再生を目指
すイベント。
平成28年7月31日（日）
には計39名の参加者によ
り知明湖キャンプ場にて
開催。

実施内容

53
43 39
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60
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参
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人
）

流木ペインティング大会の参加者数

結 果

廃棄物となる流木を使って芸術作品を作り、利用者からも「きれいな
流木はなかなか手に入らないので、普段あまり経験できない体験がで
きた。」など好評を得ており、今後も下流域の住民等とダム施設との関
わりを深めるイベントとして実施していく。

作品を、川西
市役所にて展示

一部作品は、川西市役所1階や一庫ダム管理所入口で展示している。
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No. 点検項目 観点 指標
平成26～28年度

進捗
説明資料項

1

多様な生態系を有する淀川
水系の再生と次世代への継
承

琵琶湖・淀川水系の生態系の固有性および多様性の
価値に関する保全

イタセンパラを目標種とした淀川中下流域での環境再生の実施内容・個体数 該当無し

2 ナカセコカワニナの生息・繁殖環境として望ましい河川環境の再生方策の検討内容 該当無し

3 オオサンショウウオの生息・繁殖に適した河川環境の再生・創出方策の検討内容 該当無し

4 アユモドキの生息環境として望ましい河川環境の再生方策の検討内容・確認箇所数 該当無し

5 生態系・生物群集多様性の維持・回復に向けた取組 関係機関が連携した取り組み内容 該当無し

6 外来種対策の実施 外来種の現状把握と対策内容 進捗有り ８７

7

良好な景観の保全・創出の取り組み

瀬田川の水辺のあり方に関する取り組み内容 該当無し

8
ダム貯水池の斜面裸地対策、ダム周辺における構造物等の景観対策の実施内容・対策箇所

数
進捗有り ８８

9
河川景観を損ねている不法工作物等の計画的な是正やゴミの不法投棄の防止内容・対策箇

所数
進捗有り ８９

10

河川の連続性の確保

河岸-陸域の連続性の確保

ワンドやたまりの保全・再生内容・整備箇所数 該当無し

11 干潟・ヨシ原の保全・再生内容・面積 進捗有り ９０

12
内湾-汽水域-河川、琵琶湖-内湖・流入河川の連続性

の確保
既設の堰・落差工の改良内容 進捗有り ９１

13

川本来のダイナミズムの再生

水位変動リズム回復のための流況・位況（流量・水位の
変動様式）の改善

淀川大堰による水位操作の改善内容 該当無し

14 瀬田川洗堰による水位操作の改善内容 該当無し

15 琵琶湖における水位低下緩和方策の検討内容 該当無し

16 流況の平滑化に対する河川環境の改善 既設ダムにおける弾力的運用等の検討内容・魚類確認数 進捗有り ９２９２

17
河川環境上必要な流量を確保するための流況・位況

（流量・水位の変動様式）の改善
流水の正常な機能を維持するため必要な流量の確保内容・正常流量確保日数 進捗有り ９３

（２）河川環境（猪名川）
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No. 点検項目 観点 指標
平成26～28年度

進捗
説明資料項

18

流域の視点に立った水循環・
物質循環系の構築

流域視点による水質対策の実現や流域的な現状把握
状況

水質総量規制の実施体制の検討、新たな水質浄化の取り組み内容 進捗無し

19 南湖の再生プロジェクト取り組み内容 該当無し

20

水質負荷と環境影響についての流域的な現状把握

琵琶湖の水質保全対策の取り組み内容・効果 該当無し

21 河川の水質保全対策の取り組み内容 進捗有り ９４

22 ダム貯水池の水質保全対策の取り組み内容・対策実施数 進捗有り ９５

23

流域の土砂生産・移動・堆積の実態把握

河床変動等の土砂動態のモニタリング、総合土砂管理方策の検討内容（既存ダム、ダム下流） 進捗有り ９６

24 土砂を下流へ流すことができる砂防えん堤の設置内容・設置数（砂防施設） 該当無し

25

流域管理に向けた継続的な
施策展開

モニタリングの実施 河川環境のモニタリングの実施内容 進捗有り ９７

26 生物の生息・生育・繁殖環境に配慮した工事の施工 生物の生息・生育・繁殖環境に配慮した工事の施工の実施内容・箇所数 進捗有り ９８

27 関係機関との連携による河川環境や景観の保全・再生 関係機関との連携による河川環境や景観の保全・再生の実施内容 進捗有り ８７

28 河川管理者以外の者が管理する施設に対する働きかけ 河川管理者以外の者が管理する施設に対する働きかけの実施内容 進捗有り ９９

29 河川環境の保全と再生のための人材育成 河川環境の保全と再生のための人材育成の実施内容 進捗有り １００

30 流域管理に向けた環境情報に関する調査研究の実施 流域管理に向けた環境情報に関する調査研究の推進の実施内容 該当無し

（２）河川環境（猪名川）
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【観点】外来種対策の実施、関係機関との連携による河川環境や景観の保全・再生

【指標】外来種の現状把握と対策内容、関係機関との連携による河川環境や景観の保全・再生の実施内容

河川水辺の国勢調査等を含む現地調査により、外来種の現状把握を
実施する。

なお、特定外来種対策の実施にあたっては、猪名川自然環境委員会の
学識経験者から指導・助言を得ながら効果的な対策を検討して実施する。

啓発活動に関しては、河川レンジャー等を通じて、水質一斉調査や猪名
川水環境パネル展、意見交換会等を実施する。

実施方針

実施内容

結果

全体像

在来種を脅かす外来種対策の推進のために、侵略的外来種の実態調
査を継続し、関係機関や住民・住民団体（NPO等）と連携しながら駆除等
の対策を推進するとともに、持ち込みの自粛やペットの適切な飼育を呼
びかけるなど啓発活動を実施する。（整備計画記載箇所：p43）

多様な生態系を有する淀川水系の再生と次世代への継承、流域管理に向けた継続的な施策展開

【外来種の現状把握】
水辺の国勢調査の実施により、外来種の現状についての把握を行っている。

減少
減少

減少

流域におけるアレチウリ繁茂箇所
（NPO法人流域ネット猪名川資料より）

【駆除活動の
取り組み】

平成21年度
より、河川協力
団体である「流
域ネット猪名
川」「自然と文
化の森協会」
等と連携し、ア
レチウリ等の
外来植物の抜
取駆除を実施
している。

実施内容

猪名川の中流から上流区間においては、対策前の平成16年度から平成27年
度にかけて外来植物の占有率は減少しており、河道掘削及び駆除活動の効果
と認識している。

今後、取組みを実施している協力団体の支援を継続するとともに、占有率の
上昇している下流域での取組みについて、誘導していく。

外来植物占有率の経年変化（水面除く河道内）

⑤

⑥

①

②

③

④

※①～⑥の番号は、下段
グラフの区間番号

調査地点
アレチウリ無

駆除作業地点
アレチウリ繁茂
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【観点】良好な景観の保全・創出の取り組み

【指標】ダム貯水池の斜面裸地対策、ダム周辺における構造物等の景観対策の実施内容・対策箇所数

実施方針

全体像

良好な景観の保全・創出のために、ダム貯水池の斜面における水位変
動域の裸地対策として緑化等を行うとともに、ダム周辺における構造物
等の景観対策について検討する。（整備計画記載箇所：p44）

多様な生態系を有する淀川水系の再生と次世代への継承

ダム貯水位は治水及び利水のため、年間を通して比較的大きな変動
が生じている。その貯水位変動に伴い、水位変動域では長期間の水没
や、波浪等による浸食のために土壌が流出するなどの理由によって斜
面において裸地が露出し景観を損ねているところもある。

貯水池斜面を調査し検討を行った結果、洪水期制限水位より下の裸地
については冠水日数により緑化は難しいことから、洪水期制限水位より
上の範囲を対象として、良好な景観の確保及び創出を図るための裸地
対策を実施する。

一庫ダム（水資源機構）においては、適時現況を確認し有識者の助言
を得ながら裸地について緑化を検討していく。

一庫ダムの水位変動域は、陸上に露出する7月～11月の間、当該裸地
の植生が早期に繁茂し、樹林が広く分布している。（写真1、２、３）

裸地の植生状況は、貯水池のEL.140m～EL.145mより上部標高はコナ
ラやクヌギ林などの落葉広葉樹林、落葉広葉樹林の下部は洪水期制限
水位（EL.135.3m）までイタチハギが分布していることを確認している。
（写真４）

実施内容

写真１：H9.6.17 （貯水位 EL.134.7m）

写真２：H15.7.2 （貯水位 EL.134.8m）

写真３：H29.7.29 （貯水位 EL.135.15m）

写真４：ダム湖岸の植物生育状況

制限水位低下時

結 果

一庫ダムにおいて、裸地についての現状を確認した結果、水位変動に
よって生じる裸地は自然植生により植生が早期に繁茂することから、今
後も引き続き現状確認を行い、裸地発生の際は対策等を検討していく。

実施内容
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【観点】良好な景観の保全・創出の取り組み

【指標】河川景観を損ねている不法工作物等の計画的な是正やゴミの不法投棄の防止内容・対策箇所数

多様な生態系を有する淀川水系の再生と次世代への継承

全体像

河川景観を損ねている不法耕作の計画的な是正やゴミの不法投棄の
防止に努める。（整備計画記載箇所：p44）

不法耕作面積は、粘り強い指導により平成25年度以降0m2の状態を
維持している。

結果

実施方針

実施内容

不法耕作に対し是正看板設置や現地指導を行い、警告看板をした後
に現地の整地を実施している。

河川区域内へのゴミ投棄対策として、啓発活動、警告看板設置を進
める。

水上バイクの利用は全川的に迷惑行為として禁止しており、不法係留
船及び投棄船の現地調査結果を関係機関へ情報提供し不法係留解消
に向け取り組みを進める。

不法耕作については、平成
25年以降は発生していない。

ゴミの不法投棄については、
事務所ホームページ上で不法
投棄禁止の啓発を行うととも
に、投棄箇所には警告のため
の木製看板を設置（平成26年
度新たに5カ所）して意識啓発
を図っている。

不法係留船は管轄内に1件
有り、所有者に対して移動を
指導中である。

不法投棄については、平成24年度以降は概ね減少傾向となっており、
平成28年度は、38m3の不法投棄ゴミ等を処分した。

今後も引き続き、投棄箇所での警告看板による啓発を実施するととも
に、投棄が発生する前の事前の対策について、現場における取組の中
で検討していく。
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【観点】河岸-陸域の連続性の確保

【指標】干潟・ヨシ原の保全・再生内容・面積

水陸移行帯の再生に寄与する礫河原の再生事業及び事業実施箇所
でのモニタリング調査を、猪名川自然環境委員会の指導・助言を得なが
ら、実施する。

今後の河川整備は、「「川が川をつくる」のを手伝う」との認識のもと、
「多自然川づくり基本指針」（平成18年10月）に基づき、山から海までのつ
ながり、流水・流砂や生物・生態系のつながり、川や湖と人の暮らしとの
つながりを回復するため、河川の横断方向及び縦断方向の連続性、湖や
河川と陸域との連続性を徹底して確保することを目指す。

（整備計画記載箇所：p44）

実施方針

全体像

河川の連続性の確保

実施内容

「かつて猪名川に存在した“多様な生物がすむ身近な”河川環境の回
復」を目標として、71,600m2（全体計画）の礫河原の再生を進めており、平
成28年度で25,200m2の整備を完了している。

整備済みの北伊丹地区では、平成21年度から礫河原再生地において
整備後の推移を把握するためのモニタリングを実施している。

再生前 再生後

礫河原再生のイメージ

桑津橋
地区

北伊丹地区

猪名川大橋
地区

礫河原再生
（全体計画）

実施内容

19000 19000
23500 25200

0

20000

40000

H25迄 H26 H27 H28

面
積

（
m

2
）

礫河原再生面積

礫
河
原
の
再
生

外来種を
抑制し
在来種を
再生

結果

モニタリングの結果から、再
生した礫河原は流出・堆積を
繰り返しながら形状を変えて
いるが、礫河原は維持され、
水陸移行帯に成立するオギ群
落も再生している。

また、かつて見られた猪名川
の河原景観再生にも寄与して
いる。

よって、今後もモニタリングに
よるフィードバックを得ながら、
事業進捗を図る。

：整備済み

：未整備

：河原再生箇所

凡 例

礫河原を好むイカ
ルチドリもＨ28年
度に10個体確認
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【観点】内湾-汽水域-河川、琵琶湖-内湖・流入河川の連続性の確保

【指標】既設の堰・落差工の改良内容

猪名川自然環境委員会等の指導・助言を得ながら、河川横断工作物
（堰・落差工）への魚道（簡易魚道を含む）の設置を推進し、河川縦断方
向の連続性確保を図る。

結果

実施方針

実施内容

アユ、ウキゴリ類、モクズガニを魚道設計対象種として、平成20年度よ
り、魚類等の遡上に支障のある堰・落差工について、魚道（簡易魚道を
含む）の設置を進め、平成26年度に池田床固への設置をした。

全体像

河川の連続性の確保

魚類等の遡上・降下が容易にできるよう、既設の河川横断工作物
（堰・落差工）について、効用や効果、その影響を点検し、撤去や魚道の
設置・改善など改良方策を検討する。（整備計画記載箇所：p46）

平成26年度の池田床固の改修をもって、計画されていた魚道（簡易魚
道を含む）の整備は完了している。
これらの魚道整備の結果、従来より上流部で設計対象種の魚や底生

生物の溯上が確認されるようになっている。引き続き、モニタリングにつ
いては自然環境委員会の指導・助言を得ながら進めていく。

池田床固の簡易魚道（施工前） 池田床固の簡易魚道（施工後）

簡易魚道

溯上するアユ
（モニタリング調査より）

※上津島床固は魚道未設置だが、部分的に落差が小さい箇所があり、連続性は保たれている。

池田床固の簡易魚道
（施工後）縦断イメージ

上流側

下流側
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【観点】流況の平滑化に対する河川環境の改善

【指標】既設ダムにおける弾力的運用等の検討内容・魚類確認数

全体像

河川の流水中に生息・生育・繁殖する水生生物や水辺等に生息・生
育・繁殖する陸生生物にとって、水位や流量の変動などの川のダイナミ
ズムによって生じる水辺の冠水や攪乱などが重要なことから、堰による
水位操作の改善やダムの運用の改善など必要な方策を関係機関と協
議・調整をした上で実施する。（整備計画記載箇所：p48）

【ダムの弾力的管理試験】

実施内容

川本来のダイナミズムの再生

【フラッシュ放流による土砂還元】

土砂還元実施状況

130
132
134
136
138
140
142
144
146
148
150

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

平年貯水位 H27年貯水位

制限水位(EL.135.3m)

常時満水位(EL.149.0)

貯水位(EL.m)

弾力的管理試験による水位移行（H27）

洪水期（6/16～10/15）

活用期間
（6/16～7/15）

●ダム下流河川の環境復元を目的とした取
り組みとして、平成15年からフラッシュ放
流による土砂還元を、平成18年からダム
の弾力的管理試験を実施している。

実施方針

流況の平滑化等に伴う河川環境に対する影響を改善するために、水
位変動や攪乱の増大を図る試験操作を実施し、適切な運用に向けて検
討する。また、逃げ遅れによる魚類のへい死を招かないよう、急激な水
位低下が生じないダム等の運用操作を実施する。

実施内容

ダム下流で環境改善
の指標種としているオ
イカワについて、土砂
還元と弾力的管理試験
を開始して数年が経過
した平成18年度以降、
年によって増減はある
ものの、個体数は増
え、平成28年は、一庫
ダム下流の実験区に
おけるオイカワ個体数
は387匹となっている。
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弾力的管理試験（H18～）

オイカワ個体数経年変化（一庫新橋～ダム下実験区）

個
体
数

土砂還元フラッシュ放流（H15～）

オイカワ

アユ

ヨシノボリ類

一庫ダムでは、一庫
ダムから猪名川本川
合流点までの5km 区
間の一部について減
水区間が生じ、魚類
の生息等に必要な流
量が不足する状況が
みられたため、平成18
年度からダム下流の
流況改善を目的として
弾力的管理試験を実
施している。

結果

一庫ダム（水資源機構）
では、平成15年度から下
流河川環境改善のために
洪水期への移行操作期間
（例年5月）にフラッシュ放
流による土砂還元を実施
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【観点】河川環境上必要な流量を確保するための流況・位況（流量・水位の変動様式）の改善

【指標】流水の正常な機能を維持するため必要な流量の確保内容・正常流量確保日数

流況の平滑化等に伴う河川環境に対する影響を改善するた
めに、全ての既設ダムにおいて水位変動や攪乱の増大を図る
試験操作を実施し、適切な運用に向けて検討する。また、逃げ
遅れによる魚類のへい死を招かないよう、急激な水位低下が生
じないダム等の運用操作を実施する。

周辺の地下水や伏流水への影響を含めた河川環境上必要
な流量を検討するとともに、確保可能な流量を把握するために
必要な諸調査を実施する。

結果

実施方針

全体像

川本来のダイナミズムの再生

水位変動や攪乱の増大を図り川のダイナミズムを再生させる
ために、治水、利水への影響を考慮した上で、できるだけ自然
流況に近い流量が流れるようダム・堰等の運用を試行し、モニタ
リング及び評価を行う。河川特性に応じ、周辺の地下水や伏流
水への影響を含めた河川環境上必要な流量を検討する。

（整備計画記載箇所：p49）

実施内容

平成26年については、取水制限が14日発生したが、ダムからの補給及び取水
制限の実施により、利水及び環境への深刻な影響を回避することができた。

過去3年間でみると、平成26年は55％、
平成27年は91％、平成28年は96％の日数
で正常流量を満たしている。

なお、平成26年については、夏季の少
雨傾向により、一庫ダムの貯水率が下が
り、猪名川渇水調整委員会を開催して取
水制限を実施した。

実施内容

平成19年から平成28年の
10年間の小戸地点の流量（平
成28年は暫定値）は約77％の
日数で正常流量（1.4m3/s）を
満たしている。

期別の取水計画に基づい
て、一庫ダム（水資源機構）よ
り必要な水量を補給してい
る。
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【観点】水質負荷と環境影響についての流域的な現状把握

【指標】河川の水質保全対策の取り組み内容

実施方針

全体像

流域の視点に立った水循環・物質循環系の構築

河川の水質保全対策のために、河川、湖及びダム貯留池に
おける水質環境基準の達成を目標とすることにとどまらず、生
物の生息・生育・繁殖環境から見て望ましく、安心して水辺で遊
べ、水道水源として望ましいなど、平常時における河川水質の
新たな目標（生物指標による目標を含む）を設定し、監視地点、
測定頻度や監視項目を増加させる等、平常時における監視を
強化するとともに、自治体、関係機関、住民・住民団体（NPO
等）が行う水質保全活動について支援を行い、流域をも対象と
したデータの共有化を図る。（整備計画記載箇所：p51）

【河川水質の監視地点・測定項目・測定】
水質汚濁防止法の規定に基づいた各府県の水質測定計画及び水文観測業務計画に

より、府県内の公共用水域の水質を環境基準に照らし合わせて監視した。重金属、ダイ
オキシン類等の有害物質調査では、基準値を超過したデータは観測されなかった。
【流域の関係機関と連携した施策】

「神崎川水質汚濁対策連絡協議会 猪名川分科会」の主催により、猪名川流域の自治
体、ＮＰＯ等活動団体、学生等が交流を図り、猪名川の水環境に関する知識と関心を高
めることを目的とした「水環境交流会」、流域の一般市民の方々への猪名川の水環境に
関わる活動の広報を目的とした「水環境パネル展」を開催し、これらイベントの中でパネル
展示や活動発表等の場を通じて、水質保全と排出物等による河川への汚濁負荷抑制に
関する啓発を行っている。

【水生生物調査】
猪名川流域の人々に河川愛護や水質

問題に関心を持ってもらうことを目的に、
7月の猪名川の愛護セミナー（年1回、3箇
所）や小学校への出前講座等（5～10回/
年）を実施した。

実施内容

結果

猪名川のＢＯＤの年75％値
は、平成28年の値では、全区間
環境基準を満たしている。

利倉地点は、下水処理場直
下で処理水の影響から水質改善
が進まなかったが、「神崎川水質
汚濁対策連絡協議会 猪名川分
科会」において水質の情報を共
有することで、下水道事業者へ
の動機付けとなり、高度処理の
進展によって平成27年以降は環
境基準を満たすこととなった。せせらぎ水路付近での水生生物調査状況

実施内容

水環境交流会（H28） 水環境パネル展(H28）

水質汚濁防止法の規定に基づいた各府県の水質測定計画及
び水文観測業務計画により、府県内の公共用水域の水質を環
境基準に照らし合わせて監視していく。重金属、ダイオキシン類
等の有害物質について調査を行う。淀川水系においては「淀川
水質汚濁防止連絡協議会」「神崎川水質汚濁対策連絡協議会」
が組織されており、関係自治体・関係機関・学識者と共に連携し
ながら、流域的な水質管理方法及び汚濁対策について検討し、
水質に関する情報の収集・交換、相互の連絡調整を図る。

類型の目標値
銀橋 A類型（BOD 2.0mg/L以下） 呉服橋 A類型（BOD 2.0mg/L以下） 軍行橋 A類型（BOD 2.0mg/L以下）
猪名川橋 D類型（BOD 8.0mg/L以下） 利倉 D類型（BOD 8.0mg/L以下） 中園橋（藻川） B類型（BOD 3.0mg/L以下）
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【観点】水質負荷と環境影響についての流域的な現状把握

【指標】ダム貯水池の水質保全対策の取り組み内容・対策実施数

流域の視点に立った水循環・物質循環系の構築

実施方針

実施内容全体像

結果

ダム貯水池の水質保全対策については、汚濁メカニズムの調査検討
をふまえ、各種の対策を継続的に実施する。

ダム貯水池でのアオコ・淡水赤潮による水質障害や、放流水温・水質
に起因すると考えられる生物の生息・生育・繁殖環境への影響を軽減す
るため、曝気設備の新増設や選択取水設備等による水質保全対策を実
施する。

なお、曝気設備などの水質保全設備が導入されているダムにおいて
は、その効果を調査しながら、より効果的な運用改善を図る。

・既設の選択取水設備の活用を継続するとともに、より効果的な運用
改善を図る。

・既設の深層曝気設備を継続して活用するとともに、より効果的な運用
改善を図る。

・ダム湖の水質調査や底質モニタリングを継続実施し、ダイオキシン類
等の有害化学物質対策や底質改善対策等について必要に応じて実施
する。

河川の水質保全対策のために、河川、湖及びダム貯留池における水質
環境基準の達成を目標とすることにとどまらず、生物の生息・生育・繁殖
環境から見て望ましく、安心して水辺で遊べ、水道水源として望ましいな
ど、平常時における河川水質の新たな目標（生物指標による目標を含む）
を設定し、監視地点、測定頻度や監視項目を増加させる等、平常時にお
ける監視を強化するとともに、自治体、関係機関、住民・住民団体（NPO
等）が行う水質保全活動について支援を行う水質保全活動について支援
を行い、流域をも対象としたデータの共有化を図る。
（整備計画記載箇所：p51）

一庫ダムでは、浅層曝気設備を平成18年6月より試験的に運用して
おり、近年の浅層曝気設備の増強等もあって、アオコの原因となるミクロ
キスティスが減少傾向にあり、平成24年以降の発生は極僅かである。

その結果、近年、下流浄水場においてアオコ取水によるカビ臭や濾
過障害の報告は無く、ダム地点でもアオコの発生が無いため、カビ臭(異
臭）、景観障害は発生していない。

一庫ダム（水資源機構）では、選択取水設備、浅層曝気設備6基、深
層曝気設備2基を運用するとともに、ダム貯水池水質調査要領に基づ
き、月1回の頻度で、貯水池水質のモニタリング調査を行っている。

※浅層曝気設備は平成18年6月より2基（試験的運用）、平成23年4月より4基、
平成24年4月より深層曝気設備（浅層曝気併用型） 2基を運用開始

ミクロキスティス細胞数の変化

95



【観点】流域の土砂生産・移動・堆積の実態把握

【指標】河床変動等の土砂動態のモニタリング、総合土砂管理方策の検討内容（既存ダム、ダム下流）

実施内容全体像

実施方針

土砂移動の連続性の確保のために、川底、水辺や河原、河川敷などの
河川空間は、上流部などから洪水の度に繰り返し運ばれる土砂が堆積・
移動することによって形成されることから、洪水に含まれる土砂の粒径分
布や、その堆積場所や堆積量が変化することは、流水中や水辺等に生
息・生育・繁殖する生物にとっても環境変化を生じさせることになる。この
ため土砂移動を分断しているダム等の河川横断工作物について、土砂移
動の連続性を確保するための方策を、山地流域から沿岸海域に至るまで
総合的に検討する。（整備計画記載箇所：p54）

実施内容

猪名川の総合土砂管理方策について、猪名川全体の土砂収支を把握
するための長期シミュレーション、土砂動態マップの検討など土砂管理方
策について検討を進める。

流域の視点に立った水循環・物質循環系の構築

【土砂動態マップ】
猪名川流域の土砂の

堆積場所や堆積量等を
把握するため、土砂動
態マップを作成してい
る。

その結果、分派地点よ
り上流で1.2万m3/年の
土砂堆積傾向、同じく分
派地点より下流で0.1万
m3/年の堆積傾向と
なっている。

猪名川においては、土砂動態マップ作成からの知見を活用し、今後、
土砂管理において、効率的な方法を総合土砂管理委員会で議論して
いく。

一庫ダムにおいては、今後の状況によって堆砂除去等適時検討して
いく。

土砂動態マップ（全
粒径、年平均通過

土砂量）
（H17.1～H27.12の

近年11年間）

一庫ダム（水資源機構）において土砂動態の実態把握のためのモニタ
リングとして、貯水池の堆砂調査を継続して実施した。堆砂については、
経年的に観測誤差により上下するものの、現状（平成28年度時点）34年
経過で堆砂率34％となっており大きく計画値を超えていない。
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【観点】モニタリングの実施

【指標】河川環境のモニタリングの実施内容

全体像

流域管理に向けた継続的な施策展開

河川整備にあたって、事業実施前後にモニタリングを実施し、生物の生
息・生育・繁殖環境に関する評価を行い、数多くの知見を集積してより良い
河川環境の創出につなげる。（整備計画記載箇所：p55）

河川整備にあたって、事業実施前後にモニタリングを実施し、生物の生
息・生育・繁殖環境に関する評価を行い、数多くの知見を集積してより良い
河川環境の創出につなげる。

実施方針

河道掘削等の事業の実施に
あたり、「猪名川自然環境委員
会」（以下、環境委）等の専門家
の助言を得ながらモニタリングを
実施した。

平成26年度は9件、平成27年
度は7件、平成28年度は15件の
案件を環境委に諮った。

実施内容

結果

弥生ヶ丘・善法寺地区
（藻川0.6k付近）では、環境
委より助言を頂いた【要配
慮事項】に則って平成26年
度に河道掘削を実施。

その後、一度裸地化し
た高水敷で、植生（オギ・ヨ
シ群落）とともに、カヤネズ
ミの生息環境も回復してい
ることを、モニタリングで確
認している。

工事

↓

●カヤネズミの営巣場所となるオギ・ヨシ群落が回復。
●H28にはカヤネズミの巣を計5箇所で確認。

施工後（H28.10）

工事により
裸地化

植生
回復

カヤネズミの生息環境（オギ・ヨシ群落）の経年変化

【環境委からの助言による要配慮事項】
（平成26年度 弥生ヶ丘・善法寺地区河道掘削工事）

・進入ルートをヨシ帯に配慮
・右岸のみ掘削（掘削勾配に配慮）
・カヤネズミの繁殖期を避けて施工
・水質汚濁対策として大型土嚢で締切り

また、実施した各
種の環境調査等の
結果について、集積・
整理に努めており、
今後もモニタリングに
よる河川整備の環境
への影響評価と、知
見の集積・整理を継
続していく。

環境情報図(H28更新)に基づく底性生物
(重要種及びエビ・カニ類)の出現状況 一覧表

属・種の名称 区間別の確認状況
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【観点】生物の生息・生育・繁殖環境に配慮した工事の施工

【指標】生物の生息・生育・繁殖環境に配慮した工事の施工の実施内容・箇所数

実施方針

実施内容

全体像

河川環境の保全と再生、治水や利水のために行う河川工事の施工を
行うにあたっては、個々の地区ごとに生物の生息・生育・繁殖環境を十分
考慮して工事の実施時期や範囲を検討するとともに、従来の工法につい
て検証を行う。

特に、長期間にわたる水際部の大規模な工事を実施する場合は、形
状変更による環境への影響が大きいことが考えられるため、事業の実施
前後にモニタリングを実施することとし、専門家の指導や助言を得て、生
物の生息・生育・繁殖環境に関する予測・評価を行い、工事の実施内容
等を検討した上で、急速に実施するのではなく工事による河道への影響
を把握しながら順応的に進める。（整備計画記載箇所：p56）

結果

流域管理に向けた継続的な施策展開

猪名川自然環境委員会で生物の生息・生育・繁殖環境に関する予測・
評価を行い、工事の実施内容等を検討する。

第26回猪名川自然環境委員会（H28）

ヒメボタル幼虫捕獲時のトラップ設置

平成27年度から平成28年度
にかけて、田能地区（藻川3.4k
付近）の護岸工事において、
「猪名川自然環境委員会」での
助言・指導を得て、ヒメボタル
の生息環境への影響回避のた
め、河川敷に生息するヒメボタ
ル幼虫の移殖（21個体）を実施
した。
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ホ タ ル 幼 虫 21
個 体 を 移 植
（H27.12）

実施内容

ヒメボタル幼虫捕獲時のトラップ設置 ヒメボタル幼虫

助言・指導を受け、ヒメボタルの幼虫の移殖を実施。

田能地区においては、
ヒメボタル幼虫の移殖と
工事実施時期を挟んだモ
ニタリング調査により、工
事実施前以上のヒメボタ
ル成虫の個体数を確認し
ており、工事による生息
環境への影響を回避でき
たと考えている。

引き続き、猪名川自然
環境委員会からの助言・
指導により、生物の生息・
生育・繁殖環境に配慮し
た河川整備を実施してい
く。
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鋼製排水溝を設置し、
流末は両端橋脚部か

ら堤内地側へ

鋼製排水溝を設置し、
流末は両端橋脚部か

ら堤内地側へ

【観点】河川管理者以外の者が管理する施設に対する働きかけ

【指標】河川管理者以外の者が管理する施設に対する働きかけの実施内容

流域管理に向けた継続的な施策展開

全体像

実施内容

実施方針

河川管理者以外の者が管理している施設についても、河川管理施設と
同様、河川環境の改善の観点から、施設管理者に対して施設の改善等
について指導・助言等を行う。また、住民・住民団体（NPO等）と連携し、
情報共有の場を設け、施設管理者に協力を依頼する。

河川管理者以外の者が行う橋梁整備や河川敷利用施設等の許認可
に際しては、その事業者に対して、河川景観保全の観点からの助言を行
う。（整備計画記載箇所：p57）

結果

【許可工作物の施設管理者への指導・助言】
平成28年度には、許可工作物である利倉橋架け替え時の河川協議に

おいて、橋面排水の流末を河川外とするよう橋梁管理者に指導を行っ
た。

許可工作物の施設管理者に対しても、河川協議において、橋面排水の
流末を河川外に設定するように指導を行い、指導に則った排水計画に基
づいた設計が実施されたことで、油分等の河川内への流入を回避するこ
とができる。

利倉橋架け替えにおける橋面排水計画の模式図（河川協議資料より）
河川管理者以外の者が管理している施設についても、許認可の申請

時や許可工作物の点検時等において河川環境保全のための取組・改善
等を施設管理者に対して、指導・助言を行っていく。

【占用施設の施設管理者への指導・助言】

委員会状況（H28）

「猪名川・藻川河川保全利用委員会」委員からは「占用区域及びそ
の周辺の草刈りを適切に行い、植生の管理に努めて頂きたい。」や
「今後、施設を設置する際は自然や河川利用に配慮した工法を検討
すること。」などの意見をいただき、施設管理者に対して施設の改善
について指導・助言を行った。

淀川水系猪名川及び藻川の猪
名川河川事務所直轄区間におい
て、周辺環境及び地域特性を考
慮しつつ川らしい自然環境を保
全・再生する観点に立って、公園
等の占用施設の新設及び更新許
可にあたって意見を述べることを
目的として、平成21年度から「猪
名川・藻川河川保全利用委員会」
による議論を実施している。

実施内容
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【観点】河川環境の保全と再生のための人材育成

【指標】河川環境の保全と再生のための人材育成の実施内容

流域管理に向けた継続的な施策展開

全体像

実施方針

河川環境の保全と再生を適切に進めていくため、生物や生物の生息・
生育・繁殖環境等に関する専門知識の習得に向け、職員研修の充実等
を図る。（整備計画記載箇所：p57）

河川環境の保全と再生のため、技術力の保持・伝承・向上を図る取り
組として、研修会の実施や外部研修会への参加等により、人材育成に
努めていく。

実施内容

【外来植物対策勉強会】
猪名川では、例年、河川協力団体が高水敷等での外来種駆除活動を

行っている。
平成26年度、平成27年度には、外来植物の生態等や関連する法規制

を踏まえた適切な処分方法について、河川レンジャーと連携し、上記活
動団体のメンバーや一般市民を対象とした勉強会を開催し、正しい知識
と対策の進め方についての情報共有を図った。

勉強会による外来植物の確認状況（H27）

結果

【猪名川の愛護セミナー】
流域の小学生を一般公募し、協力団体等からの指導員の指導のもと

で、猪名川の水生生物調査、パックテスト（簡易水質検査）の実施を通じ
て、水質管理や河川環境の保全・再生への取り組みについての意識を
高める「猪名川の愛護セミナー」を毎年3箇所で実施している。

若手職員も積極的に参加し、河川環境に対する知識の習得に努めて
いる。

猪名川の愛護セミナー（H28）

桑津橋

実施内容

上記のような取組により、知識と技術の継承を図っており、今後も特に
若い世代の人材教育の充実に向けて、機会多様化等の検討を実施して
いく。
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No. 点検項目 観点 指標
平成26～28年度

進捗
説明資料項

1

危機管理体制の構築

破堤氾濫に備えた被害の軽減対策，避難体制の確立

災害体験者からの災害状況の聞き取り及び防災意識の啓発内容 進捗無し

2 自治体、水防団、マスメディア等との情報共有化のための情報伝達体制 進捗有り １０３

3 ハザードマップの作成内容・フォローアップ 進捗有り １０３

4
災害対応プログラムの作成内容（災害時要援護者に配慮した避難勧告・指示の発令基準の明
確化及び周知体制整備の内容）

進捗有り １０３

5 地下空間の利用者及び管理者への情報伝達体制整備内容 該当無し

6 水防活動、水防訓練への支援内容及び水防技術の継承 進捗有り １０３

7 水防拠点整備の内容・箇所数 完了

8 公共施設の耐水化等の支援内容 進捗無し

9 水害に強い地域づくりに向けた取組内容 進捗有り １０３

10
河川に集中させてきた洪水エネルギーの抑制/分散対
策の実施

流域全体の総合的な治水の取組内容 進捗有り １０４

11

堤防強化の実施 堤防の強化対策の実施

HWL以下、浸透、侵食対策実施内容・延長 進捗有り １０５

12 堤防天端以下、侵食対策実施内容・延長 該当無し

13 堤防天端舗装実施内容・延長 進捗有り １０５

14
川の中で洪水を安全に流下
させるための対策

上下流バランスの確保 上下流バランスにおける調整内容 進捗有り １０８

15
河道流下能力の増大、洪水調節の効果的な実施による
洪水位の低減

整備による効果 進捗有り １０８

16
高規格堤防（スーパー堤防）
の整備

ハードによる超過洪水対策の実施 高規格堤防の整備内容・延長 該当無し

17 土砂対策 土砂移動の制御の実施 土砂移動抑制策（砂防堰堤、山腹工）の実施内容・箇所数 該当無し

18 既設ダム等の運用の検討 洪水調節の効果的な実施による洪水位の低減状況 既存ダムの効果内容・洪水位低下量 進捗有り １０９

（３）治水・防災（猪名川）
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No. 点検項目 観点 指標
平成26～28年度

進捗
説明資料項

19

高潮対策 高潮被害軽減策の実施

橋梁の嵩上げ内容・箇所数 該当無し

20 陸閘の確実な操作のための取組 該当無し

21

地震・津波対策

地震対策事業の実施

河川管理施設の耐震対策実施内容・箇所数 進捗無し １１０

22 緊急用河川敷道路の整備内容・延長 該当無し

23

津波対策事業の実施

津波ハザードマップ作成支援内容・作成市町村数 進捗有り １１１

24 津波情報提供設備の設置内容・設置数 完了

25 陸閘の確実な操作のための取組 該当無し

（３）治水・防災（猪名川）
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【観点】破堤氾濫に備えた被害の軽減対策，避難体制の確立

【指標】自治体、水防団、マスメディア等との情報共有化のための情報伝達体制、ハザードマップの作成内容・フォローアップ

災害対応プログラムの作成内容（災害時要援護者に配慮した避難勧告・指示の発令基準の明確化及び周知体制整備の内容）

水防活動、水防訓練への支援内容及び水防技術の継承、水害に強い地域づくりに向けた取組内容

実施方針

結 果

実施内容

１）自分で守る（情報伝達、避難体制整備）
住民一人一人が日頃より住民の防災意識を高め、いざという時に的確な行動
がとれるよう防災意識を高める啓発活動や防災教育を積極的に実施する。また、
人命被害を防ぐための必要な情報提供や体制の整備、施設の整備についても
自治体と協力しながら実施する。
２）みんなで守る（水防活動、河川管理施設運用）
水防団、自治体、関係機関が協力して、洪水時に迅速かつ的確な対応をとる
必要があるため、日頃からの連携の強化にあわせて、仕組みづくりや非常時の
備蓄等について、ソフト面、ハード面の備えを進める。
３）地域で守る（まちづくり、地域整備）
洪水氾濫時の被害をできるだけ軽減するための土地利用の規制・誘導を含
めた地域整備方策について河川整備の状況等をふまえて自治体と連携して検
討する。
４）災害対応プログラム
施設能力を超える大洪水の発生や地震、高潮等との同時生起による甚大な
被害が発生した場合においても、人的被害の回避・軽減を図るとともに、社会・
経済活動への影響を小さくするため、防災関係機関、企業、ライフライン管理者、
住民等の各主体が共通の被害想定シナリオに沿って、相互に連携の取れた具
体的な行動計画（アクションプラン）を定め、各機関と連携して、これらを「災害
対応プログラム」としてとりまとめる等、危機管理体制の構築、強化を図る。
（整備計画記載箇所：p60-64）

「猪名川・藻川の大規模氾濫を前提とした減災対策協議会」において決
定した「『水防災意識社会再構築ビジョン』に基づく取組方針」に示された
平成32年度までに達成を目途とするハード整備及びソフト対策について、
関連自治体、関連機関との協働により進めていく。

危機管理体制の構築

全体像

【浸水想定区域図の見直し】
猪名川・藻川では、平成14年
度に作成した浸水想定区域図
をもとに各市がハザードマップを
作成している。
平成27年度の水防法の改正
を受け、「想定最大規模」の降
雨を対象とした浸水想定区域図
に見直しを行い、平成28年6月
に公表している。

【自治体ハザードマップの見直し】
新たな浸水想定区域図をもとに、池田市と川西市ではハザードマップ
を更新し、公表している。

想定最大規模降雨（380mm/9h）
の浸水解析を実施し、最大浸水深
をとりまとめた浸水想定区域図
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【観点】河川に集中させてきた洪水エネルギーの抑制／分散対策の実施

【指標】流域全体の総合的な治水の取組内容

結果

実施方針

危機管理体制の構築

全体像

森林等が有する保水機能、貯留機能の保全及び新規・既開発地の保
水機能・貯留機能の保全・強化について、自治体等の検討を支援する。
（整備計画記載箇所：p64）

今後の整備目標について、猪名川流域総合治水対策協議会において
議論を進めるなど関係機関と調整を図り、進捗に努める。

平成26年度から平成28年度において、対策容量497m3の新規調整池
を整備した。 引き続き、猪名川流域総合治水対策協議会を通じて、関
係機関と調整を図り、対策の進捗に努めるとともに、今後の総合治水対
策の整備目標等について議論していく。

猪名川では、洪水エネルギーを河川及び流域で配分する総合治水対策を
進めている。平成28年度末時点の猪名川流域総合治水対策における河川
対策の進捗状況は94％（H29.3）、流域整備施設の進捗状況は74％
（H29.3）である。また、兵庫県においては、以下の取組を行っている。
・平成26年度：地域総合治水推進計画策定に向けた準備会議1回、ワーキ
ング1回、推進協議会1回、阪神東部（猪名川流域圏）地域総合治水推進
計画策定
・平成27年度：阪神東部（猪名川流域圏）地域総合治水対策推進協議会1回
・平成28年度：阪神東部（猪名川流域圏）地域総合治水対策推進協議会1回
・川西市において平成26年度に190m3、平成27年度に307m3の新規調整池
を整備

【総合治水対策の事例】

流域整備施設の進捗状況

H29.3現在

～H25 ～H25進捗率 H26 H27 H28 合計 ～H28進捗率

池田市 15,000 27,650 184.3% 0 0 0 27,650 184.3%

箕面市 264,000 121740 46.1% 0 0 0 121,740 46.1%
豊能町 64,100 39,158 61.1% 0 0 0 39,158 61.1%
大阪府　計 343,100 188,548 55.0% 0 0 0 188,548 55.0%

川西市 270,700 355,961 131.5% 190 307 0 356,458 131.7%
猪名川町 415,300 198,786 47.9% 0 0 0 198,786 47.9%
宝塚市 16,433 0 0 0 16,433
兵庫県　計 686,000 571,180 83.3% 190 307 0 571,677 83.3%

合計 1,029,100 759,728 73.8% 190 307 0 760,225 73.9%

市町名

流域整備施設　合計

流域整備計
画における
対策容量
（m3）

実施状況　　S56.1～H29.3

対策容量

H29.3現在

河 川 名

猪 名 川 18.90 ｋｍ 18.90 ｋｍ 100.0 ％

千 里 川 7.30 ｋｍ 7.30 ｋｍ 100.0 ％

箕 面 鍋 田 川 1.26 ｋｍ 1.26 ｋｍ 100.0 ％

計 8.56 ｋｍ 8.56 ｋｍ 100.0 ％

猪 名 川 2.97 ｋｍ 0.80 ｋｍ 26.9 ％

一 庫 大 路 次 川 2.91 ｋｍ 2.91 ｋｍ 100.0 ％

駄 六 川 1.83 ｋｍ 1.83 ｋｍ 100.0 ％

寺 畑 前 川 1.07 ｋｍ 1.07 ｋｍ 100.0 ％

計 8.78 ｋｍ 6.61 ｋｍ 75.3 ％

36.24 ｋｍ 34.07 ｋｍ 94.0 ％

整 備 済 延 長 進 捗 率

国 管 理 河 川

合 計

整 備 計 画 延 長

（ 変 更 ）

大阪府
管理河川

兵庫県
管理河川

府 県
管 理 河 川

種 類

河川対策の進捗状況

実施内容

実施内容
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33.60km
0.12km

1.90km2.08km

0%

50%

100%

猪名川

延
長
比
率

堤防天端舗装実施状況

～H25 H26 H27 H28 H29～

【観点】堤防の強化対策の実施

【指標】HWL以下、浸透、侵食対策実施内容・延長、 堤防天端舗装実施内容・延長

実施内容

堤防は計画高水位以下の水位の流水の通常の作用に対して安全な構
造としなければならない。しかし、これまでに整備されてきた堤防は、材
料として品質管理が十分になされているとは限らない土砂を用いて、逐
次築造されてきた歴史上の産物であること等から、計画高水位に達しな
い洪水であっても、浸透や侵食により決壊するおそれがある箇所が多く
存在する。
このため、これまでに実施した堤防の詳細点検の結果や背後地の状
況等をふまえ、堤防強化を本計画期間中に完成させ、計画高水位以下
の流水の通常の作用に対して安全な構造とする。
（整備計画記載箇所：p64）

結果実施方針

整備計画に位置
づけられた対策必
要区間について
は、既に全ての箇
所について対策が
完了している。
また、その後追
加的に抽出された
安全性の低い区
間についての堤防
強化対策を進めて
いる。

堤防強化の実施

全体像

平成27～28年度には、侵食・洗掘対策：0.34km、法尻保護：1.10km、天
端舗装：2.02kmを実施した。

法尻保護（猪名川3.4K付近）【H29】 天端舗装（藻川1.4K付近）【H28】

整備計画に位置づけられた対策必要箇所とその進捗状況

対策必要箇所
（整備計画策定時
点で対策済み）

対策必要箇所
（H25迄に対策済み）

※追加的に抽出された対策
必要箇所は、p.6,7参照

「水防災意識社会 再構築ビジョン」の取組として追加して抽出された
箇所を含む、堤防強化対策の進捗状況は、以下となっている。

2.30km

1.10km

0%

50%

100%

猪名川

延
長
比
率

浸透対策・パイピング対策実施状況

～H25 H26 H27 H28 H29～

6.90km

0.14km

0.20km

0%

50%

100%

猪名川

延
長
比
率

侵食・洗掘対策（完了）

～H25 H26 H27 H28 H29～

1.10km

2.20km

0%

50%

100%

猪名川

延
長
比
率

法尻保護実施状況

～H25 H26 H27 H28 H29～
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実施方針

堤防強化の実施

浸透対策、パイピング対策、流下能力対策、侵食・洗掘対策
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実施方針

堤防強化の実施

危機管理型ハード対策

氾濫リスクが高いにも関わらず、当面の間、上下流バランス等の観点から堤防整備に至らない区間などについて、決壊までの時間を少しでも引き延
ばすよう、堤防構造を工夫する対策を平成32年度を目途に、今後概ね5年間で実施する。
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【観点】上下流バランスの確保、 河道流下能力の増大、洪水調節の効果的な実施による洪水位の低減

【指標】上下流バランスにおける調整内容、整備による効果

実施内容全体像

戦後最大洪水である昭和35年台風16号洪水を安全に流下させる河道掘
削を国が管理する区間において実施する。（整備計画記載箇所：p80）

実施方針

総合治水対策特定河川事業として河道掘削を継続して実施するととも
に、戦後最大洪水である昭和35年台風16号洪水を安全に流下させる河
道掘削を国が管理する区間において実施する。
実施にあたっては、府県管理区間である神崎川において、3,400m3/s
の流下能力を確保できるよう河道掘削を実施する計画となっていること
から、河道掘削の実施時期や方法について整合を図る。

川の中で洪水を安全に流下させるための対策

平成27年度、平成28年度で川西・池田地区、戸ノ内地区の河道掘削を
継続して実施している。
整備計画全体約48万m3の内、平成26年度から平成28年度においては、
合計3.7万m3の河道掘削を実施した。

川西・池田地区河道掘削（H27） 戸ノ内地区河道掘削（H28）

大阪府

池田市

豊中市

大阪市

尼崎市

川西市伊丹市

銀橋狭窄部

余野川合流床固魚道

池田床固魚道
久代北代井堰魚道

大井井堰魚道

三ヶ井井堰魚道

高木井堰魚道

兵庫県
　H26年度以前

　H27年度

　H28年度

　H29年度以降

凡　　　　　例

86.0%

14.0%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

平成28年度末時点

河道掘削進捗率

H29以降

H28まで

整備計画全体：48万m3

41.3
万m3

6.7
万m3

戸ノ内地区

川西・池田地区

結果

河道掘削の進捗率は86％となっている。
今後も、府県と調整しながら河道掘削
を進めていく。
また、堆積傾向、侵食傾向といった土
砂動態の分析を実施しており、そこから
得られた知見と合わせて、効率的な土砂
及び河道管理の方法を、総合土砂管理
委員会において議論していく。
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【観点】洪水調節の効果的な実施による洪水位の低減状況

【指標】既存ダムの効果内容・洪水位低下量

一庫ダム（水資源機構）による洪水調節を平成26年度は2回、平成27
年度は1回、平成28年度は1回実施した。

淀川水系にある国土交通省及び（独）水資源機構が管理する7ダムに
よる洪水調整により、ダム下流の河川（淀川・宇治川・木津川・桂川）の
水位低下、洪水被害軽減を図る。

既設ダムの容量を最大限に活用するため、既設ダム等の再編、運用
の変更、放流設備の増強等による治水・利水機能向上について検討す
る。（整備計画記載箇所：p81）

実施方針

全体像

既設ダム等の運用の検討

H26前線洪水におけるダム貯水池

実施内容

前線の降雨に伴う一庫ダム防災操作について

平成26年8月17日前線による洪水時には、最大流入時に318m3/sの
流量を低減（約94％低減）した。

結果

一庫ダムでは、400万m3（京セラドーム大阪3杯分）を貯留し、ダム下流
地点（兵庫県川西市多田院）の河川水位を約0.6m低下したと推測される。

実施内容
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実施内容

【観点】地震対策事業の実施

【指標】河川管理施設の耐震対策実施内容・箇所数

河川管理施設は、耐震点検を実施の上、対策を検討して実施する。
また、許可工作物についても耐震点検及び対策を実施するよう施設管理者に
対して助言を行う。（整備計画記載箇所：p82）

耐震対策については、レベル1地震動（供用期間中に1～2度発生する地震
動）及びレベル2地震動（現在から将来にわたって考えられる最大級の地震
動）への対応について、重要構造物を優先しながら必要な対策を進めていく。
なお、レベル2地震動について、平成19年に策定された点検マニュアルが平
成24年に見直されている。

実施方針

全体像

地震・津波対策

結果

堤防について
は、平成25年度ま
でに対策を実施、
完了している。
神田排水樋門、
神田川排水機場、
下河原排水樋門、
鶴田排水樋門の
耐震補強について
は、優先順位の高
い鶴田排水樋門
から対策を実施し
ていく。 レベル2地震動に対する耐震補強状況

鶴田排水樋門

下河原排水樋門

神田排水樋門 神田川排水機場

【凡例】
堤防の耐震対策 実施済
排水機場の耐震対策 未実施
水門等の耐震対策 未実施

耐震性能の点検結果

実施内容

耐震対策実施状況は以下の通り。

鶴田排水樋門については、鋼板接着工法による耐震対策を検討
している。

補強鋼板補強鋼板

対策実施状況

堤防 全区間対策完了

堰 －

神田排水樋門 耐震照査及び設計済み

下河原排水樋門 耐震照査及び設計済み

鶴田排水樋門 耐震照査及び設計済み

排水機場 1箇所 神田川排水機場 建替も含めて要検討

要対策箇所

樋門 3箇所

1.0km

無し

鶴田排水樋門補強工
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【観点】津波対策事業の実施

【指標】津波ハザードマップ作成支援内容・作成市町村数

実施方針

地震・津波対策

全体像

津波による危険性を河川利用者や住民に周知するために、津波来襲
の危険性と対処の仕方などを示した津波ハザードマップの作成を支援す
るとともに、住民への広報・啓発を実施する。（整備計画記載箇所：p84）

東日本大震災による甚大な被害を受け、最大クラスの津波を対象とし
た津波浸水想定したシミュレーション結果に基づき、大阪府・兵庫県が津
波ハザードマップを公表している。今後も自治体と協力していく。

実施内容

実施内容

尼崎市において、兵庫県が平成25
年12月に公表した最大クラスの津波
を想定したシミュレーション結果に基
づき、平成26年12月に津波ハザード
マップを公表した。

兵庫県 南海トラフ巨大地震津波浸水想定図
（兵庫県HPより）

尼崎市津波ハザードマップ（尼崎市HPより）

大阪府 津波浸水想定（最大クラスの津波）
（大阪府HPより）

豊中市 浸水ハザードマップ（津波）
（豊中市HPより）

結果

今後も、津波ハザードマップの作成に際して、関連自治体に対して、津
波発生時の猪名川の氾濫に関しての基本情報の提供を行い、作成支援
をしていくとともに、公表後にも継続的に問い合わせに対する対応を行
う。

豊中市においても、大阪府が平成25年8月に公表した最大クラスの津
波を想定したシミュレーション結果に基づき、平成27年4月に津波ハザー
ドマップを公表した。
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No. 点検項目 観点 指標
平成26～28年度

進捗
説明資料項

1

川らしい利用の促進

水域の秩序ある淀川利用に向けての誘導または規
制の取組（水面利用）

舟運の取り組み内容 該当無し

2 秩序ある河川利用に向けての取組内容・誘導、規制数 進捗無し

3 川の安全利用施策の実施 安全利用点検の実施内容 進捗有り １１３

4 「川に活かされた利用」の実施 河川でしか出来ない利用の実施内容 進捗有り １１４

5
陸域・水陸移行帯の秩序ある淀川利用に向けての
誘導または規制の取組（川らしい河川敷利用）

河川保全利用に関する取組内容 進捗有り １１５

6 違法行為の是正内容 進捗有り １１６

7

憩い、安らげる河川の整備 憩い、安らげる河川の整備

水辺の整備内容 該当無し

8 小径（散策路）の利便性向上の取組内容 進捗有り １１７

9 迷惑行為の是正内容・対策箇所数 進捗有り １１５

10 ホームレス対応内容・確認数 進捗有り １１８

11

まちづくり・地域づくりとの連携 まちづくりや地域連携の取り組み

歴史文化と調和した河川整備内容 該当無し

12 水辺を活かしたまちづくりの利便性向上の取組内容 該当無し

（４）利用（猪名川）
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【観点】川の安全利用施策の実施

【指標】安全利用点検の実施内容

川らしい利用の促進

全体像 実施内容

実施方針

河川管理者が、安全利用点検の実施計画に基づき、対象区域・施設ご
との点検項目について毎年人が川に集まりやすい時期までに点検を行
い、補修等を行う。
また、河川レンジャーとも連携し、河川利用者を対象とした河川水難事
故防止講習会を実施する。

川の利用に伴う危険を知った上で川に親しむ河川利用を目指し、河川
の利用にあたって、危険箇所に関する情報提供や、安全な利用の仕方
の啓発を、関係機関、住民・住民団体（NPO等）の協力を得ながら看板や
インターネットなどの広報ツールを用いて実施する。また、水難事故防止
のため、川の危険を知るための教育を徹底するとともに、「水難事故防
止協議会（仮称）」を設置し、河川利用者の代表者とともに、対策方法に
ついて検討する。（整備計画記載箇所：p90）

結果

河川利用の啓発冊子

猪名川愛護セミナー（H28）

『い～なネットキッズ』
掲載の川あそびのちゅうい

270 251 249

0

100

200

300

H26 H27 H28

猪名川愛護セミナー参加者数

（冊子による啓発対象者数）

0
1

4

0
1

4

0

2

4

6

H26 H27 H28

安全利用点検結果

補修必要箇所数

補修実施箇所数

実施内容

「猪名川河川愛護セミナー」「猪名川・藻川水辺まつり」といった水辺で
遊び、学ぶイベント開催時に、参加者に対して河川利用の啓発冊子等を
用いて河川水難事故に関する啓発を行っている。

補修前後（沈下等により飛び石が不安定なため、通行禁止）

安全利用点検結果を基に、補修必要箇所について、補修を実施した。

安全利用点検及び補修の実施、イベント開催時の河川利用の啓発に
よって、近年、水難事故はなく、イベント等を通じた啓発により、水難事故
防止意識の醸成に寄与しているものと考えている。
今後も安全利用点検やイベント開催時の河川利用の啓発活動を続け
ていく。

また、猪名川で
は、ホームページの
子ども用サイト、『い
～なネットキッズ』に
おいて、「川あそび
のちゅうい」を掲載
し、子どもたちの川
遊びにおける注意
喚起を行っている。

※参加者数は
保護者を含む
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【観点】「川に活かされた利用」の実施

【指標】河川でしか出来ない利用の実施内容

結果

実施内容

全体像

自然環境保全のために河川を人が利用できない空間とするのではな
く、環境学習を推進する場等の観点を含めて、「川らしい利用」が進めら
れるようにしていく。（整備計画記載箇所：p88）

流域の多様な団体、市民が、猪名川の水環境、水辺環境等について
実際に接し、学ぶ場として活用している。
愛護セミナーの参加者（保護者）からは「川の生物についての知識、水
質への意識が高まった」「子どもが意欲的に取り組んだ」といった意見が
寄せられ、次世代を担う子ども達の川への関心を高めることに寄与して
いる。
今後も引き続き、河川レンジャーや住民・住民団体（NPO等）と連携し、
環境学習を推進する。

実施方針

河川に係わる人材育成の支援や、住民・住民団体（NPO等）と連携した
環境学習を推進する。
河川レンジャーと連携し、地域からの要請等に応じて河川環境を勉強・
体験する場を設ける。

川らしい利用の促進

実施内容

【外来植物対策勉強会】
猪名川では、例年、河川協力団体が高水敷等での外来種駆除活動を
行っている。
平成26年度、平成27年度には、外来植物の生態等や関連する法規制
を踏まえた適切な処分方法について、河川レンジャーと連携し、上記活
動団体のメンバーや一般市民を対象とした勉強会を開催し、正しい知識
と対策の進め方についての情報共有を図った。

外来植物対策勉強会（H27）

【愛護セミナー】
流域の小学生を一般公募し、協力団体等からの指導員の指導のもと
で、猪名川の水生生物調査、パックテスト（簡易水質検査）の実施を通じ
て、水質管理や河川環境の保全・再生への取り組みについての意識を
高める「猪名川の愛護セミナー」を毎年3箇所で実施している。

猪名川の愛護セミナー（H28）

桑津橋
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【観点】陸域・水陸移行帯の秩序ある淀川利用に向けての誘導または規制の取組（川らしい河川敷利用）

【指標】河川保全利用に関する取組内容

川らしい利用の促進

実施内容

結果

審議内容の公開状況

審議案件数

全体像

実施方針

河川管理者以外の者が管理している施設についても、河川管理施設と
同様、河川環境の改善の観点から、施設管理者に対して施設の改善等
について指導・助言等を行う。また、住民・住民団体（NPO等）と連携し、
情報共有の場を設け、施設管理者に協力を依頼する。
（整備計画記載箇所：p57）

実施内容

河川敷利用施設等の許認可に際しては、その事業者に対して、『「川で
なければできない利用、川にいかされた利用」を促進するという観点か
ら、ゴルフ場等のスポーツ施設など、本来河川敷以外で利用する施設に
ついては、縮小していくことを基本』とし、河川利用保全利用委員会では
施設管理者へ環境改善の指導・助言等を行っている。

淀川水系猪名川及び藻川の猪名
川河川事務所直轄区間において、
周辺環境及び地域特性を考慮しつ
つ川らしい自然環境を保全・再生す
る観点に立って、公園等の占用施
設の新設及び更新許可にあたって
意見を述べることを目的として、平
成21年度から「猪名川・藻川河川保
全利用委員会」による議論を実施し
ている。 委員会状況（H28）

11

6
8

0

5

10

15

H26 H27 H28

あおぞら広場

尼崎市農業公園

天王宮児童遊園地中央南児童遊園地

都市公園ドラゴンランド

猪名川緑地

第１号猪名川河川敷緑地

伊丹市立猪名川テニスコート

凡 例
河川利用保全委員会
での審議案件

川らしい河川敷利用に向けて、引き続き
施設管理者と調整するとともに、河川保
全利用委員会の審議内容のHP公開な
ど、地域住民の理解を得られるような取
組を進めていく。

委員からの「自然に配慮した利用について検
討すること。」という意見を参考に、池田市では、
グラウンドとして利用していた猪名川緑地の南
多目的広場を自然広場として位置づけ、今後は
自然に配慮した利用を行っていくこととした。 猪名川緑地（南多目的広場）
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【観点】陸域・水陸移行帯の秩序ある淀川利用に向けての誘導または規制の取組（川らしい河川敷利用）、憩い、安らげる河川の整備

【指標】違法行為の是正内容、迷惑行為の是正内容・対策箇所数

全体像

河川敷で行われている不法な工作物設置・耕作等の行為は、違法行
為是正実施計画を作成し計画的な是正に努めている。
また、他の利用者や周辺の民家等に迷惑となる行為については、啓発
活動実施計画に基づき迷惑行為防止に努める。
（整備計画記載箇所：p91,92）

結 果

実施方針

実施内容

川らしい利用の促進、憩い、安らげる河川の整備

不法耕作については、平成25年度以降は無い状態にある。
河川敷におけるゴルフ、ラジコンなどの迷惑行為に対しては、従来より
禁止警告看板を設置している。

危険行為の禁止警告看板

不法耕作がみられた場合、現地指導、警告看板を設置する。
ゴルフ、ラジコン等の迷惑行為に対しては、引き続き現地指導を行うと
ともに、警告看板を設置する。

凡 例
迷惑行為防止活動-実施箇所

迷惑行為の指導箇所

実施内容

禁止警告看板の設置や継続的な指導により、従来から多く見られたゴ
ルフによる迷惑行為は減少しているものの、ラジコン等の迷惑行為につ
いては、まだ見受けられるため、今後も引き続き、禁止警告看板の設置
や現地指導により、迷惑行為防止に努めていく。

平成28年度は9箇所にて巡視時に指導・啓発を行っている。

巡視状況
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【観点】 憩い、安らげる河川の整備

【指標】小径（散策路）の利便性向上の取組内容

憩い、安らげる河川の整備

【再掲】

全体像

実施方針

歩行者が河川に沿って容易に
移動でき、安全に水辺に近づけ
るよう、小径（散策路）の整備を
継続して実施する。
（整備計画記載箇所：p38）

小径の整備イメージ

小径（散策路）の計画にあたっては、できるだけ川の両岸に沿うものと
する。なお、自転車と歩行者との安全な利用について検討するほか、河
川の距離標の表示を見やすくするなど利用者の利便性の向上を図る。

実施内容

小径（散策路）の整備状況

未整備
整備済み

H27舗装改修
を実施

実施内容

小径については、歩行者等が河川に沿って容易に移動でき、安全
に水辺に近づける施設として、「河川区域内で歩車分離され、舗装
済みで円滑に通行できるもの」と定義し、高水敷道路や河川管理用
通路を小径として位置づけており、平成28年度までの猪名川におけ
る整備率は約86％、残区間は5.4kmとなっている。

舗装改修実施箇所（H27）

32.7km

5.4km

小径の整備率

整備済み

未整備

整備率85.8％

スポーツ
27%

釣り
2%

水遊び
3%

散策等
68%

利用形態別の割合平成26年度調査（河川水辺の国勢調
査）によると、年間河川空間利用者総数
（推計）は約103.8万人であり、その68％
が散策路としての利用である。
今後も、小径整備進捗の手法につい
て、検討していく。

小径利用状況

結 果
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【観点】憩い、安らげる河川の整備

【指標】ホームレス対応内容・確認数

全体像

実施内容

結果

ホームレスに対して洪水等による危険性を周知するとともに、自治体福
祉部局等と連携し、自立支援に向けた情報交換等の対応を図る。
（整備計画記載箇所：p93）

実施方針

治水・環境・利用等の面で河川管理を適切に行う観点から、河川敷等
に起居しているホームレスの実態を把握するとともに不法に設置されて
いる小屋や放置された荷物などを撤去するよう指導を行っている。併せ
て、自立支援に向けた情報交換を関係自治体と行うとともに、洪水等の
危険性について、河川巡回時に周知している。
自治体福祉部局との連携によりホームレスの起居数は減少しており、
今後も引き続き、自治体福祉部局等関係機関と連携していく。

憩い、安らげる河川の整備

実施内容

猪名川河川事務所管理区間でのホームレスの確認数は、平成26年度
4人、平成27年度3人、平成28年度3人となっている。
定期的に職員が巡回して指導等を行うとともに、出水期前、台風接近
時には、現地でのチラシ配布よる河川内居住の危険性周知を実施して
いる。
また、自治体福祉部局と連携し、受け入れ先の斡旋・自立支援に向け
て、相互通報制度の文書の交換、退去指導を行っている。
（情報取扱については、関係法令に配慮している）

猪名川河川事務所管内のホー
ムレス確認数は、減少傾向にあ
り、平成28年度現在、3人のホー
ムレスが河川敷に起居しているこ
とを確認している。
うち2名は平成27年度からの継
続しての起居者である。
今後も引き続き自治体福祉部局
と連携し、退去指導を行っていく。
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ホームレス確認数

H27年度退去状況（軍行橋右岸）

H28年度退去状況（藻川橋左岸）

H27.7.3 H28.12.5

H28.6.6 H29.5.18
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No. 点検項目 観点 指標
平成26～28年度

進捗
説明資料項

1

維持管理

堤防等の河川管理施設の機能を維持するための適切
な維持管理の実施

ダムの健康診断内容・補修箇所数
堤防等河川管理施設の巡視・点検及び補修の実施内容

進捗有り １２０

2 ダム機能の維持内容・堆砂量 進捗有り １２１

3
許可工作物の点検整備及び対策についての施設管理

者への指導
点検、修繕内容・実施数 進捗有り １２２

4

河川区域等の管理

河道内樹木の伐採の実施状況 進捗有り １２３

5 堆積土砂の除去の実施内容 該当無し

6 ゴミの不法投棄の状況及び処分の実施内容 進捗有り １２４

（５）維持管理（猪名川）
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【観点】堤防等の河川管理施設の機能を維持するための適切な維持管理の実施

【指標】ダムの健康診断内容・補修箇所数 堤防等河川管理施設の巡視・点検及び補修の実施内容

結 果

全体像

堤防等の河川管理施設は定期点検時や河川巡視時に状態を把握し、優
先度が高い箇所から順次補修を行っている。

今後もアセットマネージメントの視点に立って、適切な河川管理施設の機
能維持のための巡視・点検・補修を実施していく。

実施方針

維持管理

堤防等の河川管理施設の機能を維持するための適切な維持管理を
行うことにより、洪水・高潮等による災害の発生の防止や復旧を図る。

堤防・護岸については、施設が、常に十分な機能を発揮できるよう、
日常の調査、巡視・点検を行い損傷の程度や河川の状態、周辺の状
況等に応じて順次、補修する。さらに、災害時の復旧活動や巡視活動
を円滑に行うため、管理用通路を確保する。

既設ダムについては、ダムの機能を維持するため、日常点検を行い
必要な維持修繕を継続して実施する。また、計画的に維持補修・更新
を実施することにより、維持管理費の縮減も目指す。
（整備計画記載箇所：p95,96）

実施内容

河道流下断面の確保、堤防等の施設の機能維持、河川区域等の適
正な利用、河川環境の整備と保全等のため、河川管理施設等の構造
等を勘案して適切な時期に巡視、草刈り、障害物の処分その他の河川
管理施設等の機能を維持するために必要な措置を講ずるとともに、適
切な時期に点検を実施し、損傷、腐食その他の劣化その他の異状を把
握した場合は、状態把握や分析・評価、維持管理対策等を実施する。
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H27 H28

堤防及び護岸、鋼矢板護岸の点検結果

経過観察区

間数

予防保全段

階区間数

補修実施区

間数

区間

（点検対象6区間）

出水期前に堤防等河川管理施設及び河道の点検要領に基づいた点
検を行い、堤防等河川管理施設の点検結果評価要領等に基づいた評
価を実施し、補修等を行った。

なお、一庫ダムについては、平成26年度から平成28年度にかけて
は、変状は確認されていない。

※平成27年度より「河川管理施
設の点検結果評価要領（案）」に
基づき、点検結果を踏まえて４
段階で評価することとなり、D（評
価）は優先して予算付け、C（予
防保全段階）は優先順位を考慮
して予算付けし、補修を実施す
ることとなった。

藻川 右岸1.4k + 80m付近 横帯コンクリート断裂補修箇所

補修前 補修後

実施内容

120



今後の進捗点検資料イメージ

【観点】堤防等の河川管理施設の機能を維持するための適切な維持管理の実施

【指標】ダム機能の維持内容・堆砂量

一庫ダム（水資源機構）は完成後34年が経過しており、計画堆砂量
2,500千m3のうち、平成28年度末で堆砂量は約860千m3、堆砂率は約
34.4％である。

平成28年度時点では概ね目安の堆砂量となっており、急激な堆砂の進
行は見られない。

ダムの機能を維持するため、日常点検を行い必要な維持修繕を継続し
て実施する。また、計画的に維持補修・更新を実施することにより、維持
管理費の縮減も目指す。（整備計画記載箇所：p96）

堆砂量については、継続的に監視を行い、ダム機能の維持のための
排砂の検討を行っていく。また、アセットマネジメントの検討により、より
効率的な堆砂処理を行い、ダムの延命に努める。

維持管理

深浅測量（マルチビーム測深器）

※平成8～10年度の堆砂量増加傾向は、堆砂測量手法による誤差

全体像

実施方針

実施内容

実施内容

結 果

平成15年度から測定方
法をマルチビームに変更
して、測量精度の向上を
図っている。

一庫ダムにおける堆砂量の推移

経年的に観測誤差により上下するものの、現状（H28時点）34年経過で
堆砂率は、大きく計画値を超えていない。

今後も堆砂量の継続的な監視を行うとともに、今後の状況によって、堆
砂除去等を適宜検討していく。
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【観点】許可工作物の点検整備及び対策についての施設管理者への指導

【指標】点検、修繕内容・実施数

維持管理

結 果

実施内容全体像

実施内容

許可工作物については、河川管理施設に準じた点検整備及び対策
を行うよう施設管理者を指導する。堤防を横断する水門等は、堤防と
同等の機能を有している必要があり、河川を横断する橋梁･取水堰等
は、洪水時の流水に対して支障とならないよう適正な維持管理が常に
必要である。
1）利用されていない施設は、河川管理上の支障や今後の施設利用計
画等を調査し、不要なものについては施設管理者に対し撤去を求め
る。
2）施設管理者に定期的な点検整備と計画的な維持修繕を指導する。
3）洪水時の流水に対して支障とならないよう、特に応急的措置の必要
な箇所を改善指導する。
（整備計画記載箇所：p98）

設置者自らが、毎年出水期前
に点検を行い、その結果は河川
管理者に報告された。

平成27年度は、未補修箇所が
1箇所あったが、平成28年度にて
平成27年度の未補修箇所1箇所
を含む要補修箇所2箇所につい
て補修を行った。

「許可工作物に係る施設維持管理技術ガイドライン」に基づく点検様
式での点検結果の報告を設置者に依頼した。

橋梁、樋門等許可工作物141施設の点検結果の報告を受け、要補修箇
所については、合同点検を実施するなど補修等の指導を実施した。

実施方針

許可工作物について、河川管理施設と同等の治水上の安全性を確
保することが必要であり、河川管理施設等を良好に保つよう維持、修
繕することが義務づけられていることを踏まえ、設置者が出水期前等
の適切な時期に、許可工作物に係る施設維持管理技術ガイドラインに
基づき必要な点検や措置を実施するように設置者に指導等を行う。

補修前 補修後

雨水排水樋管

合同点検

139 141 141
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許可工作物点検結果

点検数

要補修箇所数

補修済み箇所数
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【観点】河川区域等の管理

【指標】河道内樹木の伐採の実施状況

実施方針

実施内容

実施内容

洪水の流下を阻害するなど河川管理上支障となる河道内樹木につい
ては、地域の景観や生物の生息・生育・繁殖環境に配慮した上で、河川
維持管理計画（案）に基づき、計画的に伐採を実施する。

なお、実施にあたっては、住民・住民団体（NPO等）、学識経験者の意
見も聴き、生物の生息・生育・繁殖環境に配慮して、伐採の方法や時期
等を決定する。（整備計画記載箇所：p98,99）

全体像

維持管理

川の流れを阻害するものや、河川管理上の支障になる樹木について、
景観や環境に配慮しつつ、樹木伐採を実施した。

伐採した樹木の幹については、一般の方に配布するため、例年、約
120m3～240m3の仮置きを行っている。

一般の方には、ホームページ、ポスター等にて、無料配布を呼びかけ
ており、平成26年度から平成28年度は51件の問い合わせ、配布を行っ
た。

また、平成28年度において、1件の公募型伐採を実施している。

結 果

伐採前 伐採後

無料配布用の伐木

河道内樹木による治水影響（流下能力、局所流等）、工作物管理上の
支障、外来種による在来植生への影響等の観点から、水理・環境面より
伐木優先順位を設定し、計画的に伐木を実施する。

伐木の際には、生物の生息・生育環境に配慮して実施し、散策時の日
陰利用等から治水等に支障がない限り高水敷上の樹木等は残すように
配慮する。また、周辺住民へ樹木伐採の公募及び伐採木の無償提供を
実施し、河道内樹木の有効活用、コスト縮減に努める。

伐採前 伐採後

川の流れを阻害する樹木の伐採

河川管理上支障となる樹木の伐採
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河道内樹木伐採面積

単年

累計

平成26年度～平成28年度
にかけては、約12万m2の
樹木伐採を行った。
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【観点】河川区域等の管理

【指標】ゴミの不法投棄の状況及び処分の実施内容

平成28年度においては、38m3の不法投棄ゴミ等を処分した。
平成24年度以降は概ね減少傾向となっており、今後も引き続き、ゴミの
不法投棄対策を進めていくとともに、効果的な対応策の検討を進めてい
く。

結 果

実施内容

「川は地域共有の公共財産である」という共通認識のもと、啓発活動を
実施していくとともに、河川美化と環境保全のための維持管理に努め
る。（整備計画記載箇所：p99）

全体像

実施方針

維持管理

河川区域内へのゴミ投棄対策として、啓発活動、警告看板設置を進め
る。また、整備済みの空間監視用CCTVは、不法投棄の抑制効果にもつ
ながる。

事務所ホームページにおいて、過年度に不法投棄されていたゴミの種
類とその投棄場所を掲載し、不法投棄防止の啓発を行っている。
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不法投棄等

実施内容

平成26年度から平成28年度にかけて、5カ所で不法投棄禁止の木製
看板を設置し、指導している。

不法投棄警告看板

【再掲】
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＜淀川水系＞
１．進捗点検結果

（１）利水
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利水

点検項目 観 点 指 標
平成26～28年度

進 捗
本文頁

1

環境に配慮した効率
的な水利用の促進

慣行水利権の許可水利権化の実施 水利権の見直し、転用、慣行水利権の許可化の実施状況 進捗有り １２７

2 効率的な水利用の促進 効率的な水利用のための取り組み 進捗有り １２８

3 安定した水利用が出来ていない地域の対策 新規水源の確保内容 進捗有り １２９

4

渇水への備えの強化

渇水調整の円滑化への取り組み
渇水対策会議の機能拡大、会議構成員拡大及び常設化（利水者会議）の
実現に向けた内容

進捗有り １３０

5 渇水対策容量の必要性と確保手法の検討状況 渇水対策容量を確保することによる想定被害減少の検討内容 進捗無し １３１
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今後の進捗点検資料イメージ環境に配慮した効率的な水利用の促進

【観点】慣行水利権の許可水利権化の実施

【指標】水利権の見直し、転用、慣行水利権の許可化の実施状況

占用許可更新時に水利権の必要水量の根拠を厳格に審査し、
必要に応じて利水者と直接協議することで適正と考えられる量で
水利権を許可している。

取水施設の点検や占用許可更新時の協議の機会を通じて、許
可水利権化の働きかけを行った。

占用許可更新時の申請書に記載されている使用水量と比較して、
取水実績が少なかった慣行水利権について、適正な使用水量算
出のための指導を行った。

木 津 川 2 3 件

今後も、河川管理者としては、許可水利権化に向けて資料作成や
データ提供等のサポート可能な協力を行い、引き続き占用許可更新
時の協議等を通じて許可水利権化の働きかけを行っていく。

現状における水需要および水需要予測を利水者から聴取し、利水者
の水需要について適切な機会を捉まえて精査確認し、その結果に基づ
いて適切に水利権許可を行うとともに、その結果を公表する。

農業用水の慣行水利権についても、水利用実態把握に努めるととも
に、取水施設の改築、土地改良事業、治水事業の実施等の機会をとら
え、慣行水利権者の理解と協力を得ながら許可水利化を促進する。

（整備計画記載箇所：p85）

許可水利権化に向けて働きかけを行った結果、平成28年度においては、
宇治川の１件の慣行水利権(水道用水)に対して、水利権許可を行った。

取水件数
（平成26
年3月現
在）

最大取水量
（m3/s）
〈平成26年3月現
在〉

取水件数
（平成29
年3月現
在）

最大取水量
（m3/s）
〈平成29年3月現
在〉

許可 67 165.837 68 163.042

慣行 42 35.015 41 34.615

小計 109 200.852 109 197.657

43 120.436 43 105.481

26 27.461 27 28.255

9 0.456 9 0.455

33 677.268 35 694.128

220 1,026.473 223 1,025.976計

目的

農業用水

水道用水

工業用水

その他用水

発電用水

【淀川水系における慣行水利取水状況 】（H29.3時点）

結 果

実施内容

全体像

実施方針
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今後の進捗点検資料イメージ環境に配慮した効率的な水利用の促進

【観点】効率的な水利用の促進

【指標】効率的な水利用のための取り組み

独立行政法人水資源機構関西・吉野川支社HPより
URL:http://www.water.go.jp/kansai/kansai/html/suigen/kassui.pdf

今後も、節水協力等の広報・啓発を実施することにより、住民の意識向上を図る。

ダムの貯水率を
ホームページで公
表することにより、
節水への意識向上
を図っている。

河川の豊かな流れを回復するため、節水の啓発、水利用の合理化や再利用の促進により水需要を抑制し、取水量を減らすことに努める。（整備計
画記載箇所：p86）

平成29年8月1日

　

　淀川水系　琵琶湖水位及び水資源機構のダム貯水状況

【節水状況】
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結 果実施内容

全体像

実施方針
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今後の進捗点検資料イメージ環境に配慮した効率的な水利用の促進

【観点】安定した水利用が出来ていない地域の対策

【指標】新規水源の確保内容

◆川上ダム建設事業進捗率 (平成29年3月末時点)
・水需給が逼迫するなど安定した水利用が出来ない地域に対して、新た
な水資源開発施設による新規水源の確保を行い、水利用の安定化を図
る。

・伊賀地域では、宅地開発・工業団地、各種商業施設等の地域開発の進
展により、水需給が逼迫しているため、川上ダムによる新規水源を確保
する。

・京都府南部地域では、人口増加に対応した水道施設の整備を進めてき
ており、宇治市、城陽市、八幡市、久御山町の3 市1 町を対象とした水道
用水を安定的に供給するため、天ヶ瀬ダム再開発により、新規水源を確
保する。

（整備計画記載箇所：p87）

安定した水利用を確保するため、

川上ダムや天ヶ瀬ダム再開発事
業を実施しているところであり、

今後も、安定した水利用を確保
するため、必要な整備を進める。

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ダム本体

付替道路 8.8㎞

水没家屋移転40戸

用地取得 115ha

100％

99％

ダム本体工事は未着手

1％

H28年度まで

◆天ヶ瀬ダム再開発事業進捗率 （平成29年3月末時点）

0% 20% 40% 60% 80% 100%
H29年度以降H28年度まで

0.1km工事用道路
(白虹橋)

1.7km工事用道路

617m
トンネル式
放流設備

60％

100％

40％

100％

・平成28年度は、

川上ダムでは、県
道青山美杉線の
付替工事と工事用
道路工事を実施し
た。

・天ヶ瀬ダム再開
発事業では、トン
ネル式放流設備の
建設工事を実施し
ている。

100％※

※付替県道青山美杉線は、安全施設等工事中。

H29年度以降

結 果実施内容全体像

実施方針
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今後の進捗点検資料イメージ渇水への備えの強化

【観点】渇水調整の円滑化への取り組み

【指標】渇水対策会議の機能拡大、会議構成員拡大及び常設化（利水者会議）の実現に向けた内容

【淀川水系水利用検討会（利水者会議）】設置

社会経済情勢の変化等を踏まえ、関係水利使用者等が河川管理者と共に水利用に関する情
報交換や意見交換を行うことにより、淀川水系の水利用に関する現状と課題について認識を共
有するとともに、関係者間の相互理解を醸成し、今後の水利用のあり方について検討を行うこと
を目的とする。
◆検討事項

・ 淀川水系における渇水調整の考え方に関する事項
・ 淀川水系における渇水リスクに関する事項
・ 淀川水系における既存水資源開発施設の活用に関する事項
・ その他、本検討会の目的達成に関する事項

◆構成機関
近畿地方整備局、近畿経済産業局、滋賀県、京都府、大阪府、兵庫県、
京都市、大阪市、大阪広域水道企業団、阪神水道企業団

・平成26年度においては、水利用のあり方についての検討を目的とした「淀川水系水利用検討会」を設置し、関係水利使用者等と水利用に関する
情報交換や意見交換を行いながら検討を行った。

・平成27年度から平成28年度においては、利水者との意見交換を行いつつ、渇水調整方法について利水者の意向を確認しながら検討を進めた。

第1回水利用検討会の状況（平成26年6月17日）

今後も、利水者との意見交換を行いつつ、渇水調整方法について利水者の意向を確認しながら検討を進めていく。

近年の少雨傾向に伴う利水安全度の低下をふまえ、渇水時の被害を最小限に抑える対策として、利水者会議における平常時からの情報交換な
どにより、渇水時における渇水調整の円滑化を図る。

また、渇水調整において、現状では実績取水量に応じた取水制限を実施しているが、各利水者間の安定供給確保への取り組みや日頃からの節
水に対する努力に応じた取水制限の考え方を検討し、利水者の意向を確認しつつ渇水調整方法の見直しの提案を行う。

（整備計画記載箇所：p87）

結 果実施内容

全体像

実施方針
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今後の進捗点検資料イメージ

計画規模を上回る異常渇水に対して、社会経済活動への影響をでき
る限り小さくするため、渇水対策容量の確保が必要である。

丹生ダム建設事業において渇水対策容量を確保することとしているが、
ダムで容量を確保する方法と琵琶湖で確保する方法があることから、最
適案について総合的に評価して確定するために調査・検討を行う。

（整備計画記載箇所：p87）

丹生ダム建設事業については、ダム事業の
検証における検証対象ダムとして、現在「ダム
事業の検証に係る検討に関する再評価実施
要領細目」に基づく検討を行っているところで
ある。

なお、平成25年度には丹生ダム建設事業に

おける総合的な評価では、渇水対策容量は、
水需要に関する社会経済情勢の変化から、
渇水調整や節水等により当面は対応が可能
であるなど、緊急性が低いとの意見が関係府
県より出され、総合的な評価は「『ダム建設を
含む案』は有利ではない」という結果となった。
引き続き、予断無く検証作業を行っている。

平成27年度には検証作業を再開し、丹生ダ

ム検証報告書（素案）に対する関係住民・学
識経験者からの意見を聴く場を開催し、平成
28年度には「中止」の対応方針が決定された。

渇水への備えの強化

【観点】渇水対策容量の必要性と確保手法の検討状況

【指標】渇水対策容量を確保することによる想定被害減少の検討内容など

丹生ダム中止に伴う渇水対策容量の確保については、対応方針として
「中長期的な利水の動向を勘案しながら、淀川水系の水利用が近畿圏の
産業と経済を安定的に支えることができるように、今後、近畿地方整備局
において必要な措置を検討していくこととする。」としている。

渇水対策容量の確保方策イメージ

結 果実施内容全体像

実施方針
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